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C H A P T E R  O N E

1  はじめに

スコープ（Scope）プログラアは、パワーラブを2チャンネル・ストレ

ッジオシロスコープとして使用する為のアプリケーションソフトウェ

アです。

アップル社のマッキントッシュコンピュータ及びMac OS対応のコン

ピュータと接続し、このパワーラブ・アプリケーションソフトを使え

ば、様々なデータの記録や解析に応用できます。

この章では、スコープのインストール法、必要なハードウェア、この

アプリケーションを使う際の本解説書の利用法について説明します。
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スコープを使う上で知っておくこと

スタートする前に 

スコーププログラムをインストールして使うには、アップル社のマッ

キントッシュの環境について知っておく必要があります。マウスや

キーボードの使い方が判らなかったり、メニューからコマンドの選択

やディレクトリー・ダイアログボックスの使い方を知らない方は、コ

ンピュータに付属しているMachintosh User's Guideを参考にして下

さい。                           

パワーラブのアプリケーションは、簡単な操作で使えるように設計さ

れていますが、スコープには驚くほど多くの機能が備わっておりま

す。マッキントッシュを熟知した方は簡単なアプリケーションならす

ぐに使いこなすことができる筈です。 

PowerLabを使った経験がなくとも、マッキントッシュを使用した事

がある方は、スコープが通常のマッキントッシュ・プログラムと同じ

ような操作であることがご理解戴けます。                                                    

いずれにしてもパワーラブを初めて使う場合には、まずパワーラブ・

オーナーズガイドを読み、パワーラブとコンピュータとの正しい接続

法とパワーラブの安全で効果的な使い方を理解して下さい。                                

チャートやピークなどの別のパワーラブ・アプリケーションを使った

経験がある方は、スコープの使い方もよく似ていますのですぐに慣れ

ていただけると思います。

本書の使い方

急いで使い方を知りたい方は、次の章の“スコープの基本”を読んで

からスコープ・クイックスタートを参照して下さい。スコープの主要

な機能、スコープのデモンストレーション・ファイルから複写したセ

ッティングやコントロールの使い方が習得できます。この解説書の情

報は、スコープ（Helpメニューで利用できます）のオンライン・ヘ

ルプと重複しています。データの記録を取りながら、問題が生じたり

予想外の結果が出たりした場合、また必要とする機能について知りた

い場合には、この解説書を参考にして下さい。 　　　　　　　　　

可能な限り、コンピュータを前にして本書を読んで見て下さい。　　

短期間で効率よくスコープの機能が理解できます。コンピュータを作

動させながら、本書の内容を確認しながら進んで下さい。 　　　　

ここをクリックすれ
ばオンラインヘルプ
が出ます
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次の章では具体的な使い方に入ります。まず、この章の終わりのシス

テムのコンフィギュレーションとインストール及び、個人用にスコー

プを複写する方法を覚えて下さい。                                                      

注：本書に記載してある図表画面は、モノクロモニターからのもので

　　す。カラーモニターでは表示が若干異なります。

アプリケーションノート

アプリケーションノートは参考用のガイドブックです。プログラムの

実際の使い方や応用例などを解説したメモです。テーマ毎に特化した

応用例が詳細に解説されていますので大変役に立ちます。スコープ自

体は一般向けの記録プログラムですが、特殊な分野にも極めて効果的

な記録解析できる幅広い機能を持ったプログラムです。

アプリケーションノートは、この様な特定な使い方の例を挙げて解説

した参考書です。アプリケーションノートはADInstruments社のweb
サイトからダウンロードできますし、日本語の解説書は別売のChart 
Extension CD ディスクにファイルされています。

使用するコンピュータ

最小限必要なハード： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

68020マイクロプロセッサ搭載のマッキントッシュ及びMac OSコン

ピュータで、ハードディスク、システア７以上、4MB RAM内蔵で、

14ｲﾝﾁ以上のモニター。              

推奨するハード： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パワーマッキントッシュか68040マイクロプロセッサ搭載のマッキン

トッシュ及びMacOSコンピュータで、ハードディスク、システア

７.6以上、8MB RAM内蔵の16ｲﾝﾁ以上のモニター使用。                                                      

まず、使用するコンピュータを選定します。　　　　　　　　　　　

パワーラブはMacintosh LCから、Quadra、PowerBook、パワーマ

ック、G3の各種デルに使用できます（スコープ3.6ではパワーマッキ

ントッシク用に数々のオプション機能が付いています）。      

マッキントッシュが遅いと、リアルタイムで複雑な演算を伴う集約機

能の一部が利用でき無い事があります。高速サンプリングや印刷を速

めたり、全体の機能を最大限利用する為には高速のマッキントッシュ

を使って下さい。マッキントッシュの選択には、パワーラブの代理店

にご相談下さい。 
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パワーラブシステム

パワーラブシステムはハードウェアとソフトウェアから成り、データ

の記録、表示、解析を実行する幅広い機能を持ったシステムです。シ

ステムはパワーラブ・ハードウェアと専用のアプリケーションソフト

ウェアプログラム（スコープ及びチャート）から構成され、パワーラ

ブと接続するマッキントッシュコンピュータ上で作動します。このパ

ワーラブユニットは、それ自体に強力な演算能力を持ち、データを記

録する間に必要とされる様々なタスクを実行します。パワーラブがマ

ッキントッシュにデータを転送するとデータの表示、検索、印刷、収

録、修正が自在に行なえます。

マックラブとパワーラブ

最初のMacLabはアップル社のMacintoshコンピュータ用として1986年

に開発され、ChartとScopeの二つの専用ソフトウェアと一緒に発売さ

れました。それ以来、ハードウェアとソフトウェアには数々の改良が

加えられ、コンピュータ技術の発達に伴いより洗練されたシステムに

なりました。又、Windows 98オペレーティングシステムの出現に合わ

せ1997年にChart for Windowsを発売しました。この度ハードウェアの

クロスプラットホーム化に伴い、MacLabの名称はPowerLabに代わり

統一されMac OSでもWindowsでも使用できるようになりました。 

PowerLab/200、PowerLab/400、PowerLab/800は標準Eシリーズとして

連続サンプリング速度1000までの記録を目的としたユーザを対象に開

発されました。PowerLab/sシリーズは従来のMacLab/sと同様、高速記

録用(1chの連続記録で100K/sammples)として発売しています。このソ

フトウェアは両シリーズで使用できますが、ハードウェアに依り使用

できるサンプリング速度が異なります。

ソフトウェアのインストール

古いバージョンを使っている場合にはまず、ハードディスクからス

コープ及びスコープの旧バージョンを削除することをお勧めします。

旧バージョンを残しておいて使用する場合は、使用したいバージョン

のアイコンをダブルクリックすれば、そのプログラムが立ち上がりま

す。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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パワーラブオーナーズガイドに1.4MBディスクが付いています。 

PowerLab Installerに圧縮されたScope V.3.6、ChartV.3.6が組み込

まれています。このソフトウェアバージョンは"fat binary"として、

パワーマッキントッシュと通常のマッキントッシュの両コードに編入

されます。即ち、パワーラブのソフトウェアは両タイプのマッキント

ッシュに対応し、ディスクスペースが最低6.5MB必要です。 

1. まず、PowerLabインストラーディスクをロックし、プロテクトを

　かけます。

2. PowerLabインストラーディスクを、フロッピーディスクドライ

ブに挿入しま す。

3. PowerLabインストラー・アイコンをダブルクリックし、インス

トラーをオープンします。インストラーウェルカム画面が表示し

ます。 

4. 画面情報を読んで<Continue>ボタンをクリックします。パワー

ラブインストラ ー画面が出ます。

5. インストールするソフトウェアと、ハードディスク（複数接続し

ている場合）を選択します。

<Install>ボタンをクリックするとインストールを開始します。インス

トールが終わるとダイアログボックスで表示します。インストールが

完了するとファイルとフォルダーがハードディスクに出来ます。場合

に応じてインストールするファイルの選択もできます。例えば、

<Easy Install>を選ぶと二種類の Chart Extensionsしかインストー

ルしません。残りは後でインストールできます。従って

クリックすると
インストールを
始めます

インストールす
るディスクとフ
ォルダーを選ぶ

Figure 1–1 
PowerLab Installerウインドウ
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PowerLab Installerの内の必要なものを選んでインストールできる訳

です。Chartは再インストールする必要はありません。

 PowerLab v3.6フォルダーには、チャート、スコープ、及びそのオ

ンラインヘルプとテスト（PowerLabのテスト用）、幾つかのデモン

ストレーション・ファイル、Chart Extensionが含まれています。                                                        

 Chart Extensionフォルダーにはチャートエクステンション（チャー

トに機能を付加するオプション）が含まれています。チャートエクス

テンションはチャートの起動時にロードします。一度に全てのエクス

テンションを使うことは希ですし、メモリーの節約とスコープの使い

勝手を考えて、Unused Extensionフォルダーを作っておいて必要の

無いエクステンションはそのフォルダーに入れておくと便利です。使

用するエクステンションに応じてChart Extensionフォルダーと

Unused Extensionフォルダーを使い分けて下さい。　　　　　　　

スコープにはチャートの様なエクステンションはありません。 

PowerLab Filesフォルダーは指定したディスクのシステムフォル

ダー内に作成されます。これにはフロントエンドドライバー（フロン

トエンドを使用する場合に必要）が含まれています。スコープやス

コープを初めて始動すると、システムホルダーのプレファレンスフォ

ルダー内にパワーラブのセッティングファイルが出来ます。 

インストールが終了したら、オリジナルディスクは安全な場所に保管

します。ご自身のバックアップ方策に従って下さい（少なくとも１枚

はコピーしておきます）。ただし、購入者は一度に一台のコンピュー

タしかソフトウェアを使うライセンスが供与されていない点にご注意

下さい。 

スコープを立ち上げる

PowerLabと使用するマッキントッシュとが正しく接続されているの

を確認して（PowerLabの付属品のオーナーズガイドを参照して下さ

い）電源を入れます。スコープのアイコンをクリックしファイルメニ

ューから<Open>を選ぶか、アイコンをダブルクリックします。この

プログラムがPowerLabをセットアップします。最初にスコープを

オープンする際は、ダイアログボックスが出て（図1-3）このアプリ

ケーションのコピー主の名前を聞いてきます。コンピュータが既にシ

ステムのオーナ名を持っている場合は、その名前がName欄に入り自

動的に指定します。重ね書きする時は、入力すればスタートします。

PowerLabと接続していない時は、そのアプリケーションのコピーに

ネーミングした後に図1-4のダイアログボックスが出ます。

Figure 1–2 
スコープアイコン
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PowerLabが接続してあり電源も入っていても、下のダイアログボツ

クスが出た場合は、付属のオーナーズガイド を参照して下さい。

PowerLabの起動時の問題に関してのインフォメーションが本書の巻

末のAppendix Bにも記載してあります。. 

スコープを終了する　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ネーミングした後にスコープを終了する

場合はファイルから<Quit>を選択します。本書を先に進むならファ

イルをオープンしたままにします。

Figure 1–4 
PowerLabが正しく接続さ
れていないと、このダイ
アログボックスが出ます

Figure 1–3 
このダイアログボックス
で使用者の登録をします
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データ収録の基本

ここではPowerLabシステムでデータを記録する一般的な方法につい

てい説明します。

PowerLabシステムの目的はデータを収録し保存して解析する事で

す。通常、元の入力信号はアナログ電圧として、その振幅は時間に対

して連続的に変化する信号です。この電圧信号をハードウエアでモニ

ターし、シグナルコンディショニングと呼ばれる処理で振幅やフィル

ターによりその信号を適した形に調整します。シグナルコンディショ

ニングには例えば、トランスジューサを使う場合に問題となるオフセ

ット電圧をキャンセルさせるゼロ調整などが含まれます。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シグナル

コンディショニングの後で、アナログ電圧は一定の間隔でサンプリン

グされます。この信号をアナログからデジタルに変換して接続したコ

ンピュータに転送します。データはソフトウェアにより直接ディスプ

レイします。データの表示はサンプリングしたデジタルデータポイン

トをプロットし、ドット間を線分で描画してディスプレイします。デ

ジタル化したデータは保存すればいつでもディスプレイできます。ま

たスコープにはデータを様々な方法で取り出したり、解析する機能が

たくさん付いています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　データを収録するためのパラメータは大部分

ソフトウェアによりユーザ側で設定できます。満足すべきデータを記

録するには、そのデータに最適なパラメータ条件を使って記録する必

要が在ります。サンプリング速度や測定レンジ、フィルター設定は一

覧できますが、当てずっぽに設定すべきでは在りません。何を、どん

アナログ電気信号メカニカ
ル信号

トランスジューサ

デジタル信号

PawerLabハードウェア コンピュータ

増幅 フィルター サンプリング ディスプレイ入力

…101101…

Figure 1–5 
PowerLabシステムを使
ったデータ記録の模式図
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な理由で、どのような方法で記録するのかをハッキリさせた上で、最

適な記録条件を見つけて設定します。

サンプリング速度

サンプリングは一定の時間間隔で採った一連の離散値を元の連続アナ

ログ信号に置き換えます。どのサンプリング速度が良いかは、測定す

る信号により様々です。サンプリング速度が遅すぎると情報がロスし

て取り返しが利かず、元の信号を正しく再現できません。速すぎると

情報はロスしませんがデータが多すぎて処理時間が係り必要以上にデ

ィスクファイルを大きくするだけです。 周期波形を遅いサンプリン

グ速度で記録するとaliasing効果で不正確で紛らわしいディスプレイ

となります。丁度古いフィルムに映った馬車の車輪が止まったり、逆

回転して映る様に正確には記録できません。

これを防ぐには入力波形で予想される周波数の少なくとも２倍のサン

プリング速度に設定します。このサンプリング速度はナイキスト（

Nyquist）周波数として知られており、アナログ信号を正確に記録す

るのに必要とされる最低限のサンプリング速度です。即ち、入力信号

の最大周波数成分が100Hzならサンプリング速度は200Hz以上ないと

正確に記録できません。情報のロス無く安全を期すなら最大周波数成

分の5から20倍のサンプリング速度にすべきです。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大抵の場合、こ

の最大周波数は予知できます。トランスジューサを使う場合はその周

波数特性が判っていますので参考にします。また、メカニカルなフ

ォースを計るブリッジトランスジューサは高周波成分は出ません。記

録する信号の周波数（バンド幅）が不明な場合の有効な目安として、

20/s

200/s

Figure 1–6 
サンプリング速度の違い
によるラットの血圧の波
形。上はサンプリング速
度が遅すぎる例。
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トランジェントピーク値やそのシグナル波形の反復から判る値の5か

ら20倍高く設定します。

シグナルの最大周波数は最大サンプリング速度やシグナルのスペクト

ラム（ScopeのFFTディスプレイセッティングを使って）をみながら

決定できます。スペクトラムに載っている高周波成分が最大振幅値の

2％以下であれば記録の精度には影響しません。

フィルター処理

アナログ波形は周波数帯域と振幅域を使って様々な純正サイン波形の

総数として数学的に表すことが出来ます。低周波域は緩やかに変化す

る波形成分であり、高周波域は速い変化を示す成分です。フィルター

はシグナルから指定した周波数帯域成分を除きます。例えば、

Low Passフィルターは低周波数帯域を通し高周波帯域をカットしま

す。

実波形(3.5 Hz), at 40/s Aliasedシグナル(0.5 Hz), at 4/s

4/sでの
サンプ
ルポイ
ント

元のシグナル

フィルター処理し
たシグナル

High-pass 
filter

Low-pass filter

Figure 1–7 
Aliashingした波形と実
波形との比較　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Figure 1–8 　　　　　
フィルター処理の効果
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Low Passフィルターは一般にノイズを減らしシグナルをスムージン

グ化します。High Cutフィルターはシグナルの遅速成分を除き遅い

揺らぎを消去します。フィルターは不完全なものです。200Hzの

Low Cutフィルターを例に取ると、150Hzまでの周波数成分はそのま

まで、200Hzのシグナルは元の振幅の0.7に減衰し（これをCut Off周

波数と言います）、周波数が高くなるほど減衰は酷くなります。

100Hzまでの有効な周波数成分が必要なら、400Hzのサンプリング速

度で200HzのLow Cutフィルターで高周波成分を処理します。

フィルター処理でシグナルのある帯域を変更できますので、有効に使

えばノイズやベースラインのドリフト、aliasing効果が除去できま

す。フィルターの設定がシグナルのバンド幅より大きくなっている

と、シグナル成分が無くなってしまいます。例えば5Hz以下の成分を

持つ波形を採りたい場合に20HzのHigh Passフィルターを使えば（0

から20Hzのシグナルがフィルター処理され）有効な情報がシグナル

から喪失してしまいます。　

デジタル化

電圧電位のようなアナログデータをコンピュータで扱うにはデジタル

に変換しますが、この場合一定のデジタル数値に整合させる必要があ

ります（例えば、デジタル温度計は近似値を測定温度としています

）。アナログの値はこの間で切り上げ、又は切り下げられてデジタル

数値化されます。通常この近似値（デジタル値）はその最小桁数に比

べて十分大きいので、問題にはなりません。A/D変換器でアナログ信

号を２進法に変換しデジタル化します。12ﾋﾞｯﾄのADCでは212又は、

4096分割の振幅値分解能を持っています。大抵の生物学的な信号を

扱うにはこれで十分です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フィルター未処理

ノイズが消去

フィルターの掛けすぎ

Figure 1–9 　　　　
Low Passフィルターの
違いによる心電図に与え
る影響 
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　　　　　　　　　　　　　大部分のPowerLab記録ユニットは

16ﾋﾞｯﾄADCを使っていますが、現在のScopeでは12ﾋﾞｯﾄしか使って

いません。即ち、入力レンジを10Vにすると-10Vから+10Vを約

4000に等分割し、最小変化電圧値は5mVの判別範囲ということにな

ります。レンジを10mVにすると最小判別値は5μVとなります。

ADCの分解能はハードウェアが関係しますのでユーザ側では変更で

きません。

レンジ

レンジはゲインと振幅値に逆比例しますが、直接測定される値に反映

しますのでゲインに比べて有用なコンセプトです。PowerLabでは測

定レンジは各チャンネル毎に設定できます。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設定レンジを超える電

圧信号は入力できません。この限度を超えた信号は入力レンジ外とな

り振幅値は記録されません。超える恐れのある場合にはレンジの設定

を大きくします。　　　　　　　　　　　　　分解能を良くするに

は、超えない範囲で記録したいシグナルの最大振幅に近いレンジを選

ぶべきです。この場合、デジタル化による最小有効桁数は測定値に比

べて十分小さくなります。シグナルは増幅された後でデジタル化され

ます。シグナルが設定レンジに対して小さ過ぎると分解能は下がりま

す。極端な場合、記録した波形はスムーズな波形とはならずステップ

状になります。最大の分解能で±480mVのシグナルを測定したいな

ら（デフォルトの10Vでの十分ですが）、レンジを500mVにしま

す。500mVを超えるシグナルを入力する恐れがあるなら、レンジを

1Vか2Vにしておけば安全です。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　画面上で波形のディスプレイを変

更しても（ズームウインドウで拡大したり、振幅軸を拡張したりし

て）表示だけで分解能は変わりません。

ノイズ

ノイズは「不必要なシグナル」と規定します。設定レンジを低くして

極めて小さなシグナルを記録する際に、これが問題となります。温度

ドリフトなどのランダムノイズはPowerLabを含め全ての電気回路に

内在するもので、フィルター処理で最小限に押さえます。フィルター

設定でLow Passフィルターを選べば、必要なシグナルを不当に変更

しないで大抵のバックグランドノイズが除去できます。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生体信号で

はグランドループによるノイズを避けるため、差動入力が向いていま

す（グランドループ電源アースに複数の記録測定器が接続されている
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場合に起こる現象です）。PowerLabのシングルエンド入力は準差動

でグランドループノイズの電圧変動を中和します。　　　もう一つの

重要なノイズは浮遊電磁場や誘電電位で、これには電源コードからの

干渉（50、60Hzの電源ノイズ）、切替装置やコンピュータ、蛍光

灯、トランス、ネットワークケーブル、VDUなどからの干渉が該当

します。この電気干渉は記録シグナルに深刻な作用をもたらします。

測定器の構成や装置、ケーブルへのシールドなどに注意すれば、この

干渉は最小限に押さえられます。特にデリケートな測定にはシールド

ルームなどが必要になるかもしれません。

ディスプレイの限界

数多くの測定値を解釈することは、特にそれらが生物学的なものであ

る場合は経験的な確証が基本となります。無数の測定値が何年にもわ

たり採集され、正常値と例外的な値のプロファイルも蓄積されていま

す。波形の形を予想することは過去の経験を基にしているので、新し

いやり方で採集した波形を解釈することは当初は困難が伴うかもしれ

ません。

Figure 1–10 i oooooooooo 
ノイズが載ったシグナル
(右)と元のシグナル(左) 

Figure 1–11 ooooooooooo
ディスプレイ設定の違い
によるECGの表示例　　
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例えば、心電図を使用するようになって75年程経ちましたが、標準に

表示される波形は、mm表示で5 mm間隔の記録紙を用い、チャート

ペーパの速度は25 mm/秒で10 mm幅でとります。Scopeは多彩なディ

スプレイ機能を備えているので、波形の形やサイズは自由に変更でき

ます(図1-11)。単位スケールは常に表示されているせいもあり、操作

は簡単ですが、通常のECGと同じ形の縦横比を期待した場合、波形

は例外的な形状になることがあります。

モニターの表示画面は通常約72ドット/インチですから、表示画面が

小さい場合、分解能は良くありません。信号は荒く、判別しにくいか

もしれません。記録したデータの分解能は実際に表示される分解能と

は無関係です。チャンネルのディスプレイ幅がとても狭くて、画面上

で判別がつかない場合でも、サンプリングデータは全く影響されるこ

となく忠実に記録されています。高分解印刷では精密にそれらの波形

は印刷されます（より正確には高分解印刷でも従来の心電図のペン出

力ほど精密とは言えません）。

波形を検分する場合はディスプレイ設定を詳細にチェックすることが

大切です。表示されているものが実際に設定した内容に従っているか

を確認してください。途中で設定内容を変更している場合は特に注意

してください。波形は垂直に伸ばしたり、水平に圧縮したり、また演

算機能が導入された場合には、変形して表示されます。

参考

この章ではデータ収録の幾つかの基本を説明してきました。測定テク

ニックや解析の詳しい情報は、測定目的に合った参考書を読んでみて

下さい。当社発行のApplication Noteも参考になると思います。
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C H A P T E R  T W O

2  スコープの基本

スコープ（Scope）プログラムは、PowerLabをストレッジ・オシロ

スコープとして使用する為のアプリケーションソフトウェアです。

アップル社のマッキントッシュ・コンピュータやMac OSコンピュー

タを使って、多目的なデータ記録と解析の環境を提供します。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この

章ではスコープの全体的な背景と、スコープウインドウの詳細、ス

コープの基本的なデータの記録について説明します。
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スコープとは

パワーラブハードウェア及びマッキントッシュ・コンピュータを使っ

てスコープを起動すると、2チャンネルのストレッジ・オシロスコー

プとしての機能が使用 できます。スコープの持つパワフルで洗練さ

れた操作性は一般のオシロスコープの限界を遥かに超えています。                                        

1チャンネル又は、2チャンネルで任意の速度で記録できます。

コントロールとディスプレイ

コントロールは簡単で直感的な操作です。スコープウインドウは、一

般のマッキントッシュのウインドウのようにリサイズ（サイズの変

更）ができます。データのディスプレイは、水平方向への拡大縮小が

自在で、画面は二分画でき、各チャンネルの垂直軸のサイズは分割

バーをドラッグすれば簡単に好きな大きさに変更できます。必要のな

いチャンネルはOffにしたり絶対値だけを表示させたり、振幅軸をド

ラッグして伸ばしたり、ダイアログボックスを使って気に入ったデー

タディスプレイに変更できます。また、チャンネルにタイトルを入力

したり、各チャンネルに測定単位を指定することも可能です。時間表

示モードと記録速度は即座に変更でき、レンジやフィルター処理は各

チャンネルごとに設定できます。ディスプレイの表示カラーや模様、

目盛り表示の変更できます。

記録

スコープは一般のオシロスコープの様にスイープしながらデータを記

録します。その上1チャンネル又は、2チャンネルでシングル、反復、

複数、スーパインポーズ、アベレージスイープが選択して記録できま

す。各スイープを各々のページに記録したり、記録した波形のパッド

を作成して参照するのに便利なように番号付けして記録したりできま

す。各ページのデータにコメントを付けて必要な機能が作れます。              

また、ノートブック機能を使えば、記録するデータファイルに関する

注釈が書き込めます。 

保存、印刷、編集

スコープの記録データは印刷、編集、ディスクへの保存ができます。

また、スコープファイルのセッティングが保存でき、作業の反復が迅

速に簡単に実行でき、再セッティングの手間が省けます。指定した



Chapter 2 — ÉXÉRÅ[ÉvÇÃäÓñ{ 19

データを印刷したり、ファイルへそれを保存して必要な部分だけ取り

出して編集できます。また、オープンしているファイルに複数のファ

イルを付け足す事も可能で、一つのファイルにすればデータを整理す

るにも便利です。データはまた、テキストファイルとしてスプレッド

シートや統計プログラムなど別のマッキントッシュのアプリケーショ

ンソフトへ転送できます。また、変換し補正してフォーマットしたテ

キストもスコープファイルにペーストできます。                        

解　析                                                                

記録が終わったら、データをスクロールして直接データを読み取りま

す。データは全てデジタルなので、直接読み取りができて測定エラー

はありません。マーカを使って、指定するポイントからの読み取りや

ベースライン（自身で設定も可能です）からの読み取りも可能です。 

スコープでは1ページに2チャンネル分のデータをオーバレイしたり、

任意のページのデータをオーバレイして直接比較ができます。 　　

洗練されてフレキシブルなデータパッドに、記録データに関する演算

値や統計値が保存できます。データパッドに保存したデータを印刷し

たり、そのデータを別のアプリケーションへ転送しデータフアイルに

一緒に保存できます。X-Yウインドウは1チャンネルに対して2チャン

ネル目のデータをプロットします。スコープにはズーム機能があり、

任意の部分を拡大表示します。              

また、オンラインでもオフラインでも高速フーリエ変換（FFT）を使

いスイープのスペクトル表示ができます。 

向上した機能

トリガー機能は、内部叉は外部装置を使って記録の開始や停止のコン

トロールができます。Stimulatorを使えば外部刺激の設定ができ、刺

激パルスとしてシングル、ダブル、複数の矩形波、ランプ、三角波及

び任意パルスが自由に設定できます。また、Stimilator Panelコント

ロールから記録中でも必要とする刺激のOn/Off調整が管理できま

す。幅広い入力演算機能がリアルタイムで計測データに応用できま

す。例えばデータをオフラインでスムージング処理し、波形から不都

合な高周波成分を除去します。微分や各種積分機能などを１つのチャ

ンネルの生データから誘導して、生データの代わりに表示させたり別

のチャンネルに付け加えることができます。
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カスタマイズ

スコープは各自の目的に合わせて大幅にカスタマイズできます。コン

トロールやメニュー、それらのコマンド（及びコマンドキーも）をロ

ックしたり、隠したり、変更したりし、例えば、学生実習用にスコー

プ全体を簡潔に設定するのに利用します。また、マクロ命令機能で複

雑なタスクをスピードアップして自動化したり、メニューに残したり

一連のマクロを別のファ イルとして保存したりできます。

スコープファイルを開く

この説明書を読みながらスコープをオープンして見て下さい。このテ

キストで述べたコマンド、コントロール、セッティング機能が確認で

きます。      

まず、PowerLabを使用するマッキントッシュに正しく接続されてい

るのを確認してから電源を入れます。PowerLabを接続しなくともス

コープは使えます－この場合はファイルをオープンして、ダイアログ

ボックスからAnalysisオプションを選択します。これはPowerLab

ハードウェアに無関係にスコープが使えるオプションです。この場合

は使用できないコントロールは薄表示の無効となります。

スコープファイルをオープンするには、ファインダーのスコープアイ

コンの一つをクリックしてFileメニューから<Open>を指定するか、

そのアイコンをダブルクリックします（図2-1参照）。スコープが

PowerLabをセットアップするのに暫くかかります。図2-1の上のア

イコンはスコープのアプリケーションを示し、これをダブルクリック

すると新しい未タイトルファイルがオープンします。真ん中のアイコ

ンはセッティングファイルで、未タイトルファイルをオープンして前

に設定した方法でそのファイルがセットアップされます。下のアイコ

ンは記録してあるデータファイルを示します。　　　　　　　　　　

各アイコンでスコープはオープンし、スコープウインドウが出ます。

デフォルトでスコープを起動すると、未タイトルファイルがオープン

して画面に映ります。画面サイズは自由に調整できます。                                        

スコープアプリケーションを一旦オープンしておけば別のファイルを

オープンしたり、<Open...>やFailメニューから<New>を指定して新

規ファイルが作成できます。Openディレクトリーダイアログボック

スにはスコープファイルだけがスクロールリストに表示します。リス

トから必要なファイルが簡単に取り出せます。スコープでは一度に一

つのファイルしかオープンできません。　　　　　

Figure 2–1
Scopeディスクトップア
イコン
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Openディレクトリーダイアログボックスの下に、<Load Setting>

と、<Load Data>の二つのチェックボックスと２種類のラジオボタン

が出ます。ラジオボタンでスコープファイルかテキストファイルか

オープンするファイルを指定します。指定したファイルがスクロール

リストに表示し、オープンできます。オープンしている現行のファイ

ルに追加するか、セッティングをロードするかをチェックボックスで

選択します。 スコープファイルのインフォメーションはデータとセ

ッティングから成っています。記録した波形に関するデータは通常、

ファイルをオープンするとロードします。 

セッティングには二種類あり、一つは記録に影響するものでサンプリ

ング速度やチャンネルレンジ、トリガー設定、スティムレーション機

能などです。もう一つはデータの表示に関するソートで、ウインドウ

のサイズやチャンネルエリア、ディスプレイのセッティング、メニ

ューのコンフィギュレーションなどです（マクロ命令もセッティング

として収録します）。標準のスコープファイルをオープンする時に

<Load Setting>チェックボックスを選択すると、指定したファイル

から最初のソートのセッティングがロードされます。セッティングは

継続して実行される統べての記録用に導入できます。　　　　

<Load Setting>チェックボックスを選択しないでセッティングファ

イル（データを含まないステーショナリーファイル）を開くとディス

プレイ設定だけがロードし、記録には影響する設定は無視されます。

別のファイルを開いている時にデータファイルを開くと、現行ファイ

ルが閉じて指定したファイルがオープンします。現行ファイルの変更

がセーブしていない場合は、新しいファイルが開く前にアラートボッ

クスでセーブするかどうかのメッセージが出ます。 　　　　　　　

どちらかを選択するか、無視するか、叉はキャンセルするかを選択し

ます。両方のチェックボックスを選定すると、セッティングとデータ

の両方がロードして現行のセッティングも保存されます。                                

フォルダー
やディスク
の場所を示
すポップア
ップ

ファイル形
式を選ぶ

指定したファイ
ルを開く

サンプリング速
度やチャンネル
レンジなどの設
定をロードする

ここでファ
イルを選ぶ

開いているファ
イルの古いマク
ロを消去する

Figure 2–2 
Openディレクトリーダ
イアログボックス

注
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ここで説明するように、デモンストレーションファイルを使えば幾つ

かの活きたデータが表示します。これによりスコープの概要が良く理

解できると思います。オリジナルファイルをプロテクトする為に（バ

ックアップは取ってある筈ですが）、ファインダーに幾つかのデモン

ストレーションファイルを複写し、任意の名称を付け教材としてオー

プンして試して見て下さい。                                                          

スコープファイルを閉じたり、停止する 

スコープファイルを閉じるには、Fileメニューから<Close>を選びま

す。スコープを停止するにはFileメニューから<Quit>を指定します。

いずれの場合も、変更をした時はダイアログボックスが出て、作業を

セーブするかを確認します。変更した作業をセーブするには、

<Save>ボタンをクリックします。変更をセーブする必要が無い場合

には<Don't Save>ボタンをクリックします。

スコープウインドウ

データを記録する為の重要な設定は全て、図2-3に示す通りスコープ

ウインドウに含まれています。これらの設定についての基本を説明し

ますが、詳細は随時触れます。スコープのメイン画面の左から右に順

に、各チャンネルのスケールに関係する振幅軸エリア、記録してデー

タを表示するデータディスプレイエリア、ウインドウ下のコントロー

ルがあります。                  

画面上のメニューバーはスコープメニューに含まれ（Appendix A参

照）、そこでスコープの表示法や働きの設定を修正します。　　　　

WindowメニューのScope Windowコマンドを選べば、いつでもス

コープウインドウの表示に戻せます。

基本的なウインドウの管理

クローズボックス、タイトルバー、ズームボックス、サイズボックス

は、一般のマッキントッシュのアプリケーションとまったく同様に機

能します。クローズボックスをクリックすると、現在オープンしてい

るスコープファイルが閉じます（Fileメニューで<Close>を指定した

場合と同様）。タイトルバーにはそのファイル名が入り、その画面が

アクティブ画面の時はファイル名に沿った横線がアクティブになりま

す。                                          

サイズボックスをドラッグすると、画面のサイズが変更できます。画

面に別のアプリケーションを出しながら、記録だけは忠実に実行した
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い場合に便利です。この場合、記録するデータの分解能は、表示の分

解能とは関係ありません。ズームボックスをクリックすると、スコー

プ画面の縮小、フルサイズ表示との切り替えができます。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

PowerLab、Cursor、Input A、Input B、Time BaseそれとSample

以上のコントロールパネルはリサイズできません。しかしそのタイト

ルを<Shift>-ドラッグすれば位置は移動します。　

クローズボッ
クス

タイトルバー ファイルメニュー ズームボックスエラー表示ボタン

スケー
ルポッ
プアッ
プメニュー

The data display area

振幅軸

チャン
ネル単位

チャンネ
ルセパ
レータ

ディスプレイポ
ップアップメニュー

ページボタン

マーカ

サイズボ
ックス

ページコメン
トボタン

波形カーソル
情報

Range
ポップ
アップ

Chan
nelポ
ップア
ップ

Start/Stop 
ボタン

Time axis

Rate/
Time
ディス
プレイ

Time/Freqポ
ップアップ

サンプ
ルポッ
プアッ
プ

ページ送りコ
ントロール

Figure 2–3 
Scopeウインドウ
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ナビゲーティング

スコープは1スイープデータをペーパの1ページとして収録します。　

スコープ画面の下には番号が付いたベージボタンが出ます。データ表

示エリアの右下にベージコーナコントロールがあり、複数ページのス

コープファイルを管理します。強調表示したページボタンが現行の

データの表示ページであることを示します。ページの平均は左端に、

空きページは右端に出ます。従ってスコープファイルは常時２ページ

以上から成っています。 データはページとして記録されますので、

各ページには連続番号が付き、右端が未記録の空きページになりま

す。                                          

ページコーナコントロールの右をクリックするとページが先送りし、

左をクリックするとページを戻します。番号付けしたページボタンを

クリックすると、そのページに行きます。またディスプレイメニュー

から<Go To Page...>を使うか、<Command-G>で表示したダイア

ログボックスにページ番号を入力するとそのページが表示します。 

ページ数が多過ぎる場合は、左右の矢印ボタンで表示ページボタンを

スクロール表示します。                                                        

キーボードの矢印キーを使ってもページ送りができます。コマンド

キーを押しながら矢印キーを使えば、ファイルの開始ページや終了

ページに移動できます。

スコープの軸表示

水平軸は時間軸で、スコープウインドウの下でページボタンの上にあ

り、通常サンプリングの開始からの時間を示しますが、ディスプレイ

ポップアップメニュー（ウインドウ下のページボタンの左）からFFT

かX-Y表示を選択した場合は周波数、又はX値を示します。                                       

ウインドウの左の垂直軸は振幅軸で、記録した波形の振幅を示しま

す。何等かのデータが実際に記録されるまでは、軸エリアは空白のま

まです。      

各チャンネルの尺度は、最初にウインドウの右端にあるレンジコント

ロールを設定して決めますが、ポインターを使って軸を伸縮し変更で

きます。また、ディスプレイオプションがScaleポップアップメニ

ューから選択できます。単位はデフォルトでVまたは、mV表示です

が、単位変換機能を使えば変更できます。

平均頁 空白頁アクテ
ィブ頁

ページ送りコン
トロール

スクロー
ルボタン
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チャンネルコントロール

チャンネルコントロールはウインドウの右端、データディスプレイエ

リアの右にあります。<Input A>、<Input B>及び<Time Base>の3

種類のコントロールパネルがあります。

<Input A>と<Input B>のパネル機能は同じで、上下チャンネルの表

示をコントロールします。チャンネルポップアップメニューで入力チ

ャンネルの選択オン/オフ切り替えをします。Rangeポップアップメ

ニューで入力レンジを設定します。<Input Amplifier...>をクリック

してそのダイアログボックスを呼び出し、フィルターを設定します。

また、パネルをオフにすると、Rangeップアップメニューと

<Input Amplifier...>ボタンはダイム表示の無効となります。

タイムべースパネルでサンプリング速度とスコープの両チャンネルの

記録分解能を管理します。サンプルポップアツプメニューで1スイー

プ当たりのサンプル数を指定し、Time/Freq.ポップアップメニュー

で各スイープのおよその時間間隔を設定します。パネルのタイトル右

のSpeed/Timeディスプレイに現行のサンプリング速度が表示します

（Editメニューのプレファレンスからデフォルト設定からタイムベー

スを<Division>か<Frequency>に変更できます。Rate/Time をダブ

ルクリックすると変更用のダイアログボックスが出ます。

データディスプレイエリア

記録したデータはスコープウインドウのディスプレイエリアに表示し

ます。ディスプレイエリアは、チャンネルコントロールエリアと左側

のチャンネル振幅軸に囲まれた部分です。各チャンネルのデータは左

のチャンネルタイトルと水平軸とで上下が囲われています。このチャ

ンネルの分割部を上下にドラッグスルト、チャンネルディスプレイエ

リアの縦幅が変更できます。 

波形カーソルディスプレイ

カーソルパネルの波形カーソルディスプレイは、カーソルがデータデ

ィスプレイエリアに在る場合、そのポイントの時間と振幅値を両チャ

ンネル供表示します。<Error Display>ボタンがオンの時は（黒地で

白抜き表示）読み取り誤差も表示します。                                                        

チャンネルポップアッ
プメニュー

Rate/Time表示
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マーカ                                                                

マーカはスコープウインドウの左下にあり、そこからドラッグして

マーカをデータディスプレイエリアにセットすると、その点がゼロと

なりそこからの相対値が読み取れます。マーカをダブルクリックする

か、マーカボックスをクリックするマーカは元に戻ります。

ページコメントボタン

Page Commentボタンはスコープウインドウの左下、マーカの右に

出ます。クリックしてページコメントウインドウを呼び出し、ページ

を選んでそのページのデータに関するメモ書きができます。アクティ

ブページに書き留めたコメントが在ると、空白のコメントアイコンが

マーク表示に変わります。

スタートボタン

記録を開始するには、サンプルパネルの<Start>ボタンをクリックし

ます。ボタンはStop表示に換わります。<Stop>をクリックすれば記

録が停止します。PowerLabやマッキントッシュがビジーの場合は、

ダイム表示で<Wait...while starting & stopping>が出ます。

ポインター

ポインターはスコープウインドウ内を移動すると、エリアによってそ

の点で実行する機能を表わす表示フォームに変えます。例えばテキス

トエントリーエリアではIｰﾋﾞｰﾑになります。また、機能しない時はダ

イム表示となります。

記録

サンプルパネルの<Start>ボタンをクリックすると、記録を開始しま

す。ボタンは<Stop>表示に変わります。記録を停止する時は<Stop>

をクリックします。PowerLabやマッキントッシュがビジーの時は

<Wait...starting & stopping>のダイム表示が出る場合があります。

スコープはバックグランドでの記録はできません。常にアクティブア

プリケーションとして記録します。スコープは一般のオシロスコープ

の基本的な機能と、極めて特殊で専門的な機能を併せ持っています。

オシロスコープは電気的なシグナルを視覚的にイメージし、時間に対

して表示します。CRTの電子線が指定するタイムベースで一定の速さ
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Figure 2–4 
遅いサンプリング速度の
記録時のディスプレイ

Figure 2–5 
進行インディケータ

で画面をスイープし、その間の振幅値をトレースします。　　通常

データを反復してトレースし前のトレースに引き続きます。一般のス

トレッジオシロスコープでは、データを読み取った後に画面に収録し

ます。

スコープは沢山のスイープデータをページ毎に記録し、記録した波形

のパッドを作って番号付けします。記録モードは1又は2チャンネル

で、1ページ分のデータ、反復、重ね書き、平均スイープ、複数ペー

ジの記録モードの中から選択します：シングルは1ページ分のデータ

だけを記録します。反復記録はデータを繰り返しトレースして最後の

ページ分のデータを記録します。マメルチプルは複数ページにデータ

を記録します。重ね書きは同じページにデータを重ね合わせて記録し

ます。記録モードの選択はサンプリングダイアログボックスから行な

います。

記録中のディスプレイ

低速でのサンプリングの時は記録したデータは画面の左から右にディ

スプレイし、一般のオシロスコープのように表示します。短い水平の

線分がトレースインディケータとなり、データディスプレイエリアの

上を左から右に移動し、ディスプレイする波形に先行してトレースし

ます。 反復記録モードを選択した場合は、右端に達すると左のス

タートポイントに戻ります。

サンプリングが高速の時は、データの収録が速過ぎる為に画面には出

せません。その代わり処理した後、すぐにページ全体のデータが一度

に画面に表示します。この場合波形はスイープせず、トレースインデ

ィケータも出ません。PowerLabパネルの下にスコープのサンプリン

グステータスを示すインフォメーションが出ます。　　　　　　　　

シングルスイープでサンプリングする場合やスコープがトリガー待ち

の場合には、“Sampling...”のメッセージが出ます。スイープが反

復かスーパインポーズの場合は、メッセージの左の時計マークが進行

状態を示します。マルチプルかアベレージスイープの場合は、サンプ

リングを開始すると進行インディケータが出てスイープ番号を表示し

Trace Indicator
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ます（Sweep1などで）。ファイルをロードしたり、保存したりマク

ロを作成する時などには別のメッセージが出ます。

記録の中断

記録を停止しなくても、記録の速度やチャンネルのレンジセッティン

グなどは変更できます。スコープは現行のページで記録を停止し、再

度記録を開始すると新しいページから始まります。これは反復モード

やスーパインポーズで、データの変動を観察するのに便利です。                                  

セッティングを変更する際にはサンプリングをいったん停止すると都

合がよくなります。これにはサンプリングパネルのストップボタンを

クリックするか、 <Command-.>か<Command-ｽﾍﾟｰｽ>を入力しま

す。マルチスイープモードでは、新たなセッティングでサンプリング

ルーチン全部が再スタートします。例えば8ページ分のスイープデー

タを記録している場合には、その一部が記録し終わっていても、再度

8スイープ分を記録します。アベレージスイープで停止しても同様で

途中でページアベレージを停止すると、再度同じページ数だけ新たな

セティングでアベレージ処理します。                                  

同時に複数のアプリケーションソフトがマッキントッシュで実行し、

切り替えができます。但し、前に説明した様にスコープはバックグラ

ンドでは記録できません。常にアクティブアプリケーションで機能し

ます。別のアプリケーションに切り替えるとスコープの記録は停止し

ます（切り替えはファインダーを含めアプリケーションメニューから

選択するか、スコープウインドウの外をクリックしそのコントロール

パネルをクリックすることで切り替わります）。  

スコープをバックグランド表示にすると、前に説明した様に記録は中

断し、マルチプルやアベレージスイープは最初から始まります。 

記録する時間

どれ程長く記録できるかは、一次的にはスコープに配分されているメ

モリー容量に依ります。メモリー不足が判かった時は、スコープに配

分するメモリー容量を増やします。それには一旦スコープを停止して

からファインダーでそのアイコンを選択し、ファイルメニューから　

<Get Info>を選び（又は、Command-Iを入力）Preferred sizeボッ

クスに前より大きい数値を入力します。　　　　　　　　　　　　　

1つのファイルに最大512ページ分のデータが記録できます。                         
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記録に使用できるメモリー容量は、Apple ( )メニューで

<About Scope...>を選択しスコープダイアログボックスの下段から

知ることができます。 . 

記録はまた、1スイープ当たりのサンプル数（最大2560）や、サンプ

リングするチャンネル数、スコープで圧縮されているデータ量にも影

響されます。データは記録中に圧縮され、圧縮効率はシグナルの変動

に依り変わります：ゆっくり変化するシグナルは大幅に圧縮できます

が、複雑なシグナルや変化が激しいシグナルは差程圧縮できません。

圧縮の範囲は通常25～33％です。マルチプルスイープの場合は、全

ページが収録されてからデータを圧縮します。              

スコープはデータの表示をスピードアップする為、メモリー容量をオ

フスクリーンバッファーに使います。スコープウインドウが大きく、

ディスプレイがグレースケールかカラー表示なら、より多くのメモ

リーを使います。スコープウインドウを14"のカラーディスプレイで

多色カラー（24ﾋﾞｯﾄｶﾗｰ）で表示すると、これに費やすメモリーは約

1.25MBです。メモリー不足の場合はスコープウインドウのサイズを

縮め、カラー表示を白黒に変えたりカラー深度を減らしてメモリーを

節約します。スコープは8色カラーしか使用していませんので多色カ

ラーは意味ありません。                                            

1サンプル当たり最大2bitsを収録に使います。従って2チャンネルで

2560ｻﾝﾌﾟﾙ/ｽｲｰﾌﾟで記録し、－最悪のケースでは－圧縮せずに、

2 x 2 x 2560=10,240ﾊﾞｲﾄ（10K）を1ページに使います。スコープの

最大データファイルは、10K/ﾍﾟｰｼﾞの512ページ分で最大5.25MBま

で（しかし、たぶん3.5～4MB位）と、これにスコープのオフ・スク

リーンバッフアーを維持するのに使うメモリー容量を加えたもので

す。 

Figure 2–6 
Abou Scopeダイアログ
ボックスの下段部分
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C H A P T E R  T H R E E

3  スコープのセッティング

大抵の場合、スコープはデフォルトセッティングから変更してデータ

を記録します。

この章では、基本的なセッティングの管理について説明します。　　

サンプリング速度、チャンネル・レンジ、入力アンプに関する機能の

数々、単位の変換、スイープモード、トリガー及びスティムレーショ

ンなどを詳しく解説します。
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サンプリング速度の設定

一般のオシロスコープの様にスコープはシグナルを視覚的にイメージ

して時間に対して表示し、スコープウインドウのデータディスプレイ

エリアにサンプリングしたデータをスイープ表示します。一般のオシ

ロスコープのタイムベースは各スイープに要する速さですが、スコー

プではあるインターバルでサンプリングしますので、タイムベースは

サンプリングする速度として扱います。タイムベースパネルでこのサ

ンプリング速度を2つの方法で設定します。 　　　　　　　　　　　

デフォルトセッティングで1スイープ当たりの時間、及びその間のサ

ンプリング数の設定になっています。1スイープ当たりのサンプル数

は両チャンネルとも同じで、2チャンネル使用する場合はパネルの右

上にSpeed/Timeディスプレイが出ます。 

1ディビジョン当たりのサンプル数は、1スイープ当たりのサンプル数

で決定されます（例えば、256ｻﾝﾌﾟﾙ/ｽｲｰﾌﾟ＝

20ｻﾝﾌﾟﾙ x 12.8 ﾃﾞｨﾋﾞ ｼﾞｮﾝです）。タイムベースパラメータは変更が

でき、サンプリングは1ディビジョン当たりの時間か、サンプリング

周波数で設定でき大変便利です。サンプリング周波数によるサンプリ

ングの設定は任意に選択でき、表3-2で示す様に幅広く1スイープ当

たりの時間が選べます。

 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度：1秒間当たりの記録する　
　　　　　　サンプル数

1ｽｲｰﾌﾟ当たりに記録するサンプル数を設定 

1ｽｲｰﾌﾟのおよその時間間隔（1ﾍﾟｰｼﾞにデータ
を記録する時間）を指定

Figure 3–1 
タイムベースパネル
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Samples 256 512 640 1024 1280 2560

Time Division 20 40 50 80 100 200

100 s 10 s 2 4 – – 10 20

50 s 5 s 4 – 10 – 20 40

20 s 2 s 10 20 – 40 – 100

10 s 1 s 20 40 – – 100 200

5 s 500 ms 40 – 100 – 200 400

2 s 200 ms 100 200 – 400 – 1000

1 s 100 ms 200 400 – – 1000 2000

500 ms 50 ms 400 – 1000 – 2000 4000

200 ms 20 ms 1000 2000 – 4000 – 10,000

100 ms 10 ms 2000 4000 – – 10,000 20,000

50 ms 5 ms 4000 – 10,000 – 20,000 40,000

20 ms 2 ms 10,000 20,000 – 40,000 – 100,000

10 ms 1 ms 20,000 40,000 – – 100,000 –

5 ms 500 µs 40,000 – 100,000 – – –

2 ms 200 µs 100,000 – – – – –

Frequency
 (Hz)

Time per 
Sample

Number of Samples

256 512 640 1024 1280 2560

2 500 ms 128 s 256 s 320 s 512 s 640 s 1280 s

4 250 ms 64 s 128 s 160 s 256 s 320 s 640 s

10 100 ms 25.6 s 51.2 s 64 s 102.4 s 128 s 256 s

20 50 ms 12.8 s 25.6 s 32 s 51.2 s 64 s 128 s

40 25 ms 6.4 s 12.8 s 16 s 25.6 s 32 s 64 s

100 10 ms 2.56 s 5.12 s 6.4 s 10.24 s 12.8 s 25.6 s

200 5 ms 1.28 s 2.56 s 3.2 s 5.12 s 6.4 s 12.8 s

400 2.5 ms 640 ms 1.28 s 1.6 s 2.56 s 3.2 s 6.4 s

1000 1 ms 256 ms 512 ms 640 ms 1.024 s 1.28 s 2.56 s

2000 500 µs 128 ms 256 ms 320 ms 512 ms 640 ms 1.28 s

4000 250 µs 64 ms 128 ms 160 ms 256 ms 320 ms 640 ms

10,000 100 µs 25.6 ms 51.2 ms 64 ms 102.4 ms 128 ms 256 ms

20,000 50 µs 12.8 ms 25.6 ms 32 ms 51.2 ms 64 ms 128 ms

40,000 25 µs 6.4 ms 12.8 ms 16 ms 25.6 ms 32 ms 64 ms

100,000 10 µs 2.56 ms 5.12 ms 6.4 ms 10.24 ms 12.8 ms 25.6 ms

Table 3–1 
1秒当たりのｻﾝﾌﾟﾙ数を
示すｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度は、
ﾀｲﾑﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰ（左）
とｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰ  
（上）でｾｯﾄします： 灰
色の部分は単位ｽｲｰﾌﾟで
はなく単位div.当たりの
値です。

Table 3–2 
1ｽｲｰﾌﾟ当たりのﾄｰﾀﾙ時
間は、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周波数に
相当します。

注：
表3-2の256-ｻﾝﾌﾟﾙ欄に
示す時間は、タイムポッ
プアツプメニュー（表
3-1）に示す概算の数値
に対応する真のスイープ
時間です。
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サンプリング速度の制限

100,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒（10us毎に1ｻﾝﾌﾟﾙ、又は200us/div.）の最高速サ

ンプリング速度は、1チャンネルに限られます。最高速でサンプリン

グする場合には、他の1チャンネルはオフにするか両入力とも同じチ

ャンネルにします。2チャンネルでの最高速度は、40,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で

す。                                

スコープを最高速で記録すると、データはPowerLabの内部メモリー

に収録されてから、サンプリングが完了した後にマッキントッシュに

転送されます。従って使用するマッキントッシュの機種には1スイー

プ当たりのサンプリング速度は制限されません。

スイープの間隔

しかし使用するマッキントッシュの機種により連続するスイープ間の

間隔は影響を受けます。画面にデータ表示する速さも直接マッキント

ッシュの速度に関連します（データの演算処理する速度に依り）。遅

い機種ではスイープ間隔が長くなります。また、この間隔を縮めるに

はスコープウインドウのサイズを小さく縮小し、カラー表示やグレー

スケールを白黒表示に変更します（データを複雑に変換をする場合に

は、サンプリング後にします）。                

また、データの転送に関してはシリアルコネクションに比べ、SCSI

コネクションは約200倍高速ですので、シリアルコネクションを使っ

たマッキントッシュではスイープ間の間隔はより長くなります。
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チャンネルコントロール

スコープには独立した2種類のInputパネル、<Input A>と<Input B>

とがあり、コントロールの構成は両方同じです。PowerLabの入力チ

ャンネルに合わせて、記録するAとBの表示入力に対応するパネルを

使って、シグナルレンジやフィルター処理設定を変更します。

スコープには独立した2種類のInputパネル、<Input A>と<Input B>

とがあり、コントロールの構成は両方とも同じです。PowerLabの入

力チャンネルに合わせて、記録するAとBの表示入力に対応するパネ

ルを使い、シグナルレンジやフィルター処理の設定を変更します。                                      

各Inputパネルには二つのポップアップメニュー<Channel>と

<Range>があります。ChannelポップアップメニューでPowerLabで

記録する入力チャンネルを設定します。　　　　　　　　　　　　入

力チャンネル数はPowerLabの機種に依り異なります。 表示チャンネ

ルをオフにすると、Channelポップアップメニュー以外のパネルコン

トロールはダイム表示の無効となります。記録中はデータディスプレ

イの変更はできません。記録終了後でも、記録しないディスプレイ

チャンネルの垂直振幅軸エリアはブランクのままで、そのチャンネル

のデータディスプレイエリアにはデータは表示しません。                                        

Rangeポップアップメニューで、PowerLabの入力チャンネルの入力

レンジを設定します。デフォルト設定は10Vです（ここでは、-10V

～+10Vを意味します）。シグナルがそのレンジに比べ小さ過ぎれ

ば、適したレンジに変更します。分解能を最大限良くするは、必要と

するシグナルの振幅を越えない程度のできるだけ近いレンジを選びま

す。                                                    

入力チャンネ
ルのレンジを
設定

記録するチャンネ
ルを指定

Input Amplifier 
ダイアログボッ
クスを呼び出す

Figure 3–2 
Inputパネルとポップア
ップメニュー



36 Scope User’s Guide

<Input Amplifier...>ボタンをクリックしてInput Amplifierダイアロ

グボックスを呼び出し、入力セッティングを変更してChannelポップ

アップメニューで選択したPowerLabチャンネルにフィルター処理を

導入し、記録する前にその効果を確かめます。

入力アンプ

入力アンプ・ダイアログボックスで各チャンネルの入力アンプの調整

と、PowerLabに導入するフィルター処理などをソフトウェア上で行

ないます。そのチャンネルの入力に入るシグナルが表示されますの

で、変更の効果が瞬時に読み取れます。そのダイアログボックスでセ

ッティングを変更し、<OK>ボタンを押すとその効果がスコープウイ

ンドウに表示します。                              

Input AかInput Bパネルの<Input Amplifier...>ボタンをクリックす

ると、Input Amplifierダイアログボックスが出ます。導入したチャ

ンネルがダイアログボックスの上に出て、垂直振幅軸に沿って縦軸の

単位（指定すれば）が表示します。

Rangeポ
ップアッ
プメニュー

シグナルの振
幅値

Pause/Scrollボタン

フィル
ター処
理オプ
ション

入力シグ
ナルコン
トロール

振幅軸

Figure 3–3 
Input Amplifierダイア
ログボックス
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シグナルの表示

入力シグナルは表示しますので、セッティングの変更が確認できま

す－入力アンプを設定する間は、データは記録されません。シグナル

の平均値が表示エリアの左上に表示します。ゆっくりとした変動の波

形は正確に再現されます。変化の激しい波形は、最大最小値を示すシ

グナルの形状しか表示されず、黒塗り表示になります。                                                          

データのディスプレイエリア右上の<Pause>ボタンをクリックする

と、シグナルのスクロールが停止できます（テープレコーダのポーズ

ボタンと同様に）。<Scroll>ボタンをクリックすると再度スクロール

を開始します（テープレコーダのプレーボタンと同様に）。                                                            

垂直振幅軸はシフトしたり伸縮したりして、適したディスプレイに修

正できます。方法はメインウインドウの振幅軸と同じですが右側から

行ないます。軸の右にあるポップアップメニューも同様です。ここの

振幅軸での変更はメインのスコープウインドウにも反映します。

レンジの設定

Rangeポップアップメニューから、そのチャンネルの入力レンジや感

度の設定ができます。Input Amplifierダイアログボックスのレンジ

の変更は、スコープウインドウのレンジの変更と全く同じです：　　

実際、全てのダイアログボックスの変更はスコープウインドウで

 <OK> ボタンをクリックして行います。 

フィルター処理

ACチェックボックスとフィルターポップアップメニューで各チャン

ネルのフィルター処理のオプションを選択します（詳細はPowerLab

のオーナーズガイドを参照）。

AC Coupling：ACのチェックボックスを選択しても、入力アンプが

DCカップルの時はDCとAC シグナルとも入力します。ACカップル

を使う場合には、1Hzのハイパス・フィルターを最初の増幅段階で導

入し、入力からDC成分と1Hz以下の周波数成分を除去します。ACカ

ップリングのオプションは、遅いシグナルの変動成分を除去する場合

に有効です（例えば、速いシグナルをスーパインポーズで記録してい

る時に、ベースラインの変動を取る場合）。
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標準EシリーズのLow-Pass Filtering:50Hz LPのチェックボックスを

選択すると、50Hz LP（Low-Filter）と接続しサンプリングが遅い

場合には、入力シグナルから高周波数成分を除去できます。

高速SシリーズのLow Pass Filtering:フィルターポップアップメニ

ューからLow Passフィルターの選択ができ、入力シグナルからノイ

ズや高周波成分を取り除きます。フィルターには1、2、5、10、

20KHzがあり、ポップアップメニューで<Off>を選べばフィルター処

理はしません（デフォルトで）。200Hzから1Hzまではデジタルフィ

ルター（ハードウェアのフィルターと同等）で強化されています。こ

のフィルターの演算はPowerLab/s内部のプロセッサーで処理されま

すので、演算機能を導入しているチャンネルはこのデジタルフィル

ター処理が使われている事になります。従って、高速サンプリングに

は使えない場合もあり、使用できるチャンネル数も限られます。

シグナルの入力コントロール 

<Positive>、<Negative>チェックボックスで、PowerLabの＋－入

力（即ち、差動入力）端子の入力シグナルの極性が選択できます。8

チャンネルでは入力端子は差動では無いので、このチェックボックス

は表示しません－常時<Positive>ボックスを選択した時のように機能

します。この二つのチェックボックスから三種類の入力モードが設定

できます。                                                  

＜Positive＞：Positiveチェックボックスだけ選ぶと、パワーラブ本

体前面部の＋入力端子だけを使い、入力する＋シグナルは＋シグナル

としてディスプレイします（極性は同じ）。                                            

＜Negative＞：Negativeチェックボックスだけを指定する時は、パ

ワーラブ本体前面部の－入力端子だけを使い、入力する＋シグナル

は－シグナルとして（極性逆転）ディスプレイします。                                              

注：差動と微分処理と混同しないように。                                

＜Differential＞：<Positive>、<Negative>両方供にチェックする

と、そのチャンネルの＋－入力端子とも使って、＋－入力の差をディ

スプレイします。両入力がまったく同じなら、両方で打ち消し合いゼ

ロになります。

注：差動と微分処理とを混同しないように。
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シグナルの極性を逆にする 

<Invert>チェックボックスで、シグナルの極性を画面上で逆にでき

ます。これは記録したシグナルの極性を変える簡単な方法で、シグナ

ルの接続を変えたりする操作が省けます。                                                    

例えばフォーストランスジューサを使って、下方への力の増加を－シ

グナルで記録している場合、画面に下方の力を＋シグナルとして表示

したい時です。<Invert>チェックボックスをクリックすれば、簡単

に変更できます。 

オフセット表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　<Display Offset...>ボタンをクリックすると、

<Input Voltage>ダイアログボックスが出ます。微調整ができるよう

に、垂直矢印でゼロ点を示します。このダイアログボックスはコント

ロール用では無く、ボルトメータとしての機能だけの働きです。AC

チェックボックスを指定している場合には、ACカップリングで全て

のDCカレントは取り除かれますので、この機能は利用できずオフ

セット測定はできません。

単位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　<Units...>ボタンをクリックして、<Unit Conversion>ダイアロ

グボックスを呼び出し、チャンネルの単位を指定して、波形計測機能

を使いそのチャンネルをキャリブレーションします。データ表示エリ

ア内の現行の波形は<Unit Conversion>ダイアログボックスのデー

タ表示エリアへ転送されます（ポーズボタンを使って、必要とする特

定のシグナルを捕らえます）。この単位変換機能は、連続してシグナ

ルを記録する場合だけ導入できます。従って、直接単位を選ぶ場合よ

り制限は受けますし、個々のブロックデータの変換ができます。

Figure 3–4 
Input Voltageダイアロ
グボックス
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単位変換

単位変換機能を使って、チャンネルの電圧表示を任意の単位や尺度に

変換できます。また波形読み取り機能を使って、そのチャンネルがキ

ャリブレーションできます。記録を始める前に単位変換を導入すれ

ば、一連の記録が任意の単位で読み取れます。叉、演算機能は記録し

た後にも導入でき、チャンネル全体（連続して記録した全てを）か、

特定のブロックデータを指定して変換します。単位変換は各チャンネ

ル毎に別個に実行します。                                

Unit Conversionダイアログボックス（図3-5）を呼び出すには、二

つの方法があります。チャンネルのChannel Functionポップアップ

メニューから<Unit Conversion...>コマンドメニューを指定するか、

Input Ampliferダイアログボックスの<Units...>ボタンをクリックし

ます。 

Figure 3–5 
Units Conversion ダイ
アログボックス

Value
ボタン 

控除ボ
タン

単位ポップ
アップ

電圧の
読み

少数点以下
の表示桁数

換算する
単位の値

振幅軸 選択範囲の平均、最大、最小

変換す
る対象

軸表示

導入
した
単位

Data Useポ
ップアップ
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ページにデータが無ければ、振幅軸にあるScaleポップアップメニ

ューの<Units Conversion...>コマンドメニューはダイム表示となり

選択できません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アクティブページにデータが有れば、<Unit Conversion>が直接選

択できダイアログボックスのディスプレイエリアにはそのデータが表

示します。　 

Input Amplifierダイアログボックスから変換すると、データディス

プレイエリアの入力シグナルは、Unit Conversionダイアログボック

スのデータ表示エリアに転送されます。単位変換は連続的に記録する

シグナルにのみ導入されます：ブロック一つ分のデータや全チンネル

に導入するオプションはありませんし、ダイアログボックスにはそれ

為のラジオボタンは出ません。

単位を変換する

このダイアログボックスにはタイトルの真下に四つの空欄がありま

す。左の空欄には実際の電圧を、右の空欄にはその値に相当する数値

を入力します。全ての空欄に数値を入れます。従って電圧とそれに対

応する新たな単位との相関する二組の値を入力することになります。

直接値を空欄に入力できますし、左の空欄には入力シグナルディスプ

レイエリアから読み取った値を、右の欄には既知の変換値も入力でき

ます。 

数値を入力する 

読み取った値と電圧表示との実際の関係を知っておれば、直接四つの

空欄に数値が入力できます（Tabキーを使って空欄間を上下左右に移

動します）。例えば温度センサーを使って、キャリブレーションテス

トから10℃で1V、30℃で3Vであると判っていれば、その数値をキー

入力し（左から右に、上から下にそれぞれ、1V、10；3V、30とし）

<Unit>ポップアップメニューから℃を選択し、<Apply>をクリック

するとデータは電圧から温度表示（℃）に換わります。 サンプル

データを使って単位を決める サンプルデータからの値を引用しても

単位変換の設定ができます。データディスプレイエリア内の特定の

データポイントや平均値や変数も利用できます。

また、垂直振幅軸をシフトしたり引き伸ばして、最適なディスプレイ

エリアにして使う事も可能です。メインウインドウの振幅軸と同じで

コントロール機能も同じです。データディスプレイエリア内をクリッ

クすると、垂直線でそのアクティブポイントを示し、データ表示右の

指示矢印が波形との交点（図3-6の❶）を示します。データディスプ

Difference 
ボタン

Value ボタン
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レイ内のエリアを選択すると、データ表示の右に指示矢印が出て波形

の平均振幅を示し、矢印の上下に各々マーカが出て指定したエリア内

の最大・最小ポイントを示します（図3-6の❹）。       

データディスプレイ内にアクティブポイントや選択範囲がある時に、

<Value>ボ タンをクリックすると、右の欄に電圧数値（指定したポ

イントかエリア内の平均）が入力されます。<Difference>ボタンを

クリックすると、選択範囲の最大最小値の差が左の欄に入力します。

 差は△で表わされます。各々の場合、右の欄には既知の値に単位を

付けて入力できます。また、データディスプレイエリア内をダブルク

リッすることで、ワンステップでデータは転送できます。                                  

例えば、フォーストランスジューサをキャリブレーションする場合、

記録を開始しトランスジューサからの二点の値と、それに相当する振

幅電圧を求めます。記録を止め、該当する範囲を指定して

Channel Functionポップアップメニューから<Unit Conversion...>

を選択します。波形上で上記二点の振幅のポイント、または範囲を選

択して（図3-6の❷と❸）、<Value>ボタンを使って左の欄に入力し

右の欄には既知のフォース値を入力します。                    

読取り値と表示電圧との関係が判っていても、値が判からない場合が

あります。例えば、温度センサーが温度変化に対応して電圧が変化す

る（△20mV＝△4℃）とします。既知の値が1点（少なくともベース

ラインは既知の値の一つとなります）あれば、それをキャリブレーシ

ョン用に空欄の一ヶ所に使います。記録した温度変化のデータディス

プレイ（図3-6の❹）の該当するエリアを指定し、<Difference>ボタ

ンを使って左の欄にそのエリア内の差異を入力し、右の欄に既知の変

化値を入力します。

単位を選ぶ

Unitsポップアップメニューから単位名（標準的な単位名はポップア

ップメニューに含まれています）を選択したり、新しい単位名の設定

や不必要な単位の削除ができます。単位名はシステムフォルダー（

PowrLab Setting）のプレファレンスファイルに収録されます。　こ

のアプリケーションで創った単位は共通で、全てのチャートやスコー

プで使用できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　新たに単位を設定するには、<Unit Name>

ポップアップメニューの<Define Unit...>を選択します。

Define Unitダイアログボックスが出ますので、そこに9文字以内で

単位名を入力しprefixに加えます（一般的な単位名がプレフィツクス

Difference
ボタン」

Value 
ボタン

Figure 3–6 
単位変換ディスプレイエ
リアでのノ選択

❸

❹

➊

➋



Chapter 3 — ÉXÉRÅ[ÉvÇÃÉZÉbÉeÉBÉìÉO 43

（prefix）として一覧になっています。不履行でno prifixです。） 

チャンネルタイトルには上付き、下付き記号の表示も可能です。

単位の削除には、<Unit Name>ポップアップメニューから

<Delete Unit...>を選択します。削除する単位を指定し（Shift-click

で複数項目が指定できます）、<OK>ボタンをクリックしてこのダイ

アログボックスを閉じます。この単位は以後使用できません。故意に

単位を削除した時は、再度設定し直します。ダブルクリックのワンス

テップでもユニットは削除でき、ダイアログボックスも閉じます。

新規の単位に小数点以下の表示桁数（0～6桁）が指定できます。これ

にはダイアログボックスの右上の矢印をクリックします。導入した単

位変換を確認したい時は、<Apply>ボタンを（単位変換機能を使うと

出ます）クリックします。チャンネルに単位を導入するには、スコー

プウインドウに戻して<OK>をクリックします。入力した値を消去せ

ずに、単位変換をON/Offする場合は、ダイアログボックスのタイト

ルにある<Off>か<On>ボタンをクリックします。 

スイープとトリガーコントロール

セットアップメニューで<Sampling...>を選ぶと、Samplingダイア

ログボックスが出ます。上はスイープコントロール欄で、下はトリ

ガーコントロール用です。

1スイープには1画面又は、1ページ分の記録量（収録や表示する）が

収録されます。スコープで使用するスイープモードを設定します：ス

イープモードには、シングル、反復、マルチプル、アベレージ、スー

パインポーズがあります。マルチプルやアベレージスイープを選ぶ

単位名を入力する接頭記号を設
定する

Figure 3–7 
単位の設定、削除はダイ
アログボックスで行います
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と、その数と間隔を設定します。トリガーはスコープが記録の開始、

停止の方法を定める機能です。トリガーは、スタートボタンをクリッ

クするようなイベントや、予め設定した以上の入力電圧で作動させる

機能です。サンプリングダイアログボックスのアクティブトリガーの

コントロールは、スイープコントロールセッティングに関係します。

このコントロールを使って、使用するトリガーイベントのタイプや記

録までの間隔などを設定します。

スイープを開始
するアクション
を選択

トリガー状態の変化を指定：
positive (上向き)、nagative(下向き)

設定値がスライダーバー
の下に出ます

スイープ間間隔を設定

スイープのモー
ドを選択

開始する条件を
指定

設定値を定める

記録するスイープ数を設定

Figure 3–8 
Sampling ダイアログボ
ックス; Sweep Trigger
コントロール
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スイープ

モード<Mode>

モード・ポップアップメニューでスコープのサンプリングとデータデ

ィスプレイの方法を選択します：スイープには、シングル、反復、マ

ルチプル、アベレージ、スーパインポーズがあります。指定した方法

でスコープはサンプリングします。デフォルト設定で、原稿ファイル

の次の空白ページにサンプリングします。マルチプルではサンプリン

グや記録前に収録する空白ページ数を指定する必要があります。それ

以外では自動的に空白ページにサンプリングが続きます。 

<Single>:このモードではデフォルトで、1回に1スープ分を記録して

記録は停止します。別のイベントソースを入力するか、スタートボタ

ンを再度クリックする迄サンプリングはしません 。 

<Repetitive>:このモードでは一般のオシロスコープと同じで、スイー

プは同じページに連続してディスプレイして前のスイープデータを書

き換えます。<stop>プボタンをクリックすると記録は停止し、最後

のスイープだけが記録します。

<Multiple>:このモードでは指定するスイープ回数だけ連続ページに記

録して停止します。 

<Average>:このモードでは指定する回数スイープして、そのスイー

プの平均値をそのページに記録して停止します。＜Average＞を選択

すると、SampleコントロールはAverageコントロールに変わり、ス

イープ回数を設定します。 

<Superimpose>:このモードでは、同一ページにスイープデータを連

続してディスプレイしますが、前のスイープは書き換えません。新し

いスイープが出ると、前のスイープの上にダイム表示か別のカラーで

重ね書きします。ストップボタンをクリックするまで記録します。 

Averageモードはシグナルのノイズを減らし、変動を平均化するのに

使います；反復とスーパインポーズは連続スイープの変化の比較に便

利で、マルチプルでその変動の記録ができます。 

注：シングルスイープ以外のサンプリングでは、大抵同じ波形ポジシ

ョンで各スイープを開始する必要があります。その為にStimulatorや

Triggerを使用します。
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サンプル<Sample>

サンプルコントロールでマルチプルモードでスイープ回数を2～999

の範囲で指定します。数値は上下矢印を使うか、直接数を入力します

（既に記録したページ数に、これから記録するベージ数を足したトー

タルページ数は999以上にはできません）。

<Average>を選択するとサンプルコントロールがアベレージコント

ロールに換わり、2～2048までのスイープ回数が設定できます。回数

以外は両コントロールはまったく同じです。　　　　 

ディレー<Delay>

ディレーコントロールで、反復、マルチプル、アベレージ、スーパイ

ンポーズでの各スイープ間の時間間隔を設定します。テキスト入力ボ

ックスに0～9999秒まで、0.1秒刻みで入力します。連続スイープ間

の最小ディレイは、使用するマッキントッシュの機種にも依ります。

特に遅いマッシントッシュで高速サンプリングする場合には注意して

下さい。ハードウェアによる制限やスイープ時間以下にセットする

と、マッキントッシュの可能な範囲の間隔で実行します。

ソース<Source>

ソースポップアップメニューでサンプリングをトリガーするイベント

を選択します。トリガーイベントとして<User>、

<ScopeChannel> <External>、< Line>から選定します。                                              

<User>を選択すると、スタートボタンをクリックした時にスコープ

はサンプリングを開始します：このオプションではトリガーは無効

で、ダイアログボックスのトリガーコントロールはダイム表示の無効

となります。 <User>以外のトリガーオプションを選択するとトリ

ガーがアクティブとなります：<Start>ボタンをクリックするとス

コープは記録待機となり、設定したトリガーイベントを入力すると記

録が始まります。<Input A>か<Input B>を選択すると、そのチャン

ネルの入力シグナルがスレッシュホールド電圧を超えるとスコープは

記録を開始します。            

<External>を選択すると、PowerLabのトリガー端子に接続した外

部ソースからイベントが入力できます。外部電圧パルスは5usより長

く2.9V以上のイベントでないとイベントと認知せず記録は開始しま

せん。                                              
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<Line>を選択すると、PowerLabで電源サイクルやACライン周波数

を自動的にモニターしイベントとします。これは電源変換器からの出

力として、AC電流から誘導されるシグナルを記録する場合に便利で

す。 

トリガー

トリガーはスコープの開始と停止方法を決定するものです。トリガー

とは<Start>ボタンをクリックしたり、入力する波形に予め設定した

値以上の電圧を入力する時などのイベントの事です。 　　　　　　

デフォルトで、ダイアログボックスのソースコントロールは<User>

になり、トリガーは無効となりダイアログボックスのトリガー部分は

ダイム表示となります。サンプリング・ダイアログボックスのトリ

ガーコントロールがアクティブになるのは、スイープセクションで指

定したスイープモードとスイープソースに依ります。トリガーコント

ロールで指定したモードに対応しない場合は、無効表示となります。

トリガーモードはModeポップアップメニューから選択します。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー

マルトリガーでは、トリガーレベルに達するとサンプリングを開始し

ます。ポストトリガーでは、トリガーレベルに達した後の設定した時

間にサンプリングを開始します。プレトリガーでは、トリガーレベル

に達する前のセット時間からサンプリングを開始します。どの記録

モードでもトリガーイベントはスイープ毎に必要で、スイープと同期

します。トリガーコントロールでトリガータイプ、記録迄の間隔、入

力波形のトリガー電圧のレベルやスロープを設定します。

トリガーコントロールを設定する

トリガーレベルは、各トリガーパラメータのスライダーバーを使い通

常の方法で設定します：スライダーハンドルをドラックするか、矢印

をクリックするか、スライダーバー自身をクリックします。スライ

ダーバーの下に設定した値が表示します。　　　　　 　　　　　　 

もう一つの設定方法は、右端のスライダーバーの上の<Text>ボタン

をクリックして直接数値を入力します。小さいテキスト入力欄が出ま

す。必要な数値を入力して左の<Close>ボックスをクリックするか、

<Return>キーか、<Enter>キーを押せば入力します。 
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スタートとディレー

スタートポップアップメニューから<At Event>、<Post-Trig>、

<Pre-Trig>の中から選択します。トリガーイベントと記録開始との

間に、時間間隔を設けるかどうかも選択できます。                                            

<At Event>を選択すると、トリガーイベントが生じた時点でサンプ

リングを開始します。この場合はディレイコントロールは無効表示と

なります。    

<Post-Trig>を選ぶと、トリガーイベントが起こった後、Delayコン

トロールで設定する時間にサンプリングを開始します。トリガーイベ

ントを入力した後のある時間に記録したいシグナルが出る場合に有効

です。                              

<Pre-Trig>を選ぶと、トリガーイベントが起こる前にサンプリング

が始まります。トリガーレベルに達する前のイベントの発生を記録す

るのに使います。通常、予備的に秒単位でメモリー内のデータバッフ

ァーを使ってサンプリングしますが、サンプリングが遅いと長くなり

ます。この設定は結果としてトリガーイベント発生時をゼロとして、

時間軸上ではその前に設定した時間に記録を開始します。　　　　　

＜Delay＞コントロールは記録を開始するトリガーイベント前後の時

間を設定するのに使います。<Post-Trig>か<Pre-Trig>をスタート

ポップアップメニューで選択した場合だけ設定可能となります。利用

できる範囲はサンプリング速度に依ります。

スロープとレベル

トリガーレベルは電圧の絶対値で、トリガーレベル電圧が上昇　

<positive>か、下降<negative>かどちらのスロープでトリガーする

かを指定します。<Slope>ボタンがアクティブの時は強調表示し、

<inactive>ボタンをクリックするとスロープが変わります。

レベルコントロールはトリガーレベル電圧の設定に使います。チャン

ネルトリガーがアクティブの時だけ機能し、Eventポップアップメニ

ューでチャンネルを指定します。使用可能な電圧範囲はトリガーチャ

ンネルで設定したレンジに依ります。
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スコープウインドウを変更する

トリガーイベントとしてソースポップアップメニューで<Input A>

か<InputB>を選ぶと、トリガーレベルの電圧とスロープがスコープ

ウインドウで変更できます。チャンネルトリガーがアクティブなら、

トリガーマーカが出てイベントチャンネルの振幅軸のトリガーレベル

電圧を表します。トリガースロープは矢印で表わされ、上向きが右上

がり、下向きが右下がりです。トリガーマーカをダブルクリックする

と、スロープが変わります。トリガーマーカを上下にドラッグすると

セッティングが変更します－水平な破線が出てその設定値を示しま

す。設定したい電圧になったら、マウスボタンを放しトリガーの設定

電圧を更新します（ドラッグではイベントチャンネルの変更はできま

せん）。 

Figure 3–9 

トリガーマーカ
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スティムレータ

スティムレータ機能を使って、PowerLabのアナログ出力から刺激波

形が発生できます。スティムレータの設定は、Setupメニューで

 <Stimulator>を指定し、Stimulatorウインドウ（図3-10）を呼び出

します。ここで刺激タイプ：<Pulse>、<Multiple>、<Double>、

<Ramp>、<Free>を選びその仕様を設定します。刺激（出力波形）

はPowerLab本体のOutputと印した出力端子から発生します。　　

注：サンプリングダイアログボックスのトリガーコントロールは、

　　Stimulatorの使用中は使えません：両方同時には使えません。 

デフォルトでStimulatorはオフで、刺激波形のディスプレイエリアは

グレーとなり、コントロール部分はダイム表示となります。ダイアロ

グボックスのアクティブコントロールで刺激モードを指定します。ダ

イアログボックスでセッティングを変更し、<OK>ボタンをクリック

すると更新されスコープに導入されます。刺激コントロールはサンプ

リング速度に影響され、刺激はサンプリング中だけ導入できます。

刺激波形の形状がここに表示
します

刺激のタイプを選
択します

設定し
た時間
はスラ
イダー
バーの
上に表
示します

ファイ
ル内で
は複数
の刺激
パルス
が作成
でき、
矢印で
どの
ページ
にも使
えます

このコ
ント
ロール
をドラ
ッグす
れば波
形の形
状が変
更でき
ます

このポ
ップア
ップメ
ニュー
で刺激
電圧レ
ンジが
変更で
きます

スライダーバーかテキスト入力ボタンで数値を入力

Figure 3–10 

Stimulatorダイアログボ

ックス　　　　　　　　　　
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モードMode

モードポップアップメニューで刺激のタイプ：Pulse、Multiple、

Double、Ramp、Up and down、Triangle、Free formを選択しま

す。この一つを選択して、刺激波形をこのダイアログボックスのディ

スプレイエリアで再現します。

<Pulse>: 最も簡単な刺激波形は、シングル矩形波です。

<Multiple>: このセッティングで、1スイープに最大50の同一矩形パル

スが発生します。 

<Double>: 1スイープに二つの矩形パルスを設定します。

<Ramp>:スロープを持つ刺激波形（ランプ）が設定できます。 

<Up & Down>: スロープを上から下に（同じ角度で）、下から上への

刺激波形が作成できます。

<Triangle>: 三角波を最大50まで作成できます。 

<Free Form>: 直接任意の刺激波形を作成したり、記録した波形をコ

ピーしたりそれを修正した波形を作成します。

ディスプレイエリアの時間軸のセッティングは、Time Baseパネルで

設定したスイープ間隔に依ります。これはどの刺激も1スイープ内で

実行する為です。刺激波形の分解能は常にサンプリング分解能と同じ

になります。EシリーズのScopeでは40,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒まで刺激が使え

ます。sバージョンのScopeではサンプリング速度とは無関係にステ

ィムレータが利用できます。 

Pulse Multiple Double

Triangle

Up & Down

Free Form

Ramp

Figure 3–11 　　　　刺
激波形のタイプ 
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縦軸の電圧の設定はダイアログボックスのRangeポップアップメニ

ューで行いますが、スコープチャンネルのセッティングには関係しま

せん。刺激波形のディスプレイエリアの縦軸は通常通り、ドラッグし

たり引き伸ばして最適なサイズに合わせます。Modeポップアップメ

ニューの<External Trigger...>を選べば、外部のスティムレータなど

の装置にアクセスできます。 

コントロールを設定する

単純な刺激波形（Free Formは別）の設定には2つの方法があり、併

用して使用します。

サンプリングダイアログボックスのトリガーコントロールと全く同じ

で、各刺激パラメータのスライダーバーにあるスライディングハンド

ルをドラッグするか、矢印やスライディングバー自体をクリックして

数値を決定します。数値はスライダーバーの下に表示します。あるい

は右端のスライダーバー上の<Text>ボタンをクリックすると直接数

値が入力できます。小さい入力テキスト欄が出ますので、そこに必要

な数値を入れ左のクローズボックスをクリックするか、<Return>

キーか<Enter>キーを押します。

Duration, Delay, Interval

Dutrationコントロールはパルスが続く時間を設定します。最大・最

小の間隔は<Time Base>で設定する<sweep duration>（スイープ間

隔）に依ります。その範囲は5msスイープでは25us(0.025ms)～

6.4ms、100秒スイープでは0.5s～128sです。　　　　　　　　　　

刺激波形の分解能はサンプリングの分解能と同じになる点に注意して

下さい。最小durationは1ｻﾝﾌﾟﾙ当たりのその時間になります。

Time Baseパネルで、その<sweep duration>を変更すると、

<duration>はゼロ近くになります。 ダブルパルスでは、1番目と2番

目のパルス<duration>は、<Duration A>と<Duration B>で、それ

ぞれ別個に設定します。                          

Delayコントロールは、スイープの開始から刺激パルス（マルチプル

パルスでは最初の）が発生するディレイ時間を設定します。最小のデ

ィレイ時間はゼロで、最大時間はTime Baseパネルで設定するスイー

プ間隔<sweep duration>に依ります。その範囲は5msスイープの

6.4msから、100秒スイープの128s迄です。   

<Multiple>か<Double>を選択するとIntervalコントロールが出てま

す。そこでパルス間の時間を設定します（インターバルはあるパルス
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の終わりから次のパルスの始めまでの時間で、二つのパルス中点の間

隔ではありません）。最小インターバルはゼロで、最大インターバル

は<Time Base>で設定する<sweep duration>に依り、5msスイープ

の6.4msから100sスイープの128秒迄です。どの場合でも1スイープ

の時間より長いパルスを発生する事はできません。   

Number of Pulse 

Modeポップアップメニューで<Multiple>か<Triangle>を選ぶと、1

～50のパルス数が設定できます。コントロールの上下矢印をクリック

して数を設定します。矢印を押すと数値が変化します。 

RangeとAmplitude

<Range>ポップアップメニューで刺激波形の電圧を100、200、

500mVか1、2、5、10Vの範囲から選択します。<Amplitude>コン

トロールで刺激電圧のレンジを決めてから、実際の電圧を設定しま

す。<Double>パルスでは、1番目と2番目のパルスの振幅を

<Ampl A>と、<Ampl B>でそれぞれ別個に電圧値を設定します。

Ramp波では<Start Amp>と<End Amp>コントロールで、ランプ波

形の立ち上がり電圧とエンド電圧とを設定します。 

カスタマイズ刺激

Modeポップアップメニューで<Free Form>を選ぶと、パラメータコ

ントロールの大部分が無効になり、ドローイングツールとコピーボタ

ンが出ます。Rangeポップアップメニューで刺激波形の振幅レンジを

100、200、500mVか1、2、5、10Vから指定します。                                   

ペンシルツールを使えばフリーハンドで波形が作れ、ラインツールを

使うと直線が描けます。この刺激波形は一度に1波形しか描けません

ので、同じエリアに前に描いた波形があれば置き換わります。描写エ

リアを消す時はケシゴムツールを使います。記録した波形は刺激やバ

イオスとして使用できます。

まずスコープウインドウに波形をディスプレイし、チャンネルコント

ロールの<Copy A>か<B>ボタンをクリックしてChannel AかBの波

形を波形ディスプレイエリアにコピーします。データの無いチャンネ

ルのボタンは無効表示となります。コピーした波形はセットレンジに

対応する縦軸で表示します。コピーが終了したらその波形はドローイ

ングツールで修正できます。 

鉛筆 線

消しゴム
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刺激のライブラリーを作成する

1つのファイルに最大9つの刺激波形を作成して収録できます。波形を

作成したら、刺激波形ディスプレイエリアの右下の<Stimulus Page>

コントロールの右の矢印をクリックします：新しいページに換わりま

すので、別の刺激波形が作成できます。<Stimulus Page>コントロー

ルには現在表示しているページが出ます。ページ送りは

<Stimulus Page>コントロールの右の矢印か、キーボードの左右矢印

キーを使います。スコープは表示している刺激ページを使い、<OK>

をクリックするとダイアログボックスは閉じて、刺激波形は収録され

セッティング通りロードします。  

Stimパネル

スティムレータダイアログボックスを使ってスティムレーションを設

定し、スタートボタンをクリックするか外部トリガーイベントにより

記録と刺激が開始します。単純な刺激波形のセッティングは、

Stimulatorダイアログボックスを呼び出さなくても、Stimパネルで

変更できます。Stimパネルはスティムレータを作動すると（

free formは除く）PowerLabパネルに変わって表示します。

Stimパネルの各上下矢印をクリックし<Delay>、<pulseduration>、

マルチプルパルス間の<Interval>、<Amplitude>の設定値をセット

します－設定値は各パラメータコントロールの右に表示します。　　

変更の幅（time/sample以下に）をセットするには、<Command>

キーを押しながら、このコントロールをクリックします。そのコント

ロールのダイアログボックスが出ますので、上下矢印で変更します。

Figure 3–12 
Stimパネル

Figure 3–13 
Stimパネルのダイアロ
グボックス
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定電圧出力

パルススティムレーションに加えて、定電圧の出力も発生できます。

これにはSetupメニューから<Output Voltage...>メニューコマンド

を選択します。Stimulator Constant Outputダイアログボックスが

出ますので、ここで出力する電圧を設定します。　　　　　　　　　

出力電圧はPowerLab本体の出力端子より発生します。

　　　　　　　　　　　　　

Sバージョンのダイアログボックスで<Differential>ボタンを選べ

ば、二番目の出力コントロール欄はダイム表示となり無効となりま

す。これは機能的にはEバージョンのダイアログボックスと全く同じ

です。ディファレンシャル刺激を設定すると、Output2はOutput1の

逆極性（＋3Vなら-3Vに）となります。<Independent>を選ぶと

Output1とOutpu2は各々別個に定電圧出力が設定できます。

<Range>ポップアップメニューで定電圧レンジを、100、200、

500mVから1、2、5、10Vの中から指定します。また、Amplitudeコ

ントロールで電圧値と極性を設定します。DC定電圧出力は記録中で

も停止せずに調整できます。また、それ自体でもパルススティムレー

タと一緒にして刺激電圧を直接この定電圧に加算できますが、トータ

ル電圧は±10Vを超えないように注意して下さい。 

スティムレータ出力

刺激電圧は全てPowerLabを介して本体の出力端子より発生し、使用

する端子に依り＋、－、差動刺激が導出できます。＋の出力端子を使

うと＋刺激電圧は＋電圧を出力し、－の刺激電圧は－電圧を出力しま

す。－出力端子を使うと出力電圧は極性が逆転します。両方の端子を

使うと＋－出力の差を出力します。電圧は20Vまで叉は、±10Vの刺

激パルスが発生します。                    

Sバージョン

Figure 3–14 
EとSバージョンの
Stimulator Constant O
utputダイアログボックス
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注：差動刺激（differential stimulus）は刺激のアーチファクトを防

ぐのに使います。例えば、指先に沿って神経を差動で刺激すると、＋

－電極間のポテンシャルは局所的になり、ヒジに充てた電極では検出

できません。脈波とその対称波で互いにキャンセルされ神経反応だけ

が観察できます。                

バイポーラに設定するとスティムレータからの刺激にOutput 1の定

電圧分が加わりますが、刺激電圧の合計と定電圧値は10V以上にはな

りません。Output 2はOutput 1のnegative波形です（図3-15の左の

❶と❷の様にＸゼロ軸に対して対称）。　　　　　　　　　　　

Output 1だけを使う場合は＋の刺激電圧は＋の電圧を出力し、－の

刺激電圧は－電圧を出力します。Output 2を単独で使用する場合

は、その出力電圧の極性と逆の電圧を出力します。Output 1と2を一

緒に使うと、差動刺激が得られます。　　　　　　　　　　　　　　

それぞれ別個に設定すればOutput 1には左の定電圧出力コントロー

ルで設定したオフセット電圧（図3-15の①）が加わった刺激が得ら

れます。Output 2には、右の定電圧出力コントロールからのオフセ

ット電圧だけを出力し、加算刺激はできません（図3-15）。 

SバージョンではOutput 1と2は別個に設定ができ、Outpu1は左のコ

ントロール欄でオフセット電圧と刺激パルスの設定ができ（図3-15

の①）、Output2は右のコントロール欄からオフセット電圧だけが限

度内の範囲で設定できます（図3-15の②）。

➀

➁

➊

➋

Independent — S onlyDifferential (Complementary) — E or S

Figure 3–15 
スティムレータからパル
スと定電圧出力を組み合
わせた例
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スティムレータ外部トリガー

. Modeポップアップメニューの<External Triggering...>を選び

 <Stimulator External Triggering...>ダイアログボックスでスティ

ムレーション（及び記録）を開始するイベントを設定します。

<User>を選ぶと（デフォルト設定）、スコープウインドウの<Start>

ボタンをクリックすると、スティムレーションと記録を開始します。

<User>以外の別のオプションを選択すると、PowerLab本体のトリ

ガーコネクターを介して接続した外部ソースからイベントが来ます。

スタートボタンをクリックすると、スコープは待機中となり、Stim

パネルのインディケータが変わりスコープが外部トリガー待ちの状態

であることを指示します。Off→Onの意味は、トリガーレベルを超え

てトリガーが掛かった事を意味し、On→Offはトリガーレベルを下が

った事を意味します。   

外部トリガーイベントのスロープは、刺激ディスプレイエリアの左上

のStimulatorダイアログボックスに表示します。                                   

 

Figure 3–16 
スティムレータ外部トリ
ガーダイアログボックス
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C H A P T E R  F O U R

4  データディスプレイ

スコープはデータのディスプレイ様式が多彩です。データディスプレ

イの線や模様、表示カラーの変更が自在です。また、スコープウイン

ドウの画面サイズ、各チャンネル表示の大きさが容易に変更でき、1

ページに2チャンネル分のデータの重ね合わせもできます。さらに同

じファイルであれば、どのページのセクションとも重ね合わせができ

データの一部を拡大して詳細に検分できます。

この章ではスコープで利用できるディスプレイオプションについて説

明します。振幅軸の操作を通して基本的なセッティングから、チャン

ネルのタイトルやズームウインドウの扱い方などを説明します。
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データディスプレイエリア

記録した波形は、スコープウインドウに振幅軸と時間軸との相関でデ

ィスプレイします。デフォルトで2チャンネルとも同じエリアに表示

し、Input AとInput BはPowerLabチャンネル1、2に対応します。

さらに入力チャンネルの変更、スコープウインドウ全体のリサイズを

はじめ、エリアの変更、チャンネルの重ね合せ、表示ページの選択な

どが自由に行なえます。

表示チャンネルの大きさを変更する

チャンネル表示部の大きさの変更は、チャンネルセパレータ上にポイ

ンターを置くと、セパレータポインターに変わります。チャンネルセ

パレータを必要な場所にドラックします。グレーの直線が出て移動場

所を示してます。マウスボタンを放すと、画面サイズが変更します。

記録中はこの変更は効きません。 

チャンネルセパレータを別のチャンネルに割り込んでドラッグしても

有効です。例えば、あるチャンネルセパレータをウインドウのデータ

ディスプレイエリアの一番下までドラックすると、その下のチャンネ

ルは全てその下に隠れます。チャンネルセパレータをダブルクリック

すると、画面はデフォルト設定に戻って画面は２チャンネルに分画し

た画面に戻ります。                          

記録したデータの分解能は、ディスプレイの分解能には関係ありませ

ん。チャンネルをオフにしても、記録中は忠実にデータを記入しま

す。たとえチャンネルセパレータを調節してそのチャンネル表示幅を

狭くしたり、画面には映らないようにしてもデータの記録には影響し

ません。

Figure 4–1 
チャンネルサイズの変
更：望みの場所にｸﾞﾚ-
の線が出るまで
ﾁｬﾝﾈﾙｾﾊﾟﾚｰﾀをﾄﾞﾗｯｸし、
ﾏｳｽﾎﾞﾀﾝを放します。
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チャンネルを重ね書きする

チャンネルセパレータをウインドウの上までドラッグするか、セパ

レータハンドルをダブルクリックすると、チャンネルＡとＢは一つの

ディスプレイに重ね書きします。同時に記録した両方の波形を比較す

るのに便利です。また、垂直方向の分解能を向上させるのにも利用で

きます（特に1チャンネルをoffにした場合）。この場合、Input Aの

振幅軸はウインドウの左側に表示し、Input Bの振幅軸は右に出ま

す。各軸は個別にシフトや伸縮が効き波形に合わせて調整できます。

チャンネルセパレータは消えますが、ハンドルはウインドウの右上に

表示します。重ね書きか別表示かは、ハンドルのダブルクリックで切

り換わります 。

シングルチャンネルで表示する

スコープは2チャンネルでディスプレイできますが、必ずしもいつも2

チャンネル必要とは限りません。Inputパネルを使って必要の無い1

チャンネルをoオフにもできますが（100KHzで記録する場合には、

スコープでは1チャンネルしか対応できません）、そのチャンネルに

波形を重ね書きするに
はセパレータハンドル
をダブルクリックする
か、ここをウインドウ
の上までドラッグする

Input 
B軸

チャンネルを分けて
表示するにはセパ
レータハンドルをダ
ブルクリックする
か、このウインドウ
を引き下げる

Input 
A軸

Figure 4–2 
チャンネルAとBの重ね
合わせ：上は分けて表
示、下は重ね合わせ表示

▼ Refer
Computed Functions,  p. 113
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配分されている選択範囲は残ります。 ウインドウエリア全体を1チャ

ンネルで使いたい時は、別のチャンネルをオフにしそのチャンネルを

重ね合わせるか（一方の振幅軸はブランクとなります）、

Computed Functionダイアログボックスのチャンネルディスプレイ

オプションを変更します。これには、Displayメニューから

<Computed functions...>を選び、Displayポップアップメニュー

で<display only A>か<only B>を選択します。そうすると、スコー

プウインドウのセパレータハンドルは無効表示となります。チャンネ

ルはディスプレイしなくてもオフにしない限りデータは記録されま

す。 

振幅軸

各チャンネルの振幅軸（垂直軸）のサイズはそれぞれ別個にドラッグ

して引き伸ばしたり、ダイアログボックスで適したデータディスプレ

イに設定できます。スケールの表記オプションがScaleポップアップ

メニューから設定できます。このメニューは各チャンネルの振幅軸の

左端のボタンに相当します（単位変換を既に導入している場合は、

BipolarやSingle Sidedオプションは無効になります）。スケールオ

プションは導入する全ページに適応されます。      

<Single Sided>：垂直軸をシフトして0Vをディスプレイエリアの下に

します。このオプションは＋の電圧信号のみを扱う場合に有効です。

0V以下の信号は画面には出ません（Bipolarにすれば見れます）。                     

<Bipoilar>：スコープではこれがデフォルトです。振幅軸がシフトも

引き伸しもしていなければ、中央の0Vを挟んで＋－の電圧シグナル

が表示します。

<Set Scale>：このオプションで必要とするレンジに振幅軸が直接設

定できます。これは単位変換機能がオンでもオフでも有効です。

<Set Scale...>を選択するとScale Rangeダイアログボックスが出

て、表示するスケールの上下限を直接数値で入力できます。 

チャンネルの単位（叉
は現行ページ）　　　　

Figure 4–3 
Scale Rangeダイアログ
ボックス
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<Set Scale>は振幅軸のスケール設定の微調整用に使用します。元の

レンジの2倍に拡大したり1/2に縮小でき、上下限値は元の3倍まで調

整可能です。まずチャンネルのRangeポップアップメニューで大まか

なレンジを指定し、次に必要とする正確な尺度に軸をセットします。                                        

振幅軸の尺度はシフトしたり伸縮できます。これにより画面にシグナ

ルを拡大して映し、ディスプレイエリアで波形をより見易くします。

ポインターは振幅軸エリア（軸の左側）の周りの動きにより変化しま

す。エリアの左にある時は通常のポインターで左上を示す矢印です。

エリアの右では、右上を示す矢印で横に小さいマーカが出てその機能

を示します。尺度単位の数値の間にある時は、ドラッグでスケールが

変わる両頭矢印に変わります。ポインターが単位値に向かい合うと、

二つの▲が軸の上の中点を挟んで向かい合い、ドラッグすると指示す

る方向にスケールが伸びたり、縮んだりします（マウスボタンを押す

と、ポインター横の単位値が小さい破線で囲まれ、そこがドラッグポ

イントである事を示します）。ドラッグで尺度はレンジの限度の1/3

倍に縮小めたり、20倍までに伸ばすことができます。尺度を変更する

と、そのチャンネルの振幅軸の単位ラベルも自動的にそれに対応しま

す。振幅軸をダブルクリックすると、軸尺度は元に戻ります。　　 

再度振幅軸をダブルクリックすると、Bipolarディスプレイと

Single Sidedディスプレスの切り替え選択になります。このショート

カットは単位変換機能を導入している場合は効きません。その場合は

スケールをドラッグし、必要なポイントを0点に決める必要がありま

す。 

軸ラベル

通常、各チャンネルの振幅軸と時間軸は該当する単位で表示します。

記録したデータに任意のラベルも付ける事も可能です。　　　　　　

それにはDisplayメニューから<Axis Labels...>を選択しAxis Labels

ダイアログボックスを呼び出します。

通常のポインター

ドラッギングポ
インター

伸縮ポイ
ンター

Figure 4–4 
振幅軸内で変化するポイ
ンター

Figure 4–5 
軸ラベルダイアログボッ
クス
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Channel A(B)のテキストエントリーボックスに、そのチャンネルの

ラベルを入力します。タブキーで入力欄は移動します。Chicagoフォ

ントの文字は大抵使用できます－特殊な記号を使う場合はKey Caps

を使います。例、ΩはOption-Z、温度の°はOption-Shoft-8、Δは

Option-J

上付き、下付き文字

Na+やC2H5OHなどの上付き・下付き文字もチャンネルタイトルに

（単位変換にも）使用できます。                                                                  

・上付き文字は、Shift-6(＾)を入力します。脱字記号がその前に出ま

　す。

・下付き文字は、Option-6(§)を入力します。その前にセッション記

　号がでます。                                                    

・上付き・下付き文字から通常の字体に戻すには、Shift-ﾊｲﾌﾝ(_)を

　 入力します。                                                    

脱字、セクション、ハイフン記号はテキストエントリーボックスには

出ますが、軸ラベルには表示しません。それ以外の記号は20文字以内

なら軸ラベルに使用できます。                                                        

望みの軸ラベルを登録して、<OK>ボタンをクリックしてそのダイア

ログボックスを閉じ、登録したラベルをスコープウインドウに導入し

ます。無効にするには<Cancel>をクリックします。ラベルに何も入

力しなければ、通常の単位で表示します。ラベル名が長すぎてスコー

プウインドウの所定の欄に収まらない場合は、一部が省略されて...の

記号で表示します。

ディスプレイセッティング

波形の描画線の模様や各チャンネルの表示カラー、ブロックやコメン

トにマークを付けたり、記録するデータの表示方法などは、

Display Settingダイアログボックスで設定します。また、ウインド

ウの目盛り表示カラー（表示グリッド）、ズームやXYウインドウの

選択、XYプロットの線分模様や表示カラー等の設定も、このダイア

ログボックスで行ないます。Display Settingダイアログボックスを

呼び出すには、Displayニューから<Display Settings...>を選択しま

す。 
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カラーメニュー

区画表示とチャンネルのColourポップアップメニューで模様と表示

カラーを選択します。基本システムカラーは、黒、赤、青、緑、深紅

色、シアン、黄、白黒モニターはグレーで表示します。カラープリン

ターを使用すれば、ディスプレイのカラーやグレー表示がそのまま印

刷できます。

その他のコントロール

 <Graticule>（目盛り）ボタンで表示する目盛りのフォームを選択し

ます。該当するボタンをクリックすると、そのオプションは黒枠付き

のハイライト表示になります。デフォルト以外では、粗いドット区

画、無地（none）、細かいドット（ドットか線分かは、Colourポッ

プアップメニューで選んだ色濃度で異なります）などがあります。                                                            

<Background>ボタンでデータディスプレイエリアをwhite（デフォ

ルト設定、通常のマッキントッシュの表示）にするか、Black（一般

のオシロスコープの様な）にするかを指定します。指定したオプショ

ンマークは黒枠付きの強調表示になります。Blackを選ぶと、黒色に

指定した波形は白く写ります。他の色は変わりません。データディス

プレイエリアを選択すると黒地に白の表示に変わります。 各チャン

ネルの<Waveform>ボタンでデータポイントの表示法を指定しま

バックグラ
ンドボタン

波形ボタンカラーポップア
ップメニュー

目盛りボ
タン

Figure 4–6 
Display Settingダイア
ログボックス（図はデフ
ォルト設定）

Figure 4–7 
カラーポップアップメニュー
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す。表示モードとしてドット、線分、バーグラフがあります。該当す

るボタンをクリックすると、そのオプションマークが黒枠付きのハイ

ライト表示になります。連続波形がスコープのデフォルト設定です。

左のボタンを指定すると、サンプリングしたデータポイントを各ドッ

トで表示します。右のボタンを選択すると、波形は振幅軸のゼロ線上

を上下するバーグラフ表示になります。ズームウイントウで見ると良

く判ります。この場合のデータポイントは各バーの左上になります。 

X-YとFFTディスプレイセッティング

Displayポップアップメニュー（スコープウインドウの下のPageボタ

ンの左にあります）からX-Yを選ぶとCahnnel Bに対してChannel A

をプロットします。スコープウインドウがX-Yディスプレイの時に、

Displayメニューから<Setting...>を選ぶと、Display Setting（

X-Y）ダイアログボックスが出ます。Display Settingsダイアログ

ボックスのように、ディスプレイグリッドの模様と表示カラーを設定

し、バックグランドを白にするか、黒にするかを決めます。波形のタ

イプ、模様及びカラーはChannel Bに対してChannel AのX-Yプロッ

トだけに適応されます。X-Yディスプレイのセッティングは、標準の

スコープディスプレイとは無関係に働きます。 

また、Displayポップアップメニュー（スコープウインドウの下の

Pageボタンの左にあります）からFFT（高速フーリエ変換）を選ぶ

と、記録したデータがスぺクトラム表示します（通常、振幅スペクト

ル係数）。スコープウインドウがFFTディスプレイの時にDisplayメ

ニューから<Setting...>を選ぶと、Display Setting(FFT)ダイアログ

ボックスが出ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Display Settingsダイアログボックスのように、各チャンネルの波形

タイプや模様、表示カラーを設定してバックグランドを白にするか、

黒にするかを決めます。このセッティングは標準のスコープディスプ

レイとは無関係に働きます。

オーバレイセッティング

デフォルト設定でアクティブページに出る波形は黒で、オーバレイ

ページの波形はグレーになります。オーバレイページの波形も、アク

ティブページの波形と同様に表示カラーと模様は変更できます。　　

表示カラーは標準のディスプレイセッテイングと同じですが、このセ

ッティングはスコープのディスプレイには影響しません。X-YとFFT

のオーバレイディスプレイも個別にセットアップできます。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メイン
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のスコープオーバレイを設定するには、Displayメニューから

<OverlayDisplay Setting...>を選んでOverlay Display Settingダイ

アログボックスを呼び出します。 

X-YとFFTのオーバレイセッティング

スコープウインドウがX-Yディスプレイを表示している時にDisplay

メニューから<Overlay Display Setting>を選ぶと、

Overlay Display Settingsダイアログボックスが出ます。

また、スコープウインドウがFFTディスプレイを表示している時に、

Displayメニューから<Overlay Display Setting>を選ぶと

Overlay Display Settings(FFT)ダイアログボックスが出ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Figure 4–8 
オーバーレイディスプレ
イセッティング
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スティムラス・ディスプレイセッティング

ステイムレーションを設定しておき、発生する刺激に対して記録する

誘発反応と反応ディレイタイムなどを比べたい場合があります。　　

スコープではメインウインドウに刺激波形をディスプレイでき、刺激

と反応とが直接比較できます。これには、Displayメニューから　

<Overlay Stimulator...>を選んでOverlay Stimulatorダイアログボ

ックスを呼び出します。 

Colourポップアップメニューを使って刺激波形の表示カラーや模様

は通常通り変更できます。デフォルト設定でModeポップアップメニ

ューは<Off>になり、刺激波形は表示しません。その他のオプション

 <at top>、<vert lines>、<on A>、<on B>及び <on both>－が刺激

波形の表示モードとして選択できます。              

<At Top>：刺激波形がデータディスプレイエリアの上に、シグナル

表示とは別に表示します（図4-10参照）。                                

<Vert Lines>：刺激波形のパルスのスタートとエンドに垂直線で両チ

ャンネルにオーバレイ表示します。                                            

<On A>：刺激波形がChannel Aにオーバレイ表示します。                 

<On B>：刺激波形がChannel Bにオーバレイ表示します。                 

<On Both>：刺激波形は両チャンネルにオーバレイします。               

必要に応じて刺激波形は垂直軸のスケール取りをして、登録したエリ

アに適合させます（水平軸の分解能は不変で記録するデータと常に同

じです）。 

.

Figure 4–9 
オーバレイスティムレー
タ・ダイアログボックス

Figure 4–10 
データディスプレイエリ
アの上に表示させた刺激
波形
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ナビゲーティング

スコープではスイープデータを綴り帳の様にページとして記録しま

す。スコープウインドの下の番号付けしたページボタンと、データデ

ィスプレイエリア右下のPage Cornerコントロールで、スコープファ

イルの表示ページが変更できます。ハイライト表示しているページボ

タンが現行の表示しているアクティブデータページであることを示し

ます。

Page Cornerコントロール上のフォルダーコーナをクリックすると右

にページ送りし、下のフォルダーコーナをクリックすると左にページ

を戻します。また、キーボードの左右矢印キーを使ってもページは移

動できます（そのキーを押すとスクロールします）。<Command>

キーを押しながら左右の矢印キーを押すと、ファイルの始めか終わり

に移動します 。

表示ページを指定するには、Displayメニューから<Go To Page...>

を選ぶか、<Command-G>を入力します。Go To Pageダイアログボ

ックスが出ますので、そのテキストエントリーボックスに該当する

ページ番号を入力し、<OK>ボタンをクリックします（叉は、Return

かEnterキーを押す）。番号付けしたボタンをクリックしても、その

ページに移動します。ページ数が多過ぎてウインドウの下に全て表示

できない場合は、両サイドに左右の矢印ボタンが出ます。その矢印ボ

タンを使ってページ番号ボタンを表記させます。  

ページの重ね書き

記録したページデータを重ね書きし、直接波形が比較できます。　

ページを重ね合わせてディスプレイするには、Displayメニューか

ら＜Show Overlay＞を選びます。重ね書きしたページの波形が、ア

クティブページに透かしたように写ります。  

平均
ページ

ブランク
ページ

表示
ページ

ページ送り

スクロールボ
タン

Figure 4–11 
Go To Pageダイアログ 
ボックス
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<Hide Overlay>に変更すると、アクティブページだけの通常のディ

スプレイに変わります。全ページを重ね書きするには、Displayメニ

ューから<Overlay All>を選ぶか、<Command-A>を入力します。全

ページの波形が重ね合わせ表示し（ページオーバレイがONの時は

）、番号順に上から重なり、アクティブページが一番上になります。

デフォルト設定でアクティブページに出る波形は黒色で、重ね合った

その他の波形はグレー色で表示します。全ぺージのオーバレイを解除

するには、Displayメニューから<Overlay None>を選ぶか、

<Command-H>を入力します。アクティブページだけが残り、その

他の重ね合ったページは消えます。

ページボタンを使う

スコープウインドウの下に並ぶページボタンは、表示ページの状態を

示します。アクティブページは強調表示で、重ね書きに指定したペー

ジは黒枠の矩形が付いた縦長のアイコンになり、指定しないページは

上部が隠れたグレーの矩形アイコンが付きます。  

オーバレイは全ページの重ね書きだけでは無くて、個々のページを重

ね書きに加えることもできます。これにはPageボタンを使って該当

するページを指定します。前に説明した通り、番号付けしたページボ

タンをクリックすると、そのページに移動します。アクティブページ

はオーバレイで指定するページに含める必要はありません。アクティ

ブページは常に表示します。                      

<Command-クリック>か<Page>ボタンのダブルクリックで、ある

ページを重ね書きページに加えたり削除します。　　　　　　

<Page>ボタンの<Option-クリック>でクリックしたアイコン以外の

全ページが消去します。<Page>ボタンを押すと、オーバレイモード

とナビゲーション機能を示すメニューが出ます（図4-14参照）。 

重ね書き
ページ

平均
ページ

背面ページ

重ね書きし
ないページ

指定した
ページ

空白ページ

Figure 4–12 
ページの重ね書き：ペー
ジボタンで示唆する
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重ね書きページの表示スケール

異なる垂直軸レンジで重ね書きすると、別のページのデータは自動的

にアクティブページのレンジに対応します。水平軸は変わりません。

これは時間軸の数値はアクティブページに対応させており、タイム

ベースが異なる重ね書きしたページには関与しません。 

ズームウインドウ

ズームウインドウは小さいデータ部分を拡大し、詳細に表示するウイ

ンドウです。同時期に記録したデータなら、両チャンネル分のデータ

を一つのズームウインドウに表示できます。データの選択範囲をズー

ムにするには、チャートウインドウ内をドラッグして選択範囲を指定

します。Windowメニューから<Zoom Window> を選択します。

ズームウインドウが出ます。

ズームウインドウは標準のウインドウで、クローズボックスとタイト

ルバーが付いており、画面の移動やスコープウインドウをアクティブ

にしてバックグランド表示ができます。また、右下のサイズボックス

を使って、ウインドウのサイズが変更できます。

ページボタンの代りにページ指定

重ね書きするページにする
重ね書きを解除するページ
重ね書きページを限定する

Figure 4–13 
ページボタンポップアッ
プメニュー

Figure 4–14 
ズームウインドウ：　　
ファイル名Zoom ofの例
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ズームウインドウのデータディスプレイエリアをさらにセレクション

すると、自動的にそこがさらにズーム表示し、それに対応してスコー

プウインドウ内の選択範囲は縮小します。選択範囲が4つ以上のデー

タポイントを含まないと（時間軸に対して4個のサンプル数で波形の

1ﾋﾞｯﾄに相当する為）、ズームウインドウはグレー表示となり、ス

コープウインドウで再度セレクションし直します。 

データディスプレイ

ズームウインドウには、スコープやFFT、X-Yディスプレイに変更す

るDisplayポップアップメニューが付いていませんが、その他のコン

トロール機能やスコープウインドウの特性は持っています。                                    

選択範囲が1チャンネル分だけの場合には、そのチャンネルしか表示

せず、セパレータハンドルは無効表示（図4-14）となります。選択

範囲が両チャンネルにまたがる場合は、デフォルトで両チャンネは重

ね書き表示となります。スコープウインドウでチャンネルセパレータ

ハンドルをダブルクリックするかドラッグすると、別表示となりま

す。チャンネルのオーバレイは、スコープウインドウとは連動しませ

ん。スコープウインドウでチャンネルセパレータを使いオーバーレイ

表示させてから、ズームウインドウに表示させます。 

各チャンネルの垂直振幅軸の尺度は左右の軸各々個別にドラッグした

り、通常通り伸縮が自由でダイアログボックスを使ってデータディス

プレイに合わせて調整できます。セッティングの変更は、スコープウ

インドウの選択範囲の縦軸範囲に影響します。特に<Single Sided>

か<Bipolar＞をScaleポップアップメニューで指定すると（叉は、ダ

ブルクリックで切り替える）、選択範囲は上部1/2までに広がるか、

そのチャンネルのフルレンジまで拡大します。

Figure 4–15 
二つのチャンネルを重ね
書きしたズームウインドウ
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スコープウインドウの選択範囲が、水平軸表記数値まで伸びていない

場合は、その選択範囲のタイムレンジが表示します（例、12.2～

15.3ms）。軸ラベルとディスプレイセッティングはズームウインド

ウとスコープウインドウと同じで、変更はどのウインドウがアクティ

ブでも同じです。ナビゲーションとページのオーバレイも同じです。

ページボタンとコマンドメニューもどのウインドウでも全く同じで、

強調表示のボタンがアクティブページです。ページ送りの時は、選択

範囲は生データを扱う場合と同じです（スコープウインドウでは同じ

相対ポジションのままです）。                            

スコープウインドウのマーカはズームウインドウで複製され、同じよ

うに波形上を移動します。マーカをダブルクリックすると元の位置

（ホーム）に戻ります。<Page Comment>ボタンでアクティブペー

ジのPage Commentウインドウが呼び出せます。                                                    

ポインターをデータディスプレイエリアに沿って移動すると、波形

カーソルがディスプレイ波形を追跡し、そのトラッキングポイントで

の時間(t)と値（A、B、叉は両方）を読み取り、カーソルパネルの

カーソルインフォメーションディスプレイに表示します。                                                    

ズームウインドウで波形上をダブルクリックすると、スコープウイン

ドウと同様にそのポイントデータがデータパッドに転送されます。

ズームウインドウで波形を拡大すると、より正確にデータポイントの

指定ができます。

ズームウインドウを印刷する

ズームウインドウがアクティブの時に、Fileメニューから<Print...>

を選択するとズームウインドウの内容を印刷します。その前に該当す

るダイアログボックスを調整しておきます。印刷するページには、ウ

インドウのタイトルとスコープのページ数が印刷されます。



74 Scope User’s Guide



Scope User’s Guide 70

C H A P T E R  F I V E

5  ファイルの取り扱い

スコープの記録は様々にフォーマットして編集したり、印刷、ディス

クへの保存ができます。

この章ではこういったファイルの操作や沢山のファイルを一つのファ

イルに集約する機能、セッティングをセーブして作業の反復を簡潔に

する機能について説明します。また、別のマッキントッシュのアプリ

ケーションソフトへデータを転送したり、コメントやノートブックの

使い方などを詳しく説明します。
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データを選ぶ

1チャンネル分のデータエリアを選択するには、エリア内をポイン

ターでドラッグして矩形の範囲を選択します。そのエリアは黒く強調

表示します（図5-1)。スコープでは水平軸で4ポイント以上が最小の

選択範囲です。垂直エリアの大小はズームウインドウの表示には関係

しますが、データパッドへの情報の転送や選択範囲の印刷、ファイル

に選択範囲をセーブする事には関係しません。 

二つのチャンネルが独立表示の時に一つのチャンネルのエリアを選択

し、<Shift>キーを押しながら別のチャンネルのデータディスプレイ

内をポインターでドラッグすると初めのチャンネルと全く同じ水平軸

範囲が選択できます（即ち、両チャンネルとも同じ記録時間分のデー

タが選択範囲になります）。垂直範囲は自由に選べます。　　　　　

また、<Command>キーを押しながら一方のエリアの左右をドラッ

グすると両チャンネルの水平軸アリアの選択範囲が変更できます。

チャンネルが重ね合わせ表示の場合は、通常通りポインターをドラッ

グしてエリアを選択します。チャンネル表示を独立表示から重ね合わ

せに変更すると、両チャンネルとも選択範囲は残りますが修正し直す

必要があるかも知れません（図5-2）。

1チャンネル又は、重ね合わせチャンネルの選択範囲は、ドラッグを

開始するポイントから左又は右、<Shift-ｸﾘｯｸ>（又はドラッグして）

で指定エリアを延ばします（縦軸方向に）。個別チャンネルの選択範

囲は、<Shift-ｸﾘｯｸ>の代わりに、<Command-ｸﾘｯｸ>（又はドラッ

グ）で左、又は右に拡張すると、両チャンネル供、同じだけセレクシ

ョンできます。 ズームウインドウで<Single Sided>か、<Bipolar>を

Scaleポップアップメニューから選ぶと（又はダブルクリックで切り

Figure 5–1 
スコープウインドウの矩
形選択範囲

Figure 5–2 
二つのチャンネルでデー
タを選ぶ：右は重ね書
き、左はシフトドッラグ
で縦列表示や



Chapter 5 — ÉtÉ@ÉCÉãÇÃéÊÇËàµÇ¢ 72

換わります）、スコープウインドウの選択範囲は上半分、又はそのチ

ャンネルの全範囲かが選択できます。 

選択範囲のミニウインドウ

選択範囲の正確な内容をディスプレイするには、Windowsメニュー

から<Selection>を選びます。Selectionミニウインドウが出ます。　

セレクションミニウインドウはアクティブウインドウの前に出て、タ

イトルバーから移動でき、クローズボックスをクリックすると閉じま

す。表示欄は3つに分かれており、選択範囲の左右ポイントの時間、

各指定チャンネルの選択範囲内での最大最小振幅値を表わします。選

択範囲が無いと、表示欄は空白になります。　

<Set...>ボタンをクリックすると、Set Selectionダイアログボックス

が立ち上がり、指定したエリアの内容を変更したり、テキストエント

リーボックスに数値を入力すれば新たな選択範囲が作成できます。

　　<OK>ボタンをクリックすると、スコープウインドウにその選択

範囲を表示します。 .

選択範囲の左端右端
のポイント時間

 Channel Aの選択範囲 内で
の最大最小振幅値 

Channel Bの選択範囲内での
最大最小振幅値 

Figure 5–3 
i選択範囲のミニウイン
ドウ

Figure 5–4 
Set Selectionダイアロ
グボックス
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データを編集する

通常のマッキントッシュのアプリケーションと同様にEditメニューに

は、 <Cut>、<Copy>、<Paste>、<Clear>コマンドがあります。ス

コープでも<Page Comment>や<Notebook>ウインドウで文字入力

が編集できます。Data Padがアクティブの時は、選択したツールに

依ってコマンドは機能します（アクティブウインドウの全て、又は一

部の生データをテキストとしてクリックボードにコピーできます）。

スコープウインドウがアクティブの時は、コマンドは指定エリアだけ

で無く全ページデータに作用します。<Cut>はそのファィルからアク

ティブページを削除し、クリップボードに貼り付けます。<Copy>は

クリップボードにアクティブページを複写します。<Paste>は既にク

リップボードにあるページをそのファイルに追加して現行の指定ペー

ジの前に出します。<Clear>はアクティブページをそのファィルから

消去します。ズームウインドウがアクティブの時は大抵の場合、ズー

ムウインドウで示す選択範囲では無く、アクティブページにコマンド

は作用します。                                                

これらのコマンドは全て取り消し（undo）にできます。<Undo>コ

マンドもEditメニューに含まれ最後のアクションに作用します。　　

例えば、Editメニューで<Clear>を選び、そのファィルから1ページ

分を消去すると、直ぐにそのメニューコマンドは

<Undo Clear Data>に換わります（再度そのコマンドを選ぶと

<Redo Clear Data>になります）。

エディットコマンドでページの移動や不必要なページを削除します。

いったんクリックボードにページを移してから、別のファイルをオー

プして（スコープは一度に1つのファイルしか表示しませんので、現

行のファイルは閉じて）、必要な箇所にペーストします。

データを転送する

スコープからスプレッドシートや図表プログラムなどの、別のアプリ

ケーションにデータが転送できます。ファイルや選択範囲、データパ

ッドの中身を通常のテキストファイルとしてセーブし、ワードプロセ

ッサーやスプレッドシート、統計パッケージなど別のアプリケーショ

ンをオープンすれば、そこにテキストが複写できます。これには、

Fileメニューから<Save As...>を選択します。 
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コピースペシャル

スコープはテキストや図表を複写するパワフルなメソードを持ってお

り、 Editメニューから<Copy Special...>コマンドを選べばデータを

クリップボードに転送します。これにより図表として重ね合わせて複

写ができ（Copyコマンド自体は不可）、複数ベージの複写やテキス

トとしてファイル全体を複写します。このコマンドはスコープ、ズー

ム、データパッドウインドウがアクティブの時だけ使用できます。ス

コープウインドウがアクティブの時に<Copy Special...>コマンドを

選ぶ と、<Copy Scope Window to Clipboard>ダイアログボックス

が出ます。

このダイアログボックスから次の3つのオプションの1つを選びます：

ピクチャーとしてスコープウインドウを複写する、テキストとして複

写する、データパッドにデータを複写する。　　　　　　　　

<Append to Clipboard>チェックボックスをマークすると、スコー

プウインドウかデータパッドからテキストの形でデータがクリップ

ボードの中身に追加されます。ピクチャーを複写する場合は、このコ

マンドはダイム表示で無効となります。                                        

<As a Picture>：このボタンを選択すると、表示している重ね合わせ

ベージを含めスコープウインドウは、QuickDrawピクチャーとして

データをクリップボードに転送します（ウインドウを印刷するのと同

じピクチャーで、タイトル、ページコメントも含みます）。                                              

<As text>：スコープファイルからのデータを、タブ切りテキストと

してクリップボードに転送します。そのボタンの下のチェックボック

ス項目から処理するデータの時間とページ番号を設定します。両テキ

ストチェックボックスをマークすると、クリップボードのテキストに

左から右に4列の表記欄ができます。：時間、ページ番号、

Figure 5–5 
Copy Scope Window t
o Clipboardダイアログ
ボックス
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Channel Aからのデータ、Channel Bからのデータ。 　　　　　

　　　　　　時間とページ番号は3次元グラフィックス化するのに便

利です。　ページを重ね合わせしている場合は重ね合わせたページだ

けが表示していますが、ファイル全体のデータがクリップボードに複

写されます。重ね合わせしてい無い場合は、アクティブページだけを

複写します。                                        

<DataPad>：データパッドからのデータをタブ切りテキストとして

クリップボードに移します。                                                

ズームやデータパッドウインドウがアクティブの時に

<Copy Special ...> を選ぶと、同じようなダイアログボックスが出ま

す。ズームウインドウがアクティブの時は、

<Copy Zoom window to Clipboard>ダイアログボックスが出ま

す。データやピクチャーの複写は、ズームウインドウのディスプレイ

からの選択で規定します。 データパッドウインドウがアクテイブの

時は<Copy Data Pad to Clipboard>ダイアログボックスが出ます。

これもスコープウインドウの場合と同じですが、データパッドの表示

ボタンは自動的に調整され、<As Picture>と<As Text>オプションが

無効表示となります。 

クリップボード

スコープからデータをカット、叉はコピーする時はいつもクリック

ボードにインフォメーションが記録されます。Editメニューから

 <Show Clipboard>を選択してコピーするものを見てみます：ク

リップボードウインドウが出ます。クリップボードウインドウはク

ローズボックス、サイズボックス、ズームボックス、タイトルバーを

持つ通常のウインドウで、画面内の移動やバックグランド表示ができ

ます。クリップボードウインドウに表示するものとしては、画像の表Figure 5–6 
コピー後のクリップボー
ドウインドウ：左はス
コープウインドウからの
コピー、右はテキストと
して時間とページ番号が
付いたコピースペシャル
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記（画面に合うサイズで）、生データ、テキストの形でのデータカラ

ムがあります。選択範囲が大きいと、コピーに時間がかかり結果とし

てデータはテキストとしてファイルにセーブされ、テキストへ変換し

た割合がツールバーのテキストボックスに出ます。

セーブオプション

記録したデータファイルをセーブするにはFileメニューから<Save>

を選択するか、<Command-S>を入力します。これを実行すると、

現行ファイルがディスクにセーブします。初めてファイルをセーブす

る場合やFileメニューから <Save As...>を選択すると、Save Asディ

レクトリーダイアログボックスが出ます。

ディレクトリー・ダイアログボックスはファイルシステムを表示しま

すので、ファイルをどこにセーブすべきかの指針になります（このプ

ロセスは熟知しておいて下さい。詳細はマッキントシュのユーザーズ

ガイドをご参照下さい）。ファイル名を入力すると、ディレクトリー

ダイアログボックスの下にあるラジオボタンの一つを選んでクリック

し、＜Save＞ボタンをクリックするとファイルはセーブします。　

ファイルは別の名称でも、別の場所にも複数コピーできます。

Figure 5–7 
Save Asaダイアログボ
ックス
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データファイル

 デフォルトでこのフォーマットになります。データ及びセッティン

グがデータファイルにセーブします（マクロ命令を含め）。ファイル

には全記録データが含まれます。ファイルをオープンするには現行の

ファイルを閉じ、Openディレクトリーダイアログボックスを使っ

て、<Opening a data file>からファイルをオープンします。 

セッティングファイル

このフォーマットは記録したデータをセーブするのでは無くて、現行

のセッティングをメモリーします。サンプリング速度、チャンネルレ

ンジ、トリガー、スティムレーションのセッティングなど記録に関す

る設定や、ウインドウの大きさ、チャンネルエリア、表示のセッティ

ング、メニューのコンフィギュレーションなどデータの表示方法に関

する設定をセーブするフォーマットです。

セッティングファイルを使って、様々な作業のセッティングライブラ

リーを創っておけば、データの記録が迅速に簡単な準備で実行できま

す。セッティングファイルは他のスコープファイルとは別のアイコン

を持ちます。<Finder>からセッティングファイルアイコンをダブル

クリックすると、そのファイルのセッティングが未タイトルのスコー

プファイルに自動的にロードします。

テキストファイル

このフォーマットは一般のテキストファィルとしてデータをセーブ

し、テキストを転送して別のアプリケーションにオープンさせるもの

です。ワードプロセッサ、スプレッドシート、統計パッケージ等へ転

送します。記録した各サンプルは、チャンネル毎に生データとして収

録します。<Save a Scope File as a text file>を開き<Save>をクリッ

クすると、Save As Text Fileダイアログボックスが出ます。
Figure 5–8 
Save As Textダイアロ
グボックス 
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2つのチェックボックスから処理するデータの時間と、ページ番号を

設定します。両テキストチェックボックスを<ON>にすると、クリッ

プボードのテキストに左から右に4列の段落ができます：時間、ペー

ジ番号、Channel Aからのデータ、Channel Bからのデータ。                                         

時間とページ番号は3次元グラフィックス化するのに便利です。             

テキストファイルの容量は元のスコープファイルよりもかなり大き

く、テキストとしてファイルのデータをセーブするのに時間は掛かり

ます。テキストとしてファイルをセーブしている間に、セーブ中の進

行状態がパワーラブパネルのインディケータに％表示します。

<Command-period(.)>で停止します。正しくフォーマットしてあれ

ば、スコープはテキストファイルをデータとして読み込みます。 

マクロファイル

このフォーマットは別のファィルとしてメモリーに現行のマクロを

セーブして、必要に応じてスコープからオープします。特定のマクロ

をグループとして一緒にセーブするのに使います。                                            

マクロファイルは他のスコープファイルとは別のアイコンを持ってい

ます。ファインダーからマクロファイルのアイコンをダブルクリック

すると、そのマクロが新たな未タイトルスコープファイルに自動的に

ロードします。Openディレクトリーダイアログボックスを使って

（Load Settingチェックボックスのon/offに係わらず）

<Opening a macro file>を選択すると現行ファイルにそのマクロが

ロードできます。

データパッドテキストファイル

データパッドの内容を一般のテキストファイルとしてセーブして、別

のアプリケーションに転送し、ワードプロセッサ、スプレッドシー

ト、統計パッケージ等にオープできます。データパッドの生データは

テキストファイルにチャンネル毎に縦列で表示します。空欄の縦列は

ファイルには含まれません。タイトルはデータパツドの<Add Titles>

コマンドを使い各列の上に表記できます。

ファイルを追加する

この機能を使うと、任意のスコープデータを現在オープンしているフ

ァイルの末端に付け加え、一つのファイルに集約できます。この機能
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とスコープのデータページの<Cut>や<Paste>機能とを組み合わせる

と、重要なデータ分だけの記録を要約したファイルが創れます。ファ

イルを現存するファイルに追加するには、Fileメニューから<Open　

...>を選択しOpenディレクトリーダイアログボックスを出します（最

後にセーブしたファイルを変更した場合は、それをセーブするかを聞

いてきます）。Openディレクトリーダイアログボックスが出ると、

デフォルトでスコープだけのファイルがスクロールリストに表示しま

す。また、マッキントッシュの履歴ファイルシステムを使えば、ハー

ドディスクを検索して必要なファイルが探せます。 

<Append to Current File>チェックボックスをクリックし起動させ

ます。<Load Setting>チェックボックスは無効表示となります。　

これは追加するファイルが現行のセッティングに対応する為です。　

スケールの変更が有るかも知れませんが、生データは変更しません。

現在オープンしているファィルに追加するスコープファイルを選択

し、<Open>をクリックすると実行します。現行ファイルの末尾にそ

のページは追加されます。 

テキストファイル

スコープでテキストファイルを開き、既にオープンしているファイル

に追加できます。これにはFileメニューから<Open...>を選び、Open

ディレクトリーダイアログボックス（図5-9）を立ち上げ、

<Show Text Files>ボタンをクリックします。テキストファイルだけ

がスクロールリストに表示します。Load Settingダイアログボックス

はダイム表示となり無効になります。これはテキストファイルがセッ

ティングデータを含まない為です。            

指定したファイルを現
行ファイルに追加する

ファイルを選び開く
か、ここに追加する

Figure 5–9 
オープンディレクト
リーダイアログボックス
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マッキントッシュの履歴ファイルシステムを使えば、ハードディスク

を検索して必要なファイルが探せます。Openディレクトリーダイア

ログボックスでテキストファイルを選び、<OK>ボタンをクリックす

るとRead Text Optionダイアログボックスが出ます。 スコープに転

送したテキストファイルは、最低1列分の数値を含みます（テキスト

としてスコープでグラフデータを扱う場合は大変便利です）。　　　

通常は複数列（同じ長さにする）になり各行はタブキーかコンマキー

を使い項目別に分け、リターンキーで終了します。

<Read Titles>：このチェックボックスをマークすると、スコープは

ファイルの一行目を読み取ります。この行は数値では無く、時間軸の

表示やChannel A、Channel Bなどの表題の

文字を読み取ります。                                   

<Read Time Values>：このチェックボックスをマークすると（デフ

ォルト設定）、スコープは最初の行列を時間として読み取り、一定の

時間間隔として認知します。不連続なものは新しいページデータの開

始と認識します。スコープの最小選択範囲は4データポイントで、常

に1ページ当たり同じ時間間隔で最低3列分を読み取る事にないます。

時間を読み取らないと、時間軸には単位表示が付きません。                                                        

<Read Comments>：このチェックボックスをマークするとスコープ

は最後に読み取った列のコメントに続く文字を検索します。そのペー

ジのページコメントウインドウに各ページの最初の文字が入ります。                                  

Time Units欄のラジオボタンで読み取る時間の単位を指定します。

スコープはまずファイルをスキャンし、適切かどうかを検分します。

時間表示の間違いや数値の箇所に文字が入っているなどの問題があれ

ば、警告が出てファイルは読み込めません。テキストファイルが正し

Figure 5–10 
Read Text Optionsダ
イアログボックス
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くフォーマットされており、3列以上のデータ行列があれば、

Load Text Fileダイアログボックスが出ます。 

例えば、スコープテキストファイルをオープンして2チャンネル分の

データを選択します。Channel Aにはデータをロードし、Channel B

はブランクのままにします（こうするにはポップアップメニューか

ら＜None＞を選びます）。 

テキストでの処理 

スコープでは単位やサンプル時間は直接読み取れません。データは電

圧として認知し、時間の単位は<Read Text Options>ダイアログボッ

クスで指定します。スコープのページにはデータポイントのセット番

号が含まれます：256、512、640、1024、1280、2560など。連続す

るデータポイント数がセット番号で無い場合は、セット番号を含む

ページにデータを分けます。データのページの一部にはゼロが付き、

必要なポイントを加えて1ページ分にします。 

テキストにペーストする

テキストはクリップボードからスコープに直接ペーストでき、同じ操

作でテキストが転入できます。データにページ番号が含まれていると

（<Copy Special...>コマンドを使って複写した場合や、ページ番号

が付いたファイルから複写した場合）、ページ番号も読み込みます。                                                          

<Copy Special...>を使ってコピーしたテキストには、表示している

ものを全てデータと見なし、実行した演算機能も含まれます。スコー

プはペーストしたデータを生データと見なし、演算機能も導入されま

す。

Figure 5–11 
Load Text Fileダイア
ログボックス
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印刷する

印刷機能で作業の表記やレポートの印刷をはじめ、説明などに使う

ハードコピーができます。Fileメニューには印刷に関するコマンドと

して<Page Setup...>と<the Basic Print>（キー操作は

<Command-P>）の二種類あり印刷する箇所により選択します。                                            

印刷用紙の設定

<Page Setup...>コマンドを選択すると、使用するプリンターの機種

に対応するPage Setupダイアログボックスが出ます。詳細は使用す

るプリンターに付いているユーザーズガイドを参考にします。セット

アップでは、印刷する紙のサイズなどを指定します。 　　　　　

Page Setupダイアログボックスには3種類の印刷オプションがありま

す。

波形の印刷レイアウト 

該当する<Waveform Printout Layout>ボタンをクリックすると1印

刷ページ当たり1～6データのページを印刷します。デフォルトは一番

左のボタンで、1ページ分のデータを1枚のペーパに印刷します。指定

するページの範囲はスコープのページに対応しています。右端のボタ

ンを指定すると、6ページ分のデータを1枚のペーパに印刷します。 

この機能はLazerWriter 8 のPage Setupダイアログボックスの

 <Layout>オプションと連動しており、1枚のペーパに4ページ分が印

刷でき最大24ページ分のデータを1枚のペーパに印刷できますが、時

間はかかります。 

高分画印刷 

<High-Resolution Printing>のオプションにチェックマークを付け

ると、使用するブリンターの最大分画能でスコープやズーム、X-Yウ

インドウを印刷します。例えば、イメージライターを使用する場合、

Figure 5–12 
波形印刷レイアウトの 
ダイアログボックス
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スコープでは144ﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁで印刷します。600dpiレーザライターを使

用する場合は、600ﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁの分画能で印刷します。こういった場合

の印刷は最大限高品質のものになりますが、スコープウインドウの印

刷には時間が相当かかります。                                                    

<High-Resolution Printing>を選択し無いとページのアイテム位置

精度がマッキントッシュの画面分解能72ﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁに制限されます。 

しかし、オーバビューやドラフトではこれで十分で印刷時間も速くな

り便利です。高分解印刷は、最終的なデータの印刷だけに利用する事

をお勧めします。    

注：できるだけ速く印刷したい場合は、最遅速のプリンタードライ

バーを使い、<Chooser>の<Background Printing>を<Off>にしま

す。     

高速印刷 

高速印刷（Faster Printing）を選択しない場合は、記録したデータ

をプリンタードライバーに転送します。そこでImage Writerや

Style WriterのようなQuick Drawプリンター用にQuickDrawコマン

Figure 5–13 
スコープの印刷行程

高速印刷On スコープでBit
画像を発生

Bit画像をプリン
タードライバーへ

プリンター画像を登
録(ドットに変換)

QuickDraw叉は
非PostScriptプ
リンター

PostScript対応
プリンター

PostScriptデータ
をプリンターに

プリンタードライブ用
QuickDrawコマンド

高速印刷Off

プリンター
ドライバー

スコープファイル
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ドをセットするか、LazerWriterなどの PostScript付きのレーザプリ

ンター用にPostScriptファイルを作成します。

Faster Printingを選択すると、チャートは印刷するデータのビップ

アップイメージを作成して印刷速度を速めます。　　　　　　　　　

しかし、ファイル自体や指定する分画能、プリンター、マッキントッ

シュの機種により印刷速度は左右されますので、必ずしも高速印刷が

できるとは限りません。上記の方法で印刷速度を設定し、サンプル

データで試してからご利用下さい。

高速印刷及び高分画印刷の両方を選択すると、スコープは指定したプ

リンターの分画能を決定してビットマップを作成します（そうでなけ

れば、72-dpiのビットマップで）。このラスター化した画像を

PstScriptに変換する換わりに、直接プリンターに転送します。これ

で時間を短縮し、多量のデータポイントを持つファイルが高率良く処

理されます。高分画で１ぺージ分のデータを画像化するには、スコー

プに十分なメモリー容量が必要です。メモリーが不足している場合

は、アラートボックスで警告します。

カラー印刷 Print Using Colour

このオプションでデータのカラー印刷ができます。Display Settings

ダイアログボックスでデータの表示カラーを指定します。カラープリ

ンターの機種によっては、サポートしない色もありますしディスプレ

イとは異なる色が印刷される場合もありますので、サンプルデータで

試してからお使い下さい。

プリントコマンド

Page CommentかClipboardウインドウがアクティブの時は<Print>

コマンドは無効表示となり選択できません。他の環境ではこのコマン

ドは有効となりますが、アクティブウインドウの種類や選択したデー

タの場所によってそれに対応したコマンドが出ます。ツールバーの

<Print>ボタンをクリックすると、プリントコマンドと同じ操作がで

きます。 

印刷コマンド 現行ウインドウ 印刷内容

Print… Scope 現行ページ又は一部

Print… Zoom ズームウインドウの中

Print Data Pad… Data Pad データパッドの内容

Print Notebook… Notebook Notebook の内容

Table 5–1 
印刷コマンド
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＜Print...＞コマンドを選択するとPrintダイアログボックスが出ま

す。このダイアログボックスの下に＜Print Current Page Only＞の

チェックボックスがあり、デフォルトでオンになっています。複数

ページを印刷する場合は、このチェックボックスをオフにしてページ

数を指定します。＜OK＞ボタンをクリックすると（叉はリターンか

エンターキーで）直ぐに印刷を開始します。    

Meanページにはページ番号がありませんので、このページを印刷す

るにはこれを表示させ＜Print Current Page Only＞チェックボック

スをオンにして印刷します。重ね合わせページも表示してあれば印刷

できます。                

ZoomやX-Yウインドウを含むデータを印刷する場合は、＜

Page Layout＞ダイアログボックスで、サイズや配置、画像の比率を

設定します。画像をドラッグしてそのページに再配置し（破線で位置

を確認できます）、その画像の右下のグレーボックスをドラッグして

サイズを調整します。画像をダブルクリックすると、ページに対応し

た最大の大きさに拡大します。＜Keep Shape＞チェックボックスを

チェックすると、画像は元のサイズに比例した比率で拡大縮小しま

す。1枚のペーパに複数ページのデータを印刷する場合（Page Setup

ダイアログボックスで＜Waveform Print Layout＞コントロールを

使い）は、そのページに複数の矩形印が出て＜Keep Shape＞チェッ

クボックスは表示しません。 

 

ファイル名、ページ番号、ページコメントも一緒に印刷します。長い

コメントは縮小し、長過ぎると省略して印刷します。                              

その
ページ
の好き
な箇所
にイ
メージ
をッド
ラッグ
する

 ここをドラッ
グしてイメージ
をリサイズする

これをオフ
にしてイ
メージを再
描画する

Figure 5–14 
Page Layoutダイアロ
グボックスl
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データパッドは、画面と同じように印刷されますが空欄はハードコ

ピーには印刷されません。ノートブックも画面と同じように印刷しま

す。印刷する文字はGenevaフォントです。但し、PostScriptレーザ

プリンターでなくて、ページセットアップダイアログボックスで

 <Font substitution>を指定した場合は別で、Helveticaが使われま

す。TrueType Genevaフォントを使っている場合は、どのプリン

ターを使っても最大分画能で印刷します。 

ファイルを印刷している間は（バックグランドで印刷する場合は、巻

き取り）小さいダイアログボックスが出ます。　　　　　　　

<Cancel>ボタンで印刷は停止します（叉は<Command-ﾋﾟﾘｵﾄﾞ>か

リターンキーを押す）。プリントモニターからも停止できます。 

ページコメント

ページコメント機能は、記録に注釈を付け特定のページにインフォ

メーションが書き込こむ機能です。コメントは記録後に入力し編集も

できます。ノートブックには、記録に関してより詳細なコメントが残

せます。ページコメントボタンがマーカの右のスコープウインドウ左

下にあります。アクテイブページに何かコメントが付いていると、こ

のボタンアイコンがブランクからマーク入りに変わります。このボタ

ンをクリックしてPage Commentウインドウを出します。ページコ

メントウインドウは標準通り、クローズボックスやタイトルバーが付

きスコープウインドウがアクティブの時には画面の移動、バックグラ

ンド表示ができます。 

Figure 5–15 
長いコメントと一緒に一
枚の用紙に4ページ分を
印刷する
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このウインドウの下のModifiedボックスには便利なインフォメーシ

ョンが表示します。記録したデータページの修正日時をはじめ、

Meanページがアクティブページの時はアベレージ処理したページ数

などが出ます。

ページコメントの印刷                                                  

スコープページを印刷する際はいつでも、コメントも波形の下に印刷

します。コメントが長いと、スコープ波形は印刷時に縮小（図5-15

参照）します。コメントが長過ぎると省略して印刷します。 

ノートブック

ノートブックはAppleメニューのNote Padと似ています。通常のノー

トブックと同じで特定のスコープファイルに割り込み（セーブし）ま

す。ノートブックにはコメント機能に比べて記録に関してより詳細な

記述ができ、通常は特定な時間に発生する特殊な情報などを簡潔に書

き留めます。 

そのページを修正した日時
やアベレージ処理したペー
ジ数などを表示

コメントはここに入力し、
修正もできます

次のペー
ジをめくる

前のペー
ジに戻す

このボタンをク
リックし挿入す
る日付けを設定

挿入する時刻を
設定

ここにメモを書
き込みます

Figure 5–16 
Notebookウインドウ
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ノートブックを使うには、Windowメニューから＜Notebook＞を選

択します。ノートブックウインドウは標準のウインドウで、クローズ

ボックスやタイトルバーを持ち画面内が移動でき、スコープウインド

ウがアクティブの時はバックグランド表示ができます。 

ノートブックはトータルで８ページ分あり、一つのファイルに関する

メモ書きとして利用できます。各ページ当たり最高32,000文字まで

書き込めます。 矢印のキーボードを使って、画面のスクロールがで

きます（ノートブックは1200文字位までしか印刷できませんので、

テキストをワードプロセッサに転送する場合問題となります）。                                                

ウインドウ左下の‘dog-ears’をクリックしてページ送りします。

ウインドウの下の<Delete>か、<Time>ボタンをクリックすると、

ノートに割り込みポイントの日時が表示します。                                            

<Cut>、<Copy>、<Paste>、<Clear>コマンドメニューが通常通り

テキストの編集に使用できますが、ノートブックには画像は挿入でき

ません。ノートブックウインドウの内容はファイルをセーブすると一

緒にセーブされます。 

ノートブックの印刷                                                    

ノートブックウインドウがアクティブの時はFileメニューの<Print>

オプションが<Print Notebook...>に変わります。このコマンドを選

ぶと、このウインドウ内容だけを印刷します。Printダイアログボッ

クスでノートブック全体の内容を印刷するか、指定したページ範囲だ

けを印刷するかを選択します（ノートブックが空白の場合は印刷しま

せん）。画面に出ている通りのページを印刷します。ノートブックの

中身はクリップボードに複写でき、ワープロに転送できて便利です。 

ファイルのバックアップを採る

コンピュータファイルのバックアップを採っておくのは大事な事で

す。コンピュータ自体は信頼できますが、ファイルの損傷、ディスク

の破損、故意に依るデータの消去など起こらない保証はありません。

重要なスコープデータは必ずバックアップを採るべきです。データの

バックアップソフトを使えば自動的にやってくれますし、自分でもバ

ックアップスケジュールが設定できます。オフサイトやインターネッ

トによるバックアップサービスも利用できます。
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スコープデータは大変上手く圧縮されていますので、データファイル

を保管してもそんなにメモリースペースは占めません。単に別のディ

スクにコピーするだけで十分です（コピー元と同じディスクは避ける

こと。ディスクが破損すると台無しです）。最も信頼できるメディア

は書き込み可能なCD、光磁器ディスク、ハードディスクです）。フ

ロッピーディスクは一時的なメディアと考えて下さい。

Window OSのコンピュータを使ってバックアップする際は十分注意し

て下さい。ファイルはMac OSからしか扱えません。Windowsシステム

はマッキントッシュのファイルは認知しません。Mac OSやその保管

プログラムで導入されたファイルはリソースフォークが損傷します

（Windowsファイルにはリソースフォークがありません）。　　　　

スコープV.3.6以前で創られたファイルを上記のように扱うと消失し

ます。スコープV3.6のファイルはリカバーはできますが、セッティン

グファイルは復帰しません。消失したリソースのファイルを開こうと

すると、スコープが立ち上がった時点でファイルがダメージを受ける

恐れがあると警告します。そのファイルのアイコンも消えた場合は、

ダメージはより深刻です。ファインダ内のファイル名に’.cfm’の拡張

子を付け強制的にスコープに認知させます。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　念の為、常に自分の

バックアップ体制を確保しておいて下さい。
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C H A P T E R  S I X

6  データの解析

データを記録する主な目的は、記録したデータを解析して情報を得る

事です。この章ではスコープが提供する解析オプションについて説明

します。波形は波形カーソルを用いて絶対値もしくは相対値として直

接読み取れ、スムージングなどのオフライン機能が生データに導入で

きます。使い易くて多用途なデータパッド、記録したデータを演算

し、統計として収録します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

また、Ｘ－Ｙウインドウではあるチャンネルを別のチャンネルに対し

て、データをプロットして表示します。スコープの持つパワフルな演

算入力機能をデータに応用すれば、さらに多くの情報が得られます。
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波形からデータを読み取る

記録が終了したらデータをスクロールし、記録したデータが直接読み

取れます。全てがデジタルなので、ペンレコーダのような読み取り誤

差も生じません。データは絶対値でも相対値でも読み取れます。ポイ

ンターをデータ表示エリアに移動すると（叉は時間軸上に）、各チャ

ンネの波形カーソルがそのポインターの位置の波形データを読み取り

ます。この場合カーソルパネルにポインターポイントの時間と、その

時間での両チャンネルの振幅値が波形カーソル・ディスプレイとして

表示します。 

ポインターはデータ表示エリア内では十字表示に変わります。波形

カーソルの形状はデフォルトでは十字になりますが、プレファレンス

ファイルで波形に合わせ変更できます。波形カーソルは不連続的に

データポイントからデータポイントを読み取ります（ズームウインド

ウで見ると良く判ります）。

<Error>ディスプレイボタンがオンの時は（黒地に白）、測定誤差も

表示します。FFTディスプレイモードでは<Error>ディスプレイボタ

ンはダイムの無効表示となり使用できませので、FFTでは誤差表示は

しません。

マーカを使う                                                          

マーカは、スコープウインドウ左下のメモリーボックスの上の欄にあ

ります。マークしたポイントをゼロとして、そこからの相対値として

データポイントを読み取ることができます。このリファレンスポイン

ト（ゼロポイント）をセットするには、読み取るチャンネルにマーカ

をドラッグし、波形の上でマウスボタンを離します。                                                      

ポインター位
置（及び波形
カーソル）の
時間

波形カーソル
位置の振幅値

エラーディス
プレイボタン

波形カーソル

ポインター

Figure 6–1 
波形データを読み取る
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<Option-ドラッグ>でマーカを波形以外の場所にもセットできます。

カーソルパネルの波形カーソルディスプレイを見ながら、データポイ

ントを決定します。また、ズームウインドウを使えばより正確にポイ

ントを選定できます。表示するページを変えてもマーカは同じ時間の

ポイントに留まったままで、波形上にマーカをセットすると、その同

じ時間の波形上にセットされます。波形上以外にマーカをセットした

場合はページを変えてもマーカの位置はそのままで移動しません。　

マーカをダブルクリックするか、スコープ（又はズーム）ウインドウ

の左下のボックスをクリックすると元の収納場所に戻ります。                                                        

マーカをセットすると、波形カーソルパネルの表示はマーカポイント

からの相対時間を表示します（△が前に表示）。マーカがセットされ

たチャンネルの振幅もマーカ点からの相対振幅値となります。マーカ

の無いチャンネルの振幅は、通常通り波形カーソルポイントの絶対値

で表示します。数値の前に付く△印は、差を表わす記号で絶対値表示

ではない事を示します。チャンネルが重ね合わせでマーカが波形上に

無い場合はマーカから最も近い波形からの相対値を読み取ります。 

ベースラインの設定と移動 

マーカはベースラインがゼロでない場合の補正にも使います。波形

データを記録した後に、そのベースラインが0Vでは無く補正が必要

な場合のオフセット補正に便利です。これにはオフセット補正の開始

ポイントにマーカをセットします。次に、マーカホーム叉は、マーカ

自体を<Commnd-ドラッグ>します。第二のマーカが同じチャンネ

ルに出ますので、オフセット補正する終了ポイントにセットします

（Command-Option-ドラックでマーカは波形に関係無く移動でき

ます）。両者のマーカ間を破線がベースラインとして表示します。          

 マーカからの相対時間

マーカからの振幅相
対値

マーカ
絶対振幅値

Figure 6–2 
マーカからの相対値の読
み取る
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ベースラインに沿った振幅値はゼロにセットされ、カーソルパネルの

波形カーソルディスプレイの時間は絶対値表示で、そのチャンネルの

波形の振幅値はペースラインからの相対値になります。 

ベースラインは指定したページの指定するチャンネルに導入されま

す。ページを変えると、波形を固定するベースラインはかなり移動し

ます。波形非従属にしておくと、そのままで移動しません。一方の

マーカを取り除くと両方とも消え、ベースラインも消失します。ベー

スラインの傾斜を垂直か垂直近くにしようとすると、ベースラインが

消失し両マーカもホームに戻ってしまいます。      

X-Yディスプレイモードの場合は（時間表示が無いので）、ベースラ

インはセットできません。従ってマーカの複製も出ません。FFTディ

スプレイモードの時はベースラインのセットはできますが、FFTを標

準のスコープ画面に切り替えると、ベースラインとマーカは消失しま

す（これはベースラインは特定のモード用で、別のモードには対応し

ない為です）。 

マーカミニウインドウ

マーカポジションを表示するには（ベースラインのセット時は両マー

カとも）、Windowメニューから<Marker>を選びます。マーカミニ

ウインドウが、アクティブウインドウの前に出ます。タイトルバーを

ドラックすると画面内を移動でき、閉じるにはクローズボックスをク

リックします。このウインドウは三つに分かれており、マーカが付い

たチャンネル名、マーカポジションの時間、振幅値を表示します。

マーカを使っていない時は、チャンネル名の欄が<off>となり下の部

分が空白になります。 

ポインター位置の時間

ベースラインから波
形カーソル位置の相
対振幅値

マーカ

ポインター

複製マーカ

ベースラ
イン

Figure 6–3 
ベースラインの設定
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<Set...>ボタンをクリックすると、<Set Marker Position>ダイアロ

グボックスが出ます。ここでマーカやベースラインポジションの変

更、設定ができます。所定の項目欄に数値を入力して<OK>ボタンを

クリックすると、ベースラインが導入できます。 

<Off>のラジオボタンをクリックするとマーカが消えそれ以外では対

応するチャンネルにマーカが出ます。<Lock Marker to Waveform>

チェックボックスをマークすると、マーカは対応する波形振幅値にロ

ックされ、その入力欄がダイム表示となり数値入力は不可となりま

す。このチェックボックスを<off>にすると、マーカは波形とは無関

係に縦軸、横軸ポイントが登録できます。<Marker-1>と

<Marker-2>の入力欄に数値を入れると任意のベースラインが引けます。

 

X-Yディスプレイモードの時は、マーカミニウインドウの上に<ON>

が表示し、下の欄には振幅値が表示します。マーカは1つしかありま

マーカがアクティブのチャンネル

アクティブチャンネルでのマーカ
ポジションの時間と振幅値

アクティブチャンネルでの複製マーカポジ
ションの時間と振幅値

マーカポ
ジション
の振幅値

マーカポ
ジション
の時間

Figure 6–4 
マーカミニウインドウ

Figure 6–5 
セットマーカポジション
のダイアログボックス
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せんのでベースラインは出ず、<Set Marker Position>ダイアログボ

ックスは無効表示になります。このダイアログボックスでマーカポシ

ションをセットすると、マーカは常に波形には従属されずに移動でき

ます。 

バックグランドサブトラクト

セッティング（ベース、レンジ等が）が同一のファイルでは全ページ

からある波形分をサブトラクト（差し引く）してバックグランドペー

ジとする設定ができます。この機能は非線形のベースライン・サブト

ラクトなど、数々の応用が効きます。このリファレンストレースは言

ってみれば溶媒の様なもので、それに化合物を加えた溶液から溶媒を

取り除けば化合物の量が判ります。同じように、ノイズの多いバック

グランドから僅かなシグナルを取り出して、刺激のアーチファクトを

除去し非廻旋状の単純な形にします。トリガーを使って波形の位相を

ロックすると、ファンダメンタルを除去した（純粋なシネソイドテス

トで）歪みの解析ができます。                                                

バックグランド・サブトラクションを設定するには、バックグランド

にするページをアクティブにし、<Display>メニューから

<Subtract Background>を選択します。アクティブページの波形は

そのバックグランドページから差し引かれ（ゼロの値の線形波形を表

示）、同じタイムベースとレンジを持つ同一ファイルのページは全て

差し引かれます。セッティングが異なっていると、歪みやグリッピン

グが生じます。バックグランドページのページボタンにはページ番号

に下線が出ます。                                                    

バックグランドページを設定しておくとメモリー保存されるので、同

一ファイルではサブトラクトする波形をセットする必要はありませ

ん。従って、キャリブレーションページのファイルを設定し、新しい

データからサブトラクトして、最適なバックグランドページをセット

Figure 6–6 
X-Yディスプレイモード
でのセットマーカポジシ
ョンのダイアログボックス

 バックグランドページ



Chapter 6 — ÉfÅ[É^ÇÃâ êÕ 103

しておき、次に新たなファイルをオープンすれば、そのバックグラン

ドサブトラクション処理したデータが得られます。

また、バックグランドページをメモリーしておけば、バックグランド

ページボタンを見る必要がなく、<Display>メニューの

<Subtract Background>と、<Clear Background>はダイム表示と

なります。                          

<Subtract Background>コマンドは<Don't Subtract Background>

コマンドと切り替えになっています。両者とも、バックグランドペー

ジのメモリーに残り、オープしたファィルの波形からサブトラクトす

るか否かの選択ができ、サブトラクト前と後の比較ができます。

 Displayメニューから<Clear Background>を選ぶと、メモリーから

バックグランドが消え生データが再度収録されます。
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データパッド

データパッドは使い易く、フレキシブルで機能的な解析を提供しま

す。データッドには波形データからの直読値や演算数値として32列ま

で記録でき、最大32,000行のデータ値が収録できます。各表記セル

には最大255文字まで、1行当たり合計2000文字が32列までに表記で

きます。また、テキストファイルとしてセーブして、クリップボード

へその一部、叉は全てを複写し別のアプリケーションに転送できま

す。データパッドを立ち上げるには、ウインドウメニューから

Data Padを選択します。        

データパッドは標準のウインドウで、クローズボックス、サイズボッ

クス、タイトルバーがあり、画面上を移動したりスコープウインドウ

がアクティブの間はバックグランド表示ができます。また、右端下の

サイズボックスを使ってリサイズでき、ズームボックスをクリックす

ればウインドウサイズが切り替わります。

現行の選択範囲やアクティブポイントのインフォメーションが表題の

上下に表示します。表題の下は太線で記録データと区分されていま

す。スコープでのアクティブポイントは、データディスプレイエリア

を最後にクリックしたポイントです。データをデータパッドに加える

と、新たなデータが現行データ欄の下に記録されます。スクロール

バーを使えば表示欄が移動できます。パッド内のデータは、ウインド

ウの左上のボタンで表わされる二種類のツールを使って操作します。

デフォルトで<Row>ツールを指定します（左側のボタンで、上向き

矢印記号が強調表示します）。この場合には、ポインターはデータエ

リア内で太十字に変わります。データ行をクリックして選択するか、

シフト－クリックかドラッグで複数のデータ行が選択でき、不必要な

セルボタン

現行の選
択範囲の
データ

項目の表題

ポップア
ップメニュー

記録した
データ

行ボタンFigure 6–7 
データパッドウインドウ
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ものは消去したり、クリップボードへカット＆コピーします。　

<Cell>ボタン（Ａの表示）をクリックすると、ポインターはデータエ

リアでＩビームに変わり通常の方法で各欄の修正ができます。　　　

<Cell>ボタンをクリックするとデータ行の指定が外れます。　　　　

ウインドウ右のポップアップメニューで、データパッドにブランク行

を加えたり現行に三行分加え表題で表記します。これはセッティング

の変更を記録したり、別のアプリケーションにデータを転送する場合

に使います（表題の上付き、下付き文字はデータパッドでは標準文字

に変換します）。また、新規ファイルをオープンする際に、データパ

ッドの設定をセーブするかどうかが選択できます。セーブするとコマ

ンドメニューの横にチック記号が付きます。これは現行のファイルだ

けに導入できます。<Auto Add>コマンドを選択すると、指定する

データを記録モードに係わらずスイープ毎にデータパッドに記録しま

す。      

表示列の幅は表示するデータや表題に合わせて変更できます。幅を狭

くすれば、より多く画面に出すことができ、幅を右へ広くすれば添付

するコメントが多くなります。表題の間の太線上にポインターを置

き、必要な幅までドラッグして表記列の幅を調整します。 

データをデータパッドに書き加える

スコープウインドウ内のセレクションデータをデータパッドに加える

には、コマンドメニューから　<Add to Data Pad>を選択するか、

<Command-D>を入力します。ページ全体のデータを添付する場合

は、そのページ全体を選択します。選択範囲が無いとアクティブポイ

ントのデータが転送します。ショートカットとして、データディスプ

レイエリアをダブルクリックすると、その点のデータが転送します。

ズームウインドウからもデータは転送します。データを拡大し、ポイ

ンターポジションのデータを転送します（ズームウインドウではエリ

アの選択はできません）。                                                  

データは<Data Pad Column Setup>ダイアログボックスの設定に基

づき記録されます。デフォルトで、最初の2列分はチャンネルの平均

値を記録するようにセットされています。

段落の設定

前に説明した様に、データは<Data Pad Column Setup>ダイアログ

ボックスの設定に基づき記録されます。このダイアログボックスは表

題をクリックすると表示し、1-32のカラム番号が付きます。 
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調整したい表記列に移動するには（複数の列を迅速に設定するのに

）、ダイアログボックスのタイトル横の矢印をクリックするか、キー

ボードの左右矢印キーを使います。どのチャンネルのデータを取るか

は、ダイアログボックス右のチャンネル・ポップアップメニューで指

定します。二種類のスクロールリストから記録するインフォメーショ

ンの形式を設定します。左側で総体的なインフォメーションのタイプ

を指定し、右側でそのセットで利用できるオプションを選定します。

リストの下の欄には指定したオプションの要約した説明文が出ます。

 

<Off>：表記列をオフにします。データは記録されません。               

<General Statistics>：平均、標準偏差、平均の標準誤差、選択範囲

の積分値を記録します。選択範囲の最大最小データポイント値（及び

その差）、それを記録した時間、選択範囲内のデータポイント数を表

記します。                  

<Selection Information>：選択範囲があるとその開始時間、終了時

間及びその間隔を表記します。                                                  

<Cursor>：アクティブポイントの時間と振幅を表記します。選択範

囲があると表示しません。                                                      

Figure 6–8 
Data Pad Column Setu
pダイアログボックス
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<Slope>：指定した波形エリア内の最大最小スロープや、選択範囲の

平均スロープとアクティブポイントでのスロープを記録します。                    

データが記録されると３種類のラジオボタンで指示します。上のボタ

ンを指定すると、スコープウインドウでどのデータを選択しても、チ

ャンネル・ポップアップメニューで選択したチャンネルに関するイン

フォメーションを記録します（例えば、チャンネル Aでエリアを指定

しても、チャンネル Bのインフォメーションが記録されます）。真ん

中のボタンを選択すると、セレクションを含むチャンネルだけのイン

フォメーションが、そのチャンネル表記列に記録します。下のボタン

は、複数のチャンネルをセレクトしても、若い番号のチンネルだけの

インフォメーションが（例えば、チャンネル AとBを選ぶとチャンネ

ル Aを）記録します。                                                          

<Compact Data>チェックボックスは、真ん中のラジオボタンと一緒

に使用します。例えば、同じ刺激を加えた後に、別の時間間隔で別の

チャンネルからデータを選択すると、データパッドの同一行に全デー

タを表記します（チェックボックスをオフにすると、各入力データは

別の行に記録します）。データパッドの持つ様々な機能は、ファイル

やブロックに関する情報を素早く見つけるのに大変便利です。データ

パッドを利用すれば、小バックグランドウインドウにアップデートで

必要な情報が表示できます。                      

さらにミニウインドウに現行の演算値を表示させたり、データパッド

の特定の段落で読み取った値を表示させることも可能です。データパ

ッド・カラムセットアップダイアログボックス内のミニウインドウの

チェックボックスをクリックすれば、ミニウインドウを表示したり消

すことができます。また、ミニウインドウのタイトルバーをドラッグ

して画面上を移動したりクローズボックスで消したり、ウインドウを

クリックすれば再度ダイアログボックスが呼び出せます。

印刷

データパッドウインドウがアクティブの時はFileメニューの<Print>

オプションは<Print Data Pad...>に変わり、このコマンドを選択す

るとウインドウの内容を印刷します。データパッドの幅が広い場合は

複数ページにまたがって印刷されますが、個々の表記列はそのまま残

ります。 

Figure 6–9 
Data Pad Valueミニウ
インドウ
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平均ページ

スコープの平均ページは複数ページの波形の平均を表示します。　

ページボタン（ページボタン番号の左端）をクリックするか、矢印

キーで平均ページを表示します。ページの平均は重ね合わせる最初の

ページと、同じサンプル数で同じサンプリング速度（単位変換をして

いれば同じ単位設定で）のページを重ね合わせたものです。平均ペー

ジがアクティブの時は、<Page>コマンドウインドウの下段に平均し

たページ枚数が表示します。重ね合わせページは通常通りダブルクリ

ックか<Command>-クリックで、あるページを削除したり加えたり

できます。 

注：単位変換を平均ページに導入すると、重ね合わせた全ページに同

　　じ単位がセットされます。                                              

Meanページの振幅軸のレンジディスプレイは、平均したページの範

囲を表示します。重ね合わせた波形は、この平均レンジのスケールに

対応します。 

FFTやX-Yディスプレイもアベレージ処理できます。スコープは各

ページのプロットを演算して同時に値を平均します。平均ページには

ページ番号は付きませんし、アクティブページでPrintダイアログボ

ックスの<Print Current Page Only>チェックボックスがオンの時し

か印刷できません。重ね合ったページの波形が表示していれば印刷し

ます。多数のページを平均処理した重ね合わせ表示（平均ページ）を

印刷すると、時間が相当かかります。重ね合わせページの波形を消す

には、Displayメニューから<Hide Overlay>を選択します（コマン

ドメニューはShow Overlayに変わります）。 

2ページ
目を重ね
書き

4ページ目を重
ね書き

平均波形

Mean page

Figure 6–10 
平均ページの表示



Chapter 6 — ÉfÅ[É^ÇÃâ êÕ 109

X-Yディスプレイ

Displayポップアップメニュー（スコープウインドウの右下のページ

ボタンの左）からX-Yを選ぶと、データディスプレイエリアにはチャ

ンネルBのデータ（水平軸）に対してチャンネルA（垂直軸）を表示

します。X-Yプロットは時間軸を外して時間に対する両者の変動を見

るのに使います。                        

例えば、圧力と温度の時間による変化を測定しX-Yディスプレイで圧

力と温度との関係が見れます。また、ペースメーカ刺激とその結果生

じる心拍との相関関係や、外部の磁界変動のヒステリシスループに対

する磁気誘導との相関性などを知るのに便利です。 

X-Yウインドウは標準のウイントウで、クローズボックス、サイズボ

ックス、タイトルバーを持ち、画面の移動やスコープウインドウがア

クティブ時にはバッグランド表示します。スコープウインドウで1チ

ャンネルしか記録していない場合には、X-Yディスプレイはグレー表

示となります。波形のパターンや表示カラーは、Display Seting（

X-Y）ダイアログボックスで設定します。X-Yディスプレイセッティ

ングは標準のスコープディスプレイ通りには機能しません。印刷は通

常通り機能します。ポインターがデータディスプレイエリアに有る時

は、波形カーソルはポインターに最も近いX-Y波形上をトレースしま

す。Cursolパネルの波形カーソルディスプレイはポインターが有る位

置の時間と、振幅値を両チャンネル供同時に表示します。波形が重な

InpuB軸

分画ハ
ンドル
はダイ
ム表示
で使用
できま
せん

Input
A軸

スケー
ルポッ
プアップ

波形カー
ソル

ポインター

Figure 6–12 
X-Yディスプレイ

Figure 6–11 
ディスプレイポップアッ
プメニュー
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り合って波形から特定のセクションを読み取るのは難しいので、エリ

アを指定してズームウインドウで拡大します。　　X-Yディスプレイ

のサンプリングは、記録するサンプリング速度には影響しません。 

FFTディスプレイ

Displayポップアップメニュー（スコープウインドウの下のページボ

タンの左、図6-11）からFFTを選ぶと、各チャンネルのデータディス

プレイエリアにそのデータのスペクトラム（通常は振幅スペクトラム

係数）を表示します。FFT（高速フーリエ変換）は時間の関数データ

を周波数変域に変換してスペクトラム演算します。 

スペクトラムは時間関数波形を周波数強度として表示するものです。

例えば、FFTを使って様々な成分－アルファ、ツェータ等の－にEEG

波形を分けるのに利用します。また、心拍波形の不規則性が不整脈に

当たるかどうかの指針にしたり、ペースメーカから刺激を出すかどう

かの判断にも応用されます。FFTディスプレイを選択してもスコープ

ウインドウの通常の機能は働きますが、水平軸は時間の換わりに周波

数になり単位はHzで表わされます。波形のパターンや表示カラーは

 <Display Settings(FFT）>ダイアログボックスで設定します。ここ

でのセッティングは通常のスコープウインドウには適応されません

（FFTは本来、垂直線の棒グラフとして各データポイントを表わしま

す）。      

軸は周波数：単位
は1/t

Figure 6–13 
FFTディスプレイ：上の
チャンネルは対数、下は
線形
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ポインターがデータディスプレイエリアにある時には、波形カーソル

はFFT波形上をトレースします。Cursorパネルの波形カーソルディ

スプレイは周波数fを示し、ポインターの有る波形ポイントの振幅を

両チャンネルとも周波数として表示します。FFTディスプレイのサン

プリングは記録するサンプリング速度には影響しませんが、遅いコン

ピュータでは演算処理によってスイープ間隔には影響します。これで

問題が生ずるようならば、記録した後にFFTディスプレイを使いま

す。 

FFTオプション

<FFT Options...>コマンドはDisplayポップアップメニュー（図

6-14）の上にあります。これを選択するとFFT Optionsダイアログ

ボックスが出ますので、ウインドウ機能を選択して導入します。

FFTはデータを周期波形のサイクルの積分値と仮定します。ウインド

ウ処理機能は、この仮定により生ずる不確からしさを補正する為に用

います。マド（FFTで使用するデータポイントの選択範囲）の端の

データの重要度を減らすように作用します。どれを選ぶかは、解析す

るデータのタイプやスぺクトラムから得たいインフォメーションによ

り全く異なります。どのオプションが最適かは、その分野の文献を参

考にしたりして決めます。詳細はAppendix Cを参考にして下さい。 

垂直軸スケール

デフォルトでFFTディスプレイは線形で、振幅が表わす高さはその周

波数の波形を示めします。垂直軸の単位はスコープウインドウで設定

した単位から誘導します。FFTディスプレイをディスプレイモードに

選ぶと、振幅軸エリアの<Scale>ポップアップメニューにはエキスト

ラオプションの選択ができます。 

Figure 6–14 
FFTオプションのダイア
ログボックス 



112 Scope User’s Guide

<Log Scale>：このオプションはlog対数表示をします。垂直軸単位

はデシ ベルdBで、設定した比較レベル（Attenuationは0dB）に対

する垂直スケールを持っています。これを選ぶと、コマンドメニュー

は<Linear Scale>に換わり、これを選ぶと再度線形FFTディスプレイ

になります。                     

<Reference Level>：アットネータ0dBで表わされるスペクトラル線

の値は、<0dB Ref Level>ダイアログボックスで設定します。Scale

ポップアップメニューから<Set 0dB Ref Level...>を選ぶとダイアロ

グボックスが出ます。 

このダイアログボックスに入力する数値は、logスケールを使う場合

は0dBに対応します。デフォルトで0.775（0.6の平方根）にセットさ

れおり、これが標準基準規格ですが変更するとスケールのゼロ値がシ

フトします。デシベルは比率スケールで、ゼロで1:1です。矢印で10

倍単位でディスプレイグラフは拡大、叉は縮小します。 

ユニットコントロール

Figure 6–15 
FFTディスプレイを選択
した場合のスケールポッ
プアップメニュー

Figure 6–16 
0dB Reference Level 
ダイアログボックス
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演算機能

デフォルトでスコープは生データを記録し、Computed Inputは機能

しません。しかし時には生データに何等かの演算処理をした方が、オ

リジナルデータをより良く理解ができる場合あります。　　　　　　

例えば、測定した流速を積分処理すると肺気量が記録できます。ス

コープには数多くのパワフルな演算入力機能があります。　　　　　

また、スコープは常に生データをメモリーに収録しており、演算機能

を停止すればいつでも元のデータに変更できます。                            

Computed Inputダイアログボックスを使って、様々なソートを導入

して波形データをセットアップできます。　　　　　　　　　　

Displayメニューから<Computed Functions...>コマンドを選択する

か、<Command-F>でダイアログボックスが出ます。　　　　　　

さらにダイアログボックスのDisplayポップアップメニューから両チ

ャンネルを色々組み合わせてディスプレイできます。　　　　　　　

選択した<Function>は、セッティングを変更しない限りそのファイ

ルの全ページに適応されます。 

スコープ
ウインド
ウに表示
する内容

入力信号
に導入す
る演算機
能の数式

演算用の
ユニット
コント
ロール

チャンネ
ルのファ
ンクショ
ンコント
ロール

Figure 6–17 
演算機能ダイアログボッ
クス
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サンプリング速度

<Computed Input>機能はサンプリング速度には影響しませんが、連

続するスイープ間の間隔には影響します。データ処理に要するスピー

ドは直接マッキントッシュの速度に依存しますので、遅いモデルでは

この間隔は長くなります。これが問題になるなら、サンプリング後に

演算処理機能を使います。 

単位

機能によっては表示するデータの単位（垂直軸の）が変更します。単

位がボルトなら単純ですが、単位変換機能で設定した単位も変更しま

す。 二つの波形を同時に演算処理すると単位は融合します。波形を

加えたり差し引いたりする場合は、両波形の単位は同じであるべきで

す。異なっていると、振幅軸には？が付きます。積分処理した波形の

単位はその波形を囲む両軸単位を乗じたものになり、微分波形の単位

は垂直軸単位を水平軸単位で割ったものになります。

ディスプレイファンクション

ダイアログボックスの上のDisplayポップアップメニューで、スコー

プウインドウにディスプレイするものを指定します。　　　　　　　

デフォルトでは<Ch A & B>で、通常両チャンネルを表示します。ど

ちらか一方だけの表示にも変更できます。この場合一方のチャンネル

を<Off>にするものでは無く、表示はしませんが記録はしています。

また、別のチャンネルを加えたり、掛け合わせたり、差し引くことも

可能です。                                                        

これらの機能は大変便利です。例えば、<Subtraction>で現存するバ

ックグランドシグナルを取り除いたり、1チャンネルを無視して別の

チャンネルだけを記録できます。1チャンネル目に電流を記録して、2

チャンネル目に電圧を記録し時間を離れて掛け合わせると、瞬間的な

パワー（ﾜｯﾄの単位で）が得られ、データパッドを使ってそのページ

の平均を求めれば、平均電力量が得られます。 

チャンネルファンクション

このダイアログボックスにはChannel A用とCahnnel B用のパネルが

有り、両チャンネルの機能が別個に設定できます。複数の機能を導入

する場合は、パネルの上から下の順で実行します。例えば、波形を最

Figure 6–18 
演算機能のディスプレイ
ポップアップメニュー
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初はスムージング処理して、次にシフトする場合などです。ダイアロ

グボックス下のディスプレイパネルでこの順番を表示します（ディス

プレイセッティングと同様に）。 

スムーズ<Smooth>

データをスムージング処理すれば、不必要な高周波数成分やノイズ、

波形のクラッターなどが除去できます。コントロールをゼロにセット

すると、スムージングはオフ（デフォルトで）になります。数値を大

きくするとスムージング効果が増大します。コントロールの上下矢印

をクリックして、数値を増減するか、直接入力欄に数値を入れスムー

ジング効果の度合を設定します。設定値は1～50迄です。この数値は

スムージング処理では平均する基準ポイントの前後のポイント数に当

たり、移動平均を示します。波形の両サイドでは、できるだけ多くの

ポイントを使って平均化処理します。スムージングは変動する波形に

は効果的ですが、変動が速過ぎる波形にはスムージング効果は少な

く、遅速変動波形には有効に作用します。 

シフト<Shift>

シフトコントロールで波形を水平方向に移動します。これを利用する

と別のチャンネルの波形と直接比較できます（例えば、僅かな移相差

しか無い両波形を同一線上で比較する場合）。コントロールをゼロに

するとシフトは解除します（デフォルト設定）。上下矢印をクリック

して調整するか、直接入力欄に数値を入れます。＋の数値で右に移動

し、－の数で左に移動します。数値はデータポイントの集積数で、最

大シフト数は±2560（最大ｻﾝﾌﾟﾙ／ｽｲｰﾌﾟ数です）。

スムーズ処理していな
いオリジナル波形

Value 1のス
ムーズ処理

Value 2のス
ムーズ処理

Value 4
のス
ムーズ
処理

Figure 6–19 
波形をスムーズ処理した
効果
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演算<Math>

Mathコントロールは単純に定数を波形に演算処理する機能です。 　

デフォルトは<None>です。選択はポップアップメニューから行ない

ます（図6-20参照）。                                                      

<Add or Subtract>：波形データに定数を加算、叉は減算して垂直方

向にシフトさせます。入力欄には±30,000まで設定でき、小数点以

下4桁までセットできます（－の数値を入れる場合はハイフンを入

力）。基本単位はボルトか単位変換機能で設定します。数値の調整は

上下の矢印キーをクリックして設定します。

<Multiple or Divide>：いずれかを選択すると入力欄が有効表示に変わ

ります。設定値は±30,000までで、小数点以下4桁までセットできま

すが（－の数値を入れる場合はハイフンを入力）、ゼロは無効です。                          

<Invert or Absolute>：この内のいずれかを選択すると、コントロー

ル数値入力欄は無効表示のままです。<Invert>は波形の符号を変

え、-1を乗じたのと同じ効果が得られ、＋値は－値に変わります。

 <Absolute>は波形の符号とは無関係な絶対値で波形をディスプレイ

します。 

ファンクション<Function>

Functionポップアップメニューで波形に導入できる機能が選択でき

ます。デフォルトは<None>です。                                                

<Reciprocal>：この機能は波形を逆数表示するもので、データポイン

トxを1/xとします（ゼロは無限）。測定値の逆数を知りたい場合に

使います。例えば、頭のてっぺんからの反射光により禿げ具合を測定

する実験では、頭髪密度は反射光量の逆数に比例すると考えられま

す。                                

オリジナル波形

演算波形

Figure 6–20 
Mathポップアップメニュー

Figure 6–21 
波形のインバート（左
下）とアブソルート（右下）

Figure 6–22 
ファンクションポップア
ップメニュー
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<Square>：これは単純に波形の面積を表示する機能です。波形が常

に＋の値を示すという条件下では、この機能を使って周期波形を絶対

値処理する際に生じ得る尖点が回避できます。                                            

<Integrate>：Integral機能は波形の下の面積部分を読み取り、時間

に対するデータポイントの累積総数を算出します。＜Integral＞で

は＋累計値と－累計値とが同じになるとゼロになります（図6-21

）。スパイロメータを使って（MacLab ML140 スパイロメータ等

の）流速の代わりに流量を求めるのに使えます。 

<Differentiate>：この機能は波形を一次微分処理します。シグナルの

スロープやレートの変動の情報がより多く得られます。例えば、容器

中の溶液量をフォーストランスジューサを使って重量で記録する実験

では、このデータプロットを微分処理すれば容量の変化率、即ち流速

が求まります。 

Differentiate機能は特にノイズの影響が大きいので、スムーズコント

ロールを使ってスムージング処理をすると効果的です。 

Figure 6–23 
Integral:矩形波をイン
テグラル処理すると三角
波になります
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C H A P T E R  S E V E N

7   スコープのカスタマイズと

自動化

スコープにはカスタマイズや自動化を幅広くサポートするツールが含

まれており、便利で使い易くなっています。各種のコントロール項

目、メニューやコマンドメニューをロックしたり、隠したり、変更し

たりしてカスタマイズできます。マクロ命令を使って複雑なタスクを

スピードアップしたり、自動化したり、ファイル内のメニューに収録

して新たなメニューが創れます。記録のコントロールや出力電圧など

を指定してタイムスケジュールが規定できます。また、デジタル入出

力を使って外部装置をコントロールしたり、外部刺激に対する反応に

自動的にコメントを挿入させて管理します。　　　　

この章ではスコープのプレファレンス、カスタマイズオプション、記

録の自動化、及びそのコントロール機能について詳しく説明します。
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プレファレンス

ディスプレイセッティングや記録コントロール内の各種オプションを

使えば、スコープが簡単にカスタマイズできます。また、コントロー

ルやメニュー、コマンドメニュー（及びキー操作）をロックしたり、

隠したりできます。 パワーラブを教材用として利用する場合は、こ

の機能を利用すれば操作が簡便になるので大変便利です。                                              

エディットメニューのプレファレンスには<Options>をはじめ

 <Menus>、<Controls>及び、<Start-UP>と４種類のコマンドメニ

ューがあり、スコープのパフォーマンスやディスプレイを管理しま

す。 

オプション

<Otions...>サブメニューコマンドを選択すると、スコープオプショ

ンのダイアログボックスが出ます（図7-1：デフォルト設定）。　　

３種類のパネルでディスプレイと記録のセッティング、

<Waveform Cursol>、<Time Base Controls>を調整します。セッ

ティングが終了したら<OK>ボタンをクリックして実行します。

Figure 7–1 
スコープオプションの
ダイアログボックス
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ディスプレイと記録

４つのチェックボックスから選択します。アクティブ箇所がハイライ

ト表示になります。チェックボックス又は、横のファンクションをク

リックするとファンクションのオン、オフ切り替えができます。                       

<Keep Partial Data>:このチェックボックスをオンにすると、中断し

たスイープから得られたデータを保持してページの一部として記録

し、残りはゼロとします。オフにすると（デフォルト設定で）、部分

的なスイープデータは無効となります。時間が長いスイープを扱う場

合に便利です。 

<Show Display Control>：このチェックボックスをオフにすると

Displayポップアップメニューは隠れます。この機能はディスプレイ

コントロールを簡素化することで、X-YやFFTディスプレイセッティ

ングに慣れていない人や学生を混乱させたく無い場合に有効です。　

ディスプレスセッティングは、このコントロールを隠す前に済ませて

おきます。                                        

<Always Sample on Empty Page>：デフォルト設定では別のページ

をディスプレイしていても、現行ファイルの次の空白ページから記録

は始まります。このチェックボックスをオフにすると、アクティブ

ページに記録しますので現行のデータは書き換わります。しかし複数

スイープではデータを記録したページには記録せず、空白ページに変

えないと作動しません。              

<Stimulator Independent of Sampling Speed>：このチェックボック

スをオフにすると、Stimulatorダイアログボックスで設定した刺激波

形は、サンプリング速度が変わると自動的に水平軸はそれに対応して

変わります。そのため刺激波形はスイープに対応します（スティム

レータレンジはいつも別個にセットできます）。　　　　　　　　　

チックボックスをオンにすると（デフォルト設定）刺激波形はサンプ

リング速度とは無関係となり、サンプリングセットアップで行なった

変更には対応せず刺激は元の設定のままです。                              

波形カーソル<Waveform Cursor> 

波形カーソルコントロールで波形カーソルを選択します。カーソルの

形状には４種類あり、デフォルト設定のものは四角の太線で囲んだハ

イライト表示します。カーソル形状ボタンの一つをクリックし、波形

をトレースする際に見易いの思うカーソル形状を選びます。                                                

Figure 7–2 
ディスプレイのポップ
アップメニュー
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タイムベース<Time Base> 

<Time Base>ラジオコントロールボタンでTime Baseコントロールパ

ネルの表示を管理し、二つの設定欄でサンプリングをコントロールし

ます。デフォルトで<Time per Sweep>ラジウボタンがオンになりま

す。設定するボタンをクリックしてセッティングを行ないます。　　

<Time per Sweep>ラジオボタンがオンの時は、各スイープに費やす

時間はTimeポップアップメニューで設定しｻﾝﾌﾟﾙ/ｽｲｰﾌﾟ数はSamples

ポップアップメニューで決めます。Speed/Timeディスプレイはサン

プリング周波数を表わします。                                    

<Time per Div>ラジオボタンがオンの時は、スイープの各division

で費やす時間をTimeポップアプメニューで設定します。ｻﾝﾌﾟﾙ/Div.

数はSamplesポップアップメニューで決め、Speed/Timeディスプレ

イは/Div.で表わされます。デフォルト設定でサンプリング速度と同

じレンジとなり、常に12.8div./ｽｲｰﾌﾟです（表3-1）。                                                           

<Sampling Frequency>ラジオボタンがオンの時は、サンプリング

速度は直接Freq.ポップアップメニューでセットします。ｻﾝﾌﾟﾙ/ｽｲｰﾌﾟ

数はSamlesポップアップメニューで設定し、Speed/Timeディスプ

レイは各サンプルに要す時間となります。表3-2の様に、選択範囲は

幅広く取れます。

メニュー

６つのスコープメニュー（File、Edit、Setup、Commands、

Windows、Macro）とそのコマンドは、Menusダイアログボックス

を使って設定します。Menusダイアログボックスは<Menus...>サブ

メニーコマンドを選択すると表示します。また、メニューやコマンド

メニューをロックしたり表示せずにスコープのセットアップが簡素化

できます。このダイアログボックスは最初Fileメニューを表示しま

す。ダイアログボックスのタイトルの矢印キーをクリックするか、

Time perSweep Time per Div Sampling Frequency

Rate/Time displ

Figure 7–3 
同じサンプリング速度
での三種類のタイム
ベースパネル
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キーボードの左右の矢印キーを押してダイアログボックスを移動しま

す。変更が終了したら<OK>ボタンをクリックします。

メニューが長いと全体を１画面では表示できませんので、下の矢印を

クリックし（又は、キーボードの下方矢印キーを押す）、メニューを

下方に移動します。元に戻すには、メニューの上に出る矢印をクリッ

ク（又は、キーボードの上方矢印を押す）します。デフォルトで、メ

ニュータイトルとメニューの全項目には左にチェックマークが表示

し、全メニューコマンドのパッドロックはオープンになり、全て表示

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　チェックマークをクリックするとペケ印に変わり、その項

目は表示しません。そのメニュータイトル横のチェックマークをク

リックすると、そのメニューは表示せずにスコープウインドウに戻す

とメニューバーも表示しません。コマンドメニューや分割線の横の

チェックマークをクリックすると、表示もせずメニューにも出ませ

ん。コマンドキー操作も効きません。ペケ印をクリックしてチェック

マークに変えると、再度そのメニューが表示します。

オープンしているパッドコック（未ロックでＵを表示します）をクリ

ックすると、パッドロクは閉じて（Ｌが表示）、その横のメニューコ

マンドがロックします。そのコマンドはメニューには表示しますが、

無効表示となり選択できませんし、コマンドキー操作も効きません。

閉じたパッドロックをクリックすると開いて、ロックしたコマンドメ

Figure 7–4 
メニューダイアログボッ
クス
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ニューのロックは外れます。表示を消したコマンドメニューの横のパ

ッドロックは不能表示となります。 

キーボードショートカット

メニューコマンドに対応するコマンドキーを設定したり、変更ができ

ます。コマンドキーを設定するコマンドメニューをクリックします。

ダイアログボックスの<Cmd Key>部分が有効表示となります。入力

欄に単一文字か番号を入力（文字は自動的に大文字となり、不適切な

文字は無視されます）し<Set>ボタンをクリックすると、そのコマン

ドキーが登録されます。既に使用されている文字を入力すると、ア

ラートボックスで警告します。どうしてもその文字を指定したい時は

無視して入力すると、以前の登録は外れて新たに登録したコマンド

キーに対応します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コマンドメニューが既に対応するコマンドキーを持っておれば、入力

欄にそれが表示しますので変更するか、削除できます。 

コントロール

<Controls...>コマンドサブメニューを選ぶと、Control Optionsダイ

アログボックスが出ます。これでスコープのコントロールパネルの変

更ができます。デフォルトで全ての項目にチェックマークが左に付

き、各項目には細長いウインドウの正面の右から左にパネルが出るア

イコンが出て、全てを表示する事を示します。このコントロールパネ

ルから不要なコントロール表示を隠し、スコープのセットアップを簡

素化すれば実行するアクションが省略できます。

Figure 7–5 
コントロールオプション
のダイアログボックス
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チェックをクリックするとバツ印に変わり、その横のパネルネームは

隠れ（アイコンが有れば無効表示になります）スコープウインドウに

戻してもそのコ ントロールは表示しません。バツ印をクリックする

とチェックに変わり元に戻ります。 　　　　　　　　　　　　　　

アイコンはスコープウインドウを示す縦長の矩形が左に出て、右にコ

ントロールパネルを示す短い矩形が出ます。デフォルトで縦長の矩形

が前に出て、パネルはスコープウインドウの後ろに重ね合った表示と

なります。このアイコンをクリックすると短い矩形が前に出て、パネ

ルはスコープウインドウの前に表示します。再度アイコンをクリック

すると元に戻ります。パネルをオーバラップ表示するには、スコープ

画面からも可能です。それにはパネルタイトルを<Option-クリック>

してパネルをウインドウの前、後の表示に切り替えます。　　　　　

隠したパネルはダイム表示になります。水平、垂直スペースも隠すこ

とができますが、他の前面には移動できません。これらは単にアクテ

ィブコントロールパネルの周りのクラッターを減らす為にだけ設けて

あるので、常時他のスコープ項目の背後に表示します。                                            

<Stimulator>をセットアップして<Free Form>以外の刺激波形を導

入する場合、<Stimulator>がオンの時はStimパネルはPowerLabパ

ネルに代わります。ダイアログボックスのコントロル名も画面の表示

に依り変わります。セッティングはそのままです。

コントロールパネルを移動する

Control Optionsダイアログボックスに表示するパネルは画面内を移

動できますし、パネルのタイトルを<Shift-ドラッグ>すれば移動もし

ます。ポインターは矢印十字に変わり、ドラッグの移動に合わせ破線

の輪郭線がトレースします。垂直、水平スペースにはタイトルは有り

ません。どこからでも<Shift-ドラッグ>で移動します。 

スタートアップ

セッティングには２つの種類があります。記録に関係するサンプリン

グ速度、チャンネルレンジ、トリガー、スティムレーション機能と、

データ表示に関係するウインドウサイズ、チャンネルエリア、ディス

プレイセッティング、メニューコンフィギュレーションです。                                        

<Start-Up...>サブメニューコマンドを選択してカスタマイズした設

定をセーブするか、消去します。Start-Up Settingsダイアログボッ

クスが出ます（図7-6）。 

スコープウ
インドウを
前に

パネル
を前に
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<OK>ボタンをクリックすると、システムフォルダー（

PowerLab Setting）のプレファレンスファイルの現行設定が全て

セーブします。これにより、この設定でスコープは開始できます。

<Clear>ボタンをクリックすると、<PowerLab Settings>ファイルで

収録した現行の設定が消去します。次回にスコープを起動する時は、

全チャンネルが10Vレンジなどのデフォルト設定としてスコープウイ

ドウが立ち上がります（終了もしくはチャートを再開始する迄は使用

時の設定のままです）。 

注：前のデフォルト設定でスコープを始動するには、オープンしたら

　（そのアイコンをクリックして直ぐに）そのコマンドキーを押し、

　　アラートボックスが出たら離し<OK>ボタンをクリックします。

緊急なアクセス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必要とするコマンドメニューをロックしたりメニュー自体を隠すに

は、プレファレンスメニューが変更できるので、これを解除できる機

能が必要です。必要に応じてダイアログボックスにアクセスしたり、

ファイルを保守するのにアクセスさせ無くするには<Command-/>

（スラッシュ記号は疑問符マークキーと同じです）を入力して

Show Dialog Boxを出します。 

<Menu Editor...>ボタンをクリックしてMenusダイアログボックス

を立ち上げると、隠れたメニューを表示させたりコマンドメニューの

ロックを外したりして前の設定が変更できます。故意にロックしてし

まった場合に利用して下さい。

Figure 7–6 
スタートアップ設定ダイ
アログボックス

Figure 7–7 
緊急なアクセスのダイア
ログボックス
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<Start Up...>ボタンをクリックしてStart-Up Settingsダイアログボ

ックスを立ち上げると、ファイルに現行のセッティング（メニューの

レイアウト等を含め）がセーブでき、スコープの起動時に利用できま

す。これでスコープを終了してから再始動しても画面にはセーブした

セッティングが残り、それを表示します。                                                              

<Save As...>ボタンをクリックしてSave Asダイアログボックスを立

ち上げると、オプションを全部スコープファイルにセーブできます。

ファイルにセーブできないように設定したり、ロックして表示しない

メニュー項目を含むセッティングファイルがセーブできない場合には

便利です。 

マクロ命令

マクロ命令は、複数のコマンドを一緒にして都合良く利用するもの

で、反復作業や単純なタスクのスピードアップに有効で、記録や解析

の自動化が可能となります。ステップバイステップでアクション操作

の結果を記録し、再生時にそれを忠実に再現します。                                                

マクロ命令はどのようなスコープの操作でも作成できます。ダイアロ

グボックスの設定やウインドウのコントロール、表示フォーマットの

変更、波形データのデータパッドへの複写、新たなファイルへのデー

タのセーブ、指定したエリアのズームウインドウ表示の印刷などがマ

クロとして利用できます。記録や実際の操作上の違いはありますが、

一般的にはダイアログボックスのオプションを利用します。 　

マクロ命令の作動原理を理解することは重要です。マクロは使用者の

アクションの結果や、そのアクションを可能な限りシンプルに判定し

て記録します。個々のキーストロークやマウスクリックは記録しませ

ん。マクロの作成中にコントロールセッティングを何度変更しても、

最終的な設定しか使えません。マクロは編集（エディット）が効きま

せんので、スコープのバージョンが異なると互換性はありません（例

えば、Scope 3.3で作成したマクロはScope 3.5では使えません）。                                                          

どのマクロをいつ、どこで使用したかをノートブックやハイパーカー

ドなどで自 分の便利な方法で記録しておくと後々役に立ちます。 　

マクロ命令をファイルの一部にセーブします。マクロを含むファイル

からデータやセッティングをロードすると、マクロもメモリーにロー

ドされ、スコープアプリケーションに効果的に加わります（これがマ

クロをできるだけコンパクトに収録すべき理由です）。各々別のマク

ロを持つ三つのファイルを続けてロードすると、スコープを終了する

か、マクロを削除するまで、叉は再始動するまでは三つのマクロが全
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て使えます。ファイルをセーブすると、現行利用できるマクロの全て

が一緒にセーブされ、ファイルに組み込まれます。

マクロを記録する

マクロを記録するには、Macroメニューで<Start Recording>を選択

するか、<Command-R>を入力します（コマンドメニューは

<Stop Recording...>に変更します）。マクロを作成（記録）してい

る間は、小さいビーチボール・マークが回転します。各アクションを

記録したら、Macroメニューから<Stop Recording...>を選択する

か、<Command-R>を再度入力します。記録を停止すると、

<Add Macro to Menu>ダイアログボックスが出ます。ポップアップ

メニューボタンでメニューを選択すると、作成したマクロが現在のメ

ニューリストに出ます。デフォルトでマクロはニューコマンドメニ

ューとしてマクロメニューに加わります。メニューテキスト入力ボッ

クスにタイトルを入力し、新しいメニューを作成します。新しいメ

ニューはメニューバーの現在あるメニューの右に加わります。マクロ

名を（20文字以内）、Itemエントリーボックスに入力します。

マクロ用に特定のコマンドキーを割り当てることも可能です。テキス

ト入力ボックスに文字か数字を入力します（文字は自動的に大文字に

なり、無効な文字は無視されます）。既に使用している文字を選ぶ

と、アラートボックスが出て警告します。前に割り当てた文字を重複

して登録すると、後に作成したコマンドが優先します。＜Size＞表示

で記録したステップ数（複雑なマクロの半ばまでのステップを思い出

すのに便利です）と使用メモリー容量が判ります。メモリー容量は操

作の複雑さに依ります。<Discard>ボタンをクリックすると、今記録

したマクロが破棄されます。マクロにもっとステップを記録する場合

マクロネームを入力

マクロに組み込むメニューを
指定する

ショートカットキーを登録

新規メニューを創り入力する
Figure 7–8 　　　　
Add Macro to Menuダ
イアログボックス　　
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は、<Cancel>ボタンをクリックしダイアログボックスを呼び戻しま

す。<Add>ボタンをクリックすると、指定するメニューの最後にマ

クロが加わります。<Add>ボタンはマクロ名を登録してメニューを

指定しないと有効表示とはなりません。                      

ファイルをセーブするまではマクロはメモリー入っているだけで、収

録されてはいません。別のファイルをオープンし、そのファイルを

セーブすると、メモリー内のマクロは（及び、現行で使用できるマク

ロ）そのファイルに組み込まれます。スコープを終了すると、マクロ

の変更がセーブできません（この場合、その変更はメモリー内で浮い

た状態の為です）ので、マクロを作成する毎にファイルをセーブした

方が賢明です。 

マクロを作動する

マクロに名称とロケーションを登録すると、マクロ命令はコマンドメ

ニューと同じ役割をします。マクロを使用するには、メニューから選

択するか、対応するコマンドキーを入力します。マクロが作動してい

る間は該当するメニューのタイトルがハイライト表示し、スコープの

他の機能は働きませんし、別のアプリケーションへの切り替えやス

コープのバックグランド表示もできなくなります。マクロを停止する

には、対応するコマンドキーとピリオド（．）キーを押します。マク

ロはその時点でのステップで停止します。 

マクロを削除する

現存するマクロを削除するにはMacroメニューの<Delete Macro>を

選択しDelete Macroダイアログボックスを呼び出します。

Figure 7–9 
マクロを削除するダイア
ログボックス



130 Scope User’s Guide

スクロールリストには使用できる統べてのマクロのメニューの名称、

コロンに続きそのマクロ名を表示します。削除するマクロを選び

<Delete>をクリックします。 隣接するマクロを複数削除するには、

シフト－クリックかシフト－ドラッグしてから<Delete>ボタンをク

リックします。ダイアログボックスを閉じると指定したマクロは削除

します。ショートカットで、マクロをダブルクリックしてから閉じる

とワンステップで同様の操作がショートカットできます。 

前に説明したように、マクロはファイルの一部なので、ファイルを

セーブすると使用可能な現行のマクロは全てセーブされます。マクロ

を削除すると、メモリーからマクロが消えます。マクロが現行ファイ

ルで作成したものであれば、そのファイルのマクロだけが削除しま

す。別のファイルにコピーしたマクロは削除されません。 

別のマクロを呼び出すマクロ

作成されたマクロを、新たなマクロで呼び出して記録の一部に利用で

きます（そのマクロがメモリーにロードされておれば）。これを利用

すれば複雑な操作が簡略化できます。マクロでは10操作まで収録可能

です。反復が能力以上だと、マクロの起動時にアラートボックスが出

てマクロは停止します。                  

マクロ命令を別のマクロで呼び出すと、それを削除するつもりかどう

かを聞いてきます。それを置き換えずに削除し、その後で削除したマ

クロを呼び出しても、アラートボックスでマクロが見つからない旨の

警告文が出て、マクロの呼び出しは停止します。 
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マクロを記録する時のオプション

必要に応じて、マクロが作動している時でもファイルやダイアログボ

ックスの修正ができます。

ダイアログボックスの設定を変更する

マクロを使って記録中にダイアログボックス内の設定を変更したり、

マクロを作動してダイアログボックスをオープし設定を変更すること

ができます。ダイアログボックスの設定を変更するマクロが必要な場

合は、マクロを作成する時に該当するダイアログボックスを指定しま

す。次に設定を変更してダイアログボックスの<OK>ボタンをクリッ

クします（<Cancel>をクリックすると、そのダイアログボックスの

変更は無視されます）。マクロを起動している時は、ダイアログボッ

クスを表示させなくても設定は変更できます。                    

マクロを起動している時に、ダイアログボックスをオープンして設定

を変更するマクロが必要な場合は、該当するオプションキーを押しな

がらそのダイアログボックスを表すコマンドを選び、それから<OK>

ボタンをクリックします。セッティングの変更はしないで下さい。マ

クロを再生するとダイアログボックスが表示しますので、ユーザ側で

設定が変更できます。ダイアログボックスの<OK>か<Cancel>ボタ

ンをクリックして、ユーザが規定した設定を継続するか、元の設定に

戻すかを選択します。                        

ダイアログボックスのコントロール値を変更するには、相対的な変更

値では無く絶対値を入力します。例えば、スクロールバーを移動して

2Vから3Vに50％電圧を増加する場合は、電圧は3Vとします。 

サンプリングの開始

マクロをサンプリングの開始や停止としても利用できます。マクロを

作成する時に、<Start>ボタンをクリックしてマクロのサンプリング

ダイアログボックスを出します。マクロが作動すると該当するポイン

トでサンプリングはスタートします。 

ファイルを開く

マクロを使って、同じファイルを毎回オープンしたり、オープンする

ファイルを指定することができます。マクロで特定のファイルをオー

プンするには、マクロの作成時に<File>メニューから<Open...>を選
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択します。<Open File directory>ダイアログボックスが表示しま

す。. 

マクロ命令を作成する時に、<Optionキー>を押しながら<Open...>

コマンドを選択して、マクロを実行する時にどのファイルをオープン

するかを選択します。マクロが起動すると<Open File directory>ダ

イアログボックスが表示します（図2-2）。 

同じファイルをオープンする度に、全フォルダーのディスクから該当

するファイルの全履歴ファイル名（パスネーム）が映ります。マクロ

で指定したファイルが移動していたり削除されていると、最新のフォ

ルダーやスコープフォルダーからそのファイルを検索します。そのフ

ォルダーに該当するファイルが見つからないと、アラートボックスが

出てその旨を警告します。                        

この場合には<Open directry>ダイアログボックスが表示しますの

で、自分でにファイルが検索できます。この段階で別のファイルを選

択すると、それが代わりにオープンします。<Cancel>ボタンをクリ

ックするとマクロは解消します。 

Figure 7–10 
Macro Openディレクト
リーダイアログボックス
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ファイルをセーブする

マクロを作動している時にも、ファイルにデータがセーブできます。

通常のセーブコマンドを選択して現行のファイル名称でセーブします

（停電時のデータの消失をできるだけ避ける為には定期的にセーブし

ておく必要がありますが、ファイルをディスクにセーブする間はデー

タの記録ができない点に注意して下さい）。  

マクロを作成している時に、<Save As...>コマンドを使ってデータを

セーブする場所が指定できます。<Macro Save As>ディレクトリー

が出ます（図7-11）。 

ディレクトリー・ダイアログボックスの<Append filename with>項

目の三っのチェックボックスを使ってファイル名を指定します。チェ

ックボックスに指定しないと、マクロを作成する毎にファイルは上書

きされます。          

<Unique number>チェックボックスを指定すると、マクロを作成す

る時にファイルをセーブすると、前のファイルに付いた番号の続き番

号で登録します。番号は１から順で、例えばCoolDataのファイル名

でCoolData 1、CoolData 2と続きます。                                                         

<Time>チェックボックスを指定すると、現行の時間をファイル名と

して登録します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Figure 7–11 
Macro Save Asディレク
トリーダイアログボックス
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<Data>チェックボックスはファイル名に現行の日付を使う為のもの

です。後の二つは組み合わせて使う事も可能です。　　　　

<Unique number>チェックボックスを選択すると、これらのボック

スは無効（ダイム）表示となります。

マクロコマンド

マクロの構造の管理は<Macro Commands>サブメニューで行ないま

す。そのコマンドメニューはマクロを作成する時だけに使用できま

す。コマンドメニューとしては、ダイアログボックスのフォーム、サ

ウンド、反復回数の設定、単位変換などがあります。 

画面の更新

マクロを作成する時は通常、マクロのステップ毎に画面が更新します

（<Update Screen>コマンドメニュー横のチェッマークが出ます

）。マクロの最初のステップとしてメニューからコマンドを選択する

と、画面はデート表示が変更しても更新しません（チェックマークは

消えます）。アップデータ画面の<On>、<Off>はマクロのどのス

テージでも切り替えができます。更新画面が<Off>の時は画面はマク

ロが終了するか、<On>にするまで変わりません。        

画面や表示の設定の大幅な変更、データの反復セレクション、データ

パッドへの転送など幾つかのマクロはかなりスピードアップできま

す。この場合、画面のデータは指定できますが、アップデート画面が

オフでデータが無い画面をセレクションする前はスクロールできませ

ん。マクロの修正はできませんので、マクロが終了するとアップデー

ト画面の設定は変更できません。アップデータ画面をオフにして、元

のマクロを呼び出せば別のマクロが作成できます。 

Wait...

<Selecting the Wait...>マクロコマンドを選び、Waitダイアログボッ

クスを呼び出します。ポップアップメニューで<Wait For>、

<Wait Until>、<Wait Until the Next>から選んで、マクロを継続す

るまでの待機時間（55秒まで）、待機時刻（例、11:20 a.m.）、次の

時間単位（例次の時間）を設定します。  

チェックボックスで、マクロの待機状況を表示するかどうかを選択し

ます。
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ダイアログボックスで待機の進行過程が判別でき<Skip the Wait>を

クリックすれば、即座に次のマクロの行程に進めます。　　　　　　

また<Stop Macro>をクリック（叉は＜Command-ﾋﾟﾘｵﾄﾞ＞キー入

力）すればマクロは停止します。 この機能はある間隔で作業を複数

回実行したり、間隔を指定して複数サンプルを記録する際に便利で

す。 

Play Sound...

<Play Sound...>マクロコマンドを選ぶと、Macro Play Soundダイ

アログボックスが呼び出せます。ここでマッキントッシュのサウンド

の範囲からマクロを使った音声アラームが設定できます。

スクロールリストから指定するサウンドの名前をクリックします。　

<Play>ボタンをクリックすると指定した音が出ます。これを実際に

マクロに組み込むには<OK>ボタンをクリックします。

Figure 7–12 
Macro Waitダイアログ
ボクス：三つのオプショ
ンを選択した例

Figure 7–13 
マクロで待機中の
Macro Waitダイアログ
ボックス
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複数のサウンドオプションを指定するには、<Shift－クリック>か

　 <Shift－ドラッグ>してリストの連続するサウンドを指定するか、

<Command－クリック>して個々に複数サウンドを設定します。　

サウンドはシステム内にインストールされた順にリストで表示され、

その順番で再生します。サウンドの組み合わせマクロのライブラリー

を作っておけば、そこから容易にマクロに必要な複数のサウンドが取

り出せサウンドを作成する時間が短縮できます。　　　　　　　　　

これを利用して、パワーラブがデータの記録を開始する時に三つの

ビープ音を出したり、トリガーポイントになるとベルとホイッスル音

を発生させたりして利用します。 またサウンドコントロールパネル

を使って短いスピーチで合図を記録し（マッキントッシュにマイクロ

フォン入力があれば）、マクロにそれを利用することも可能です。 

Message...

<Message...>マクロコマンドを選択すると、Macro Messageダイア

ログボックスが出ます。これは必要に応じてマクロ実行時にアラート

ボックスを出してユーザに注意を喚起するのものです。

自分自身のメッセージを最高255文字まで入力できます。このダイア

ログボックスには<OK>ボタン及び、上のチェックボックスが有効表

示の時は<Cancel>ボタンも付いています。４種類のアイコンがあり

デフォルトアイコンは太線で四隅を囲う表示となります。アイコンの

一つをクリックして選びます。これが緊急時の重要なメッセージを示

すアイコンとなります。アイコンを指定しメッセージを入力したら

<OK>ボタンをクリックします。                                      

Figure 7–14 
Macro Play Soundダイ
アログボックス
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注：アラートボックスが出た時、ユーザがいつでも画面を見ていると

は限りませんので、アラートボックスに音声信号を付けておくとユー

ザに発生した事態を知らせるのに効果的です。 

Speak Message...

<Speak Message...>マクロコマンドを選択すると、Speak Message

ダイアログボックスが出ます。使用するマッキントッシュにスピーチ

機能が付いておれば（AVモデルか、該当するソフトウェアを搭載）

これを使って、マクロに音声メッセージが組み込めます。メッセージ

を話せばマクロで実行します。 

また、メッセージを255迄の文字で入力できます。メッセージを発生

させる際の音量は矢印コントロールで調整できます。また、サウンド

Figure 7–15 
Macro Messageダイア
ログボックス

Figure 7–16 
Speak Mesageダイアロ
グボックス
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コントロールパネルにはデフォルトの音量設定や1-7のレベルコント

ロールも付いています。

音声を発生できるコンピュータを使っていて、マクロステップがス

ピーチメッセージなった時にアラートボックスを呼び出すオプション

が三つあります。アラートボックスを呼び出す場合は、<OK>ボタン

をクリックするまでそのマクロは停止しています。アラートボックス

を呼び出さない場合は、この後もマクロは継続します。

<Never Show>ボタンを選択すると、次いで設定に従いメッセージ

を発生します。コンピュータが音声を発生できないタイプなら通常の

ビップ音を使います。何れの場合もアラートボックスは出ません。

<Show if Speech not Available>ボタンを選ぶと、使用しているコ

ンピュータに拠りメッセージが発生するか、アラートボタンが表示し

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<Always Show>を選ぶと、スピーチが発生するしないに関わらずア

ラートボックスが表示します。68040タイプやPowerPCタイプでシ

ステム7.6以上のコンピュータを使えば音声が発生できます。　　　

また、これらにはスピーチコントロールパネルも機能し、

’Talking Alerts’オプションでアラートボックスの文字を発声しま

す。このオプションを選択すると、コントロールパネルで設定した時

間間隔で　<Speak Message>マクロで設定した警告を二度発声しま

す

<AppleScript...>アップルスクリプト

このマクロコマンドでマクロステップの様にアップルスクリプロに割

り込みできます。アップルスクリプトはタスクを自動化する為のスク

リプト言語で、アップルイベントを介してアプリケーションやその相

互作用をコントロールします。これを利用するには、使用するマッキ

ントッシュにAppleScriptをインストールする必要があります。

<AppleScript...>マクロコマンドを選ぶと、マクロダイアログボック

スからAppleScriptが出ます。

そのスクロール欄に32,000文字のスクリプトが入力できます。この

ダイアログボックスは可動性なのでスコープから外せ、スクリプトエ

ディターからスクリプトをテストしたりペーストできます。ただそう

するとフォーマットされたスクリプトからはテキスト形式は消え、コ

ンパイルしてもダイアログボックスには未フォーマットテキストとし

てしか残りません。                      
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コンパイルボタンをクリックしてスクリプトをコンパイルします。

<OK>ボタンを押せばアップルスクリプトをチェックしコンパイルし

ます。使用するアプリケーションはファインダーの表示通りの名称で

呼び込む点に注意してください（例えばScopeではなくて、

Scope v3.6の様に）。                           

<OK>ボタンをクリックすると、そのアップルスクリプトはマクロの

１ステップとして登録されます。従ってこれは修正できませんが、単

純なスクリプトならばスコープから使える筈です。調整が必要な複雑

なスクリプトはファインダーに残してから、スコープから単純なアッ

プルスクリプトマクロステップを使って呼び出して下さい。                                                  

スコープはアップルイベントは認識しますが、アップルイベントは記

録できませんし辞書も持っていません。

<do script>アップルイベントで作動するマクロはそのマクロがコロ

ン内にあるメニュー名やマクロ名で鑑定されます（丁度

Delete Macroダイアログボックスで表示する様に）。従ってスコー

プをわざわざ起動しなくても、そのイベントを起こすと自動的に画面

に呼び込めます。                                    

コマンド 機能 例

open 指定Scopeドキュメントを開く "Test Results"を開く

print 指定Scopeドキュメントを印刷 "Test Results"を印刷

quit Scopeを終了するや "Chart"を停止

run Scopeを始動する "Chart"を始動する

do script 指定Scopeマクロを作動する "Macro:Beep"をScrip

Table 7–1 
スコープで認識されるア
ップルイベント

Figure 7–17 
AppleScriptダイアログ
ボックス
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アップルスクリプトマクロが、スコープを外して別のプログラムに切

り替えて再度スコープに戻す行程を持っているなら、残りの作業も実

行して作業が完了します。 スコープを外して再度戻す機能が無い

と、マクロはそのステップで終わってしまい残りの作業は無視されま

す。 これを使った一例として、チュートリアルメニュー（マクロを

使って作った）をアップルスクリプトを使って、HyperCardで作っ

たスコープに関する教材を記したカードを学生に与えたとします。

HyperCardでスクリップを使って再度スコープに戻し、教材に基づ

いて学生に実習させるといった様に応用できます。  

さらに、スコープファイルで行うようにアップルイベントを認知する

スプレッドシートにデータが転送できます。これにはマクロを使って

データパッドから一行分消去し、アップルスクリプトステップを使っ

てスプレッドシートに切れ換えて次の行にそのデータをペーストし、

スコープに再度戻します。

アップルスクリプトの詳細は市販の参考書物をご参考下さい。

<Begin Repeat>

<Begin Repeat>マクロコマンドは、マクロでステップ群の繰り返し

に使います。最高で100,000回まで反復でき、一定の間隔でオーバナ

イトで高速サンプリングする設定などの使用します。　　　　

<Begin Repeat>を指定した後には必ず<End Repeat>を選択しま

す。<End Repeat>が適切に選択されていなくて

<Stop Recording ...>を指定すると自動的に<End Repeat>が加わり

ますが、マクロが複雑な場合には連続する反復が正しい場所で終了し

ないかも知れません。記録する前に必ず停止マクロを書き込んでおき

ます。 
Figure 7–18 
Begin Repeatダイアロ
グビックス
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<Repeat for Each Page>

このマクロコマンドは、スコープファイルの各重ね合わせページの

データに何かを実行させるのに使います。平均ページ、空白ページ、

重ね合わせの無いページは無視します。. 

これを利用して例えば、各ペーシのチャンネル平均を求めてデータパ

ッドにその情報をコピーするのに使います。これには全体のページを

指定する必要があります。スコープファイル内でページを移動して

も、指定したエリアはそのまま残りますので、反復ループを開始する

前に選択範囲を見直す必要があります。

このマクロコマンドが作動するとスコープファイルを呼び出し、各

ページをディスプレイしますので時間がかかります。これを避ける為

には<Update Screen>コマンドをoffにします。<Begin Repeat>マ

クロコマンドを使って連続反復するマクロ操作の後には、必ず

<End Repea>で終了させます。

<End Repeat>

<Begin Repeat、Repeat Select Every...>か

<Repeat Select Each Block>マクロを選ぶ場合は<End Repeat>も必

ずペアーで使用します。 <End Repeat>が適切に使用さていなくて

も<Stop Recording ...>が自動的に付きますが、複雑なマクロでは連

続反復が正しい部分で終了する保証はありません。マクロの書き込み

を確認してからマクロを記録して誤りがないようにします。. 

使用するPowerLabを選ぶ

通常は１台のパワーラブを１台のマッキントッシュで使うのが一般的

ですが、スコープを複数コピーして１台のマッキントッシュで複数台

のパワーラブに接続することも可能です。                                                

これにはどのパワーラブがどのスコープに作用しているかを確認する

手段が必要となります。スコープを通常通りオープンすると、パワー

これらのページだけこのマクロ
アクションに含まれています

Figure 7–19 
Repeat for Each Page
マクロ：該当ページ
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ラブは最後に認識した場所を検索し、必要に応じて別の端子（SCSI

かシリアル）を見ます。スコープアプリケーション自体をリネームす

ると－別称では無く－<Analysis>、<Serial>、<SCSI #>（#はID番

号）の中から一つを使ってリネームするとスコープは特定なフォーム

でオープンします。                              

<Analysis Scope>は、自動的に解析モードでスコープがオープンしま

す。パワーラブに接続せずに解析だけをいつも行なう場合に便利で

す。            

<Serial Scope>は、シリアルポートを介してパワーラブを立ち上げま

す。このアプリケーションでは、パワーラブをシリアルに接続してな

くてもSCSIポートをサーチしません。　　　　　　　　　　　　　

その代わりにPowerLab Unavilableダイアログボックスが使えま

す。                                                              

<SCSI #Scope>は、指定したSCSI ID番号でパワーラブを立ち上げま

す。 ２台のパワーラブがID番号2と5でSCSIポートに接続してれば、

番号の若いSCSI 2 Scopeを認知します。                                                 

32チャンネルを連続して記録する必要がある場合、最新の高速マッキ

ントッシュを使用して全チャンネルを画面に表示するには記録を同期

する必要があります。これには、各スコープファイルに同じトリガー

設定を使い、外部トリガー装置を各マックラブ本体前面部のトリガー

入力に接続し、記録のスタートに利用します。                                                            

PowerLab/sを選択し名前を付ける

１台のマッキントッシュにPowerLab/sを複数台SCSIチェーンに接

続してある 中から、特定の１台を選んで使用することができます。

スコープを起動する時に<Option>キーを押すとダイアログボックス

が表示します。ここで目的の実験に使用するパワーラブが指定できま

す。

PowerLab/sのモデルだけしかスクロールリストには表示しません。

標準PowerLabやMacLabなどが接続してあってもリストには載りま

せん。リス トにはPowerLab/sのモデル名とSCSI番号が出ます。使

用するパワーラブをリ ストから選びクリックします。<OK>ボタンを

クリックするとそのパワーラブでスコープが立ち上がります。

Figure 7–20 

Which PowerLabダイ

アログボックス
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<Cancel>ボタンをクリックするとダイアログボックスが<Analysis>

モードで使用するかの問い合わせが出ます。    

また<Name PowerLab>ボタンをクリックすると、スクロールリス

トにパワー ラブを名前付けして登録できます。PowerLab Nameダ

イアログボックスが出ますので、名称入力欄に名前を入力し<OK>ボ

タンをクリックし登録します。 

同じモデルのパワーラブが複数台接続してある中から選択する場合に

は、SCSI番号の代わりに名前を付けて判別した方が便利でしょう。 

Figure 7–21 
PowerLab Nameダイア
ログボックス
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A P P E N D I X  A

A  メニューとコマンド

メニュー

ここで示すメニューはデフォルト設定のもので、ご自分のスコープの

メニューとは違ったセットアップになっているかも知れません。これ

はスコープメニューは大幅にカスタマイズできる為です。　　　　　

スコープには６つのメニューがあり:<File>、<Edit>、

<Setup> <Display> 、＜Windows＞及び＜Macros＞で、マクロは

メニューを増やすことができます。メニューコマンドの幾つかは、変

更したり使えなくできます。コマンドメニューの後に...が付いたもの

はダイアログボックスが出るコマンドである事を示し、左にチェック

マークが付いたものは現行で作動している事を示します。キーボート

操作は右に出ます。 

Figure A–1 
ファイルメニュー

新しいスコープファイルを作る             

現存するファイルをオープンする           

現行ファイルを閉じる                     

現行ファイルをセーブする                 

別名でファイルをセーブする

用紙設定

指定するページを印刷する                 

スコープを終了する 
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Figure A–2 
編集メニュー

Figure A–3 
プレファレンスメニュー

Figure A–4 
セットアップメニュー

Figure A–5 
ディスプレイメニュー

前のアクションを無効にする              

                                                                      

選択範囲を消去しクリップボードにコピー

選択範囲を複写しクリップボードにペースト

選択範囲をペーストする                  

選択範囲を消去する                      

クリップボードにコピーする

スコープオプションをカスタマイズする    

クリップボードの内容を表示する

デフォルト設定波形カーソル選択

スコープメニューを変更        

スコープコントロールパネル変更

現行設定をデフォルトとして保存

サンプリングパラメータの設定            

刺激の出力波形を設定                    

定電圧出力を設定 

ディスプレイの変更

時間軸と振幅軸の調整                    

指定ページに瞬間移動                    

重ね合わせページの表示と解除            

全ページを重ね合わせ                    

重ね合わせ解除                          

重ね合わせ波形の表示設定の変更          

全ぺージでバックグランド波形を控除

クグランド波形として現行波形を使う  

バックグランド波形を解除                

波形に刺激波形を重ね合わせる 

演算処理を導入する
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Figure A–6 
ウインドウメニュー

Figure A–7 
マクロメニュー

Figure A–8 
マクロコマンドのサブメニュー

ノートブックを出しファイルに注釈を付ける

スコープウインドウに戻すか、開く  

ズームウインドウに選択範囲を表示する    

選択範囲の表示、調整、設定              

マーカ設定の表示、調整、決定            

設定や解析用にデータパッドウインドウを表示

データパッドに選択範囲の情報を添付      

マクロの記録（作成）を開始、停止        

マクロの現行リストからマクロを削除      

マクロ管理アクションを選択 

マクロ実行中に画面を再生する           

　                                                                    

マクロを一時停止する時間を設定         

ｼｽﾃﾑｺﾝﾄﾛｰﾙを使って警報音を設定         

メッセージダイアログボックスを表示 

書き込んだメッセージ音を発生する         

マクロステップとしてAppleScriptを追加  

期間データを指定してアクションを実行   

連続反復を開始                         

連続反復の終了
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キーボードショートカット

表A-1のコマンドキーのショートカットはデフォルト設定でのもので

す。スコープがカスタマイズされていれば、違ったセットアップとな

ります。コマンドキー操作の幾つかは、変更したり使えなくすること

も可能です。その機能に関しては、このマニュアルに載っています。

ダイアログボックス用の標準マッキントッシュ・キーボードショート

ッカットも使用できます。タブキーで挿入ポイントを移動します。エ

ンターキーやリターンキーは<OK>ボタンをクリックするのと同じで

す。Escとコマンドピリオド(.)は<Cancel>ボタンのクリックと同じです。

Keystrokes Function

Command–A 全てを重ね合わせ 

Command–B データ消去

Command–C クリップボードにコピー 

Command–D 選択範囲の情報をクリップボードに追加 

Command–F 演算機能の設定

Command–G ページの呼び出し

Command–H 重ね合わせ解除 

Command–N 新規 

Command–O オープン 

Command–P 印刷 

Command–Q スコープを終了

Command–R Start/stopマクロ記録 

Command–S ファイルをセーブ

Command–V ペースト

Command–W アクティブウインドウを閉じる 

Command–X 選択範囲を消去 

Command–Z 取り消し/取り消し解除

Command–? オンラインヘルプ 

Command–\ ダイアログボックスにアクセス

Command–Period (.) ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ停止、記録再生マクロの停止

Command–Spacebar Start/stopサンプリング 

Command–Right arrow ファイルの末尾に行く 

Command–Left arrow ファイルの頭に行く 

Table A–1 
スコープのキーボードシ
ョートカット：アルファ
ベット順に列挙してあり
ます
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A P P E N D I X  B

B  トラブルシューティング

技術サポート

スコープの作動チェックは厳密に行なっていますが、時には問題や不

測の現象が生ずることもあります。ここでは、発生が予測され得るト

ラブルリストと、その解決法を解説します。 　　　　　　　　　　

スコープの操作上の問題点で、このユーザガイドに触れられていない

部分やパワーラブに関する技術的なサポートが必要な場合は、ADI社

の日本総代理店バイオリサーチセンター（株）叉は、販売代理店にお

問い合わせ下さい。About Chartセットアップ画面で、代理店情報や

必要なシステム構成情報が得られます。                                                              

<Abort Chart...>コマンドをAppleメニューから選択します（終了時

はセットアップスクリーンをクリックして戻す）。 . 

発売日

コンタクト先案内
とハードウエアの
構成情報

Figure B–1 
About Scopeダイアロ
グボックス
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代理店情報

パワーラブの正規総代理店情報が必要な時は、テレフォンボタンをク

リックして、PowerLab Dealer andDistributor Addressダイアログ

ボックスを立ち上げます。                                                                  

ダイアログボックスの右のスクロールリストから自国名を選びクリッ

クします。左に該当するコンタクト先名が出ます。マックラブの代理

店にコンタクトされて、ハード・ソフトの疑問点、問題点をお問い合

わせ下さい。 

ダイアログボックスでチャートが駆動するバージョンの情報や、シス

テムの拡張リスト等を表示します。また、ご使用のマッキントッシュ

とマックラブの詳細や、ハードウェアの構成やコンピュータと接続し

た外部装置の情報が分かります。Printボタンをクリックして、その

画面をコピーするか（Printダイアログボックスを立ち上げ）、

Clipboardボタンにコピーして適当な紙面にペーストし、マックラブ

の代理店にそれをFaxするか郵送して、使用している環境を知らせて

下さい。マックラブの代理店は、その情報を基に問題点に対処しま

す。弊社では常にユーザの方々からのご意見を大切にしております。

あらたまった形でのソフトウエアの問題点の報告や、故障したハード

ウエアの返却等の形式をとらなくても、Chartアプリケーションや本

ユーザーズガイドに関してご意見やアドバイス等がございましたら、

本社または担当のPowerLab代理店までどのようなことでもお気軽に

ご連絡ください。こうした皆様からのご意見を参考にして、今後の製

品の改善、改良に反映させています。 

このダイアログボック
スを印刷

PowerLabモデル情報
Figure B–2 
ADInstruments Addre
ssダイアログボック
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システム構成の情報

一般的に、ご使用のハードの構成が分かれば問題の解決の手助けにな

ります。チャートではマッキントッシュボタンをクリックすると

About This Macintoshダイアログボックスが出て、ハードの構成情

報を知らせます。 

ダイアログボックスでスコープが駆動するバージョンの情報や、シス

テムの拡張リスト等を表示します。また、ご使用のマッキントッシュ

とマックラブの詳細や、ハードウェアの構成やコンピュータと接続し

た外部装置の情報が分かります。Printボタンをクリックして、その

画面をコピーするか（Printダイアログボックスを立ち上げ）、

Clipboardボタンにコピーして適当な紙面にペーストし、パワーラブ

の代理店にそれをFaxするか郵送して、使用している環境を知らせて

下さい。パワーラブの代理店は、その情報を基に問題点に対処しま

す。弊社では常にユーザの方々からのご意見を大切にしております。

あらたまった形でのソフトウエアの問題点の報告や、故障したハード

ウエアの返却等の形式をとらなくても、Scopeアプリケーションや本

ユーザーズガイドに関してご意見やアドバイス等がございましたら、

本社または担当のPowerLab代理店までどのようなことでもお気軽に

ご連絡ください。こうした皆様からのご意見を参考にして、今後の製

品の改善、改良に反映させています。

このダイアログボッ
クスを印刷

PowerLabモデル情
報

このダイアログボッ
クスをコピー& ペー
スト

フロントエンドと接続
した場合はその詳細が
リストに記載されます

Figure B–3 
bout This Computerダ
イアログボックス
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一般的なトラブルの解決策

チャートには、幅広いダイアログボックスやアラートボックスが付い

ており、通常トラブルが起こった箇所で警告します。 ここでは主に

生じるトラブルと、その原因及び対処方を説明します。

始動時のトラブル

スタートアップエラーは、大抵の場合はハードウェアに問題がありま

す。パワーラブのオーナーズガイドに詳しく説明してありますが、こ

こでも簡単に説明します。

＜コンピュータがパワーラブを認知しない＞

パワーラブの電源が切れているか、電源ケーブルの接続不良、フュー

ズが切れていることが主な原因です。                                            

・スィッチ、電源との接続、フューズをチェックします。

パワーラブとマッキントッシュとのケーブル接続不良

・ケーブルが両方の接続部にしっかり止められているかをチェック。

　ケーブル不良も考えられます。ケーブルを交換して試す。

＜パワーラブの内部に問題が有るか、hungする＞ 

・マッキントッシュとパワーラブ（及びSCSI使用時はチェーン内の

　 装置）の電源を切り、10秒位おいてからパワーラブの電源を入れ

　てからマッキントッシュに電源を入れ再度スコープを起動する。 

SCSIトラブル：バス上の二つのSCSI装置が同じSCSI ID番号を持つ

か、ターミネーションが不良。                                                      

・各装置が個別のID番号になっているかをチェックし、SCSIチェー

　ンのターミネーションが正しいかを調べる。                                  

＜スタートアップでスコープがhungするか、警告が出る＞ 

・アプリケーションディスクが異常の可能性があります。                

・オリジナルのスコープディスクから再度インストールして見て下さ

　い。 
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＜スコープが奇妙なセッティングやマクロで始動する＞ 

ユーザのセッティングが付いたデータファイルをオープンして、ス

コープを始動したか、スタートアップ設定がカスタマイズされてい

る。                

・アプリケーション自体から再度始動します。スコープをデフォルト

　設定で始動するには、コマンドキーを押しながらアプリケーション

　をオープンします。アラートボックスが出たらキーを離します。                    

デフォルトスタートアップ設定に戻すには、Editメニューの

Preferenceサブメニューから<Start Up...>サブメニューコマンドを

選択し、表示したダイアログボックスの<Clear>をクリックします。

次にチャートを始動すると、デフォルト設定でスコープはオープンし

ます。

インターフェースの問題

＜データ表示エリアがクレー表示の箇所がある＞

Offにしたチャンネルは記録時には、グレー表示します。大部分のダ

イアログボックスやウインドウには、波形を表示させる為にスコープ

画面からデータをセレクションする必要があります。ズームウインド

ウには表示できるデータ量の上下限度があります（5～

32,000ﾎﾟｲﾝﾄ）。Ｘ－ＹウインドウはXとYチャンネルを指定し対比し

てプロットします。                                        

・選択範囲が無い場合には、スコープウインドウのデータをセレクト

　し、ズームウインドウがグレー表示の時は選択範囲を変更します。

　Ｘ－Ｙウインドウの左下と右上の番号ボタンをクリックしてX-Yプ

　ロットさせます。 

＜時間軸が極端に長いか－表示の場合＞ 

作動しているファイルが古く、新しいデータをそれに記録している

か、ファイルを追加したり選択範囲して作成したファイルで、時間表

示が記録開始からの場合が考えられます。                                                  

・スコープは全記録の日付や時間を記憶してはいますが、表示はしま

　せん。一方、ファイルの頭より前に、ある記録部分を追加すると、

　記録の開始からの相対時間を表示して－になる部分も出てきます。

　時間軸の右側が大きい数値になっている場合は、記録開始時からの
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　間隔が長い事を反映しています。この数値が問題なら、時間モード

　表 示を変更して各ブロックの開始からの時間表示にします。                                          

＜規定した単位表示が異常＞ 

スコープはPrefex Unitを扱いますが、これは単位設定用のダイアロ

グボックスのPrefixポップアップメニューから指定する場合だけ正し

く機能します。単位をそれ以外の別の箇所で指定しても、無視しま

す。<Prefex>で<m>を指定すれば、スコープは正確にそのprefex単

位をスケールし、1000分の1μの単位まで読み取ります。                                                                

Prefixが正しく設定されていれば、Units Conversionダイアログボ

ックスのUnitsポップアップメニューで指定する単位のスケール目盛

りが表示します。

＜コマンドが機能しない場合＞

マクロの記録がたぶん作動しており、その為に実行している事が記録

されている為かも知れません。そうであるなら、スコープウインドウ

左下の<Memory Remaining>ボックスのビーチボールマークが回転

していますので確認して下さい。                                                                  

・マクロメニューから<Stop Recording...>を選び、マクロを外しま

　す。コマンドキー操作が効かないメニューコマンドが削除されてる

　か、別のメニューコマンドやマクロが登録されています。                              

・メニューを出して表A-1と比較して下さい。リセット操作を後で説

　明します。

＜メニュー、コントロール、セッティングが、この説明書と異なって

いる＞ 

カスタムセッティングのデータファイルやセッティングファイルで、

スコープをオープンしたり、使用しているスコープのコピーが大幅に

カイタマイズされているか、セッティングがスタートアップセッティ

ングとしてセーブされている為です（幾つかのコマンドメニューは作

動しなかったり、表示しなかったりマクロで入れ替わっている場合も

あります）。                            

・アプリケーション自体を再度立ち上げます。デフォルト設定でス　

コープを立ち上げるにはEditメニューのPreferenceサブメニューか
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ら<Start Up...>サブコマンドを選び、ダイアログボックスが表示し

たらClearをクリックします。                                                              

エクステンションも、メニューに追加すると変更するオプションもあ

ります。

・エクステンションをロードせず゛にスコープを起動するにはダブル

　クリックしてすぐにシフトキーを押します。アラートボックスが出

　てから<Shift>キーを放します（エクステンション毎にアラートボ

　ックスを持っています）。

ロードしているエクステンションを停止するには、スコープエクステ

ンションフォルダーから<Unused Extensions>フォルダーに移しま

す。  

＜ダイアログボックスが必要な場所に表示しない＞ 

スコープダイアログボックスは通常メインモニターに出ます（メニ

ューバー付き）。しかし例えば第二のモニターに出したい場合、カ

ラー画面ならカラー表示を変更します。                                                        

・スコープは実際、ポインターのポジションのモニターにダイアログ

　ボックスを引き出します。二番目のモニターにダイアログボックス

　を表示するには、ポインターをその場所に移動し、コマンドキー操

　作でダイアログボックスを呼び出します（叉は、該当キーがない場

　合は、それを実行するマクロを組みます）。.

記録する際のトラブル

I＜”the recording is too fast”の警告が消えない＞

スコープの最大連続サンプリング速度は、1チャンネルで、100KHz

で、2チャンネルで40KHzです。Eシリーズでスティムレータを使っ

ている場合の最大サンプリング数は40KHz迄です。Sバージョンでは

スティムレータを使っていても通常通りのサンプリング速度にも対応

します。

･ チャンネルディスプレイはしないが、記録はされているような場

合：最高速度のサンプリングの設定は避けてみる。　

• スティムレータを切る
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• 割り当てメモリーを増やす

＜何も記録されない＞ 

スコープはサンプリング中で、たぶん何も表示されていないのだと思

われます。高速度でデータを収録する際に起こる現象で、スイープ間

のディレイが長くなっています。マッキントシュが遅いとデータの表

示も遅くなり、演算機能が実行できなくなるか、FFT等の計算が遅く

なります。 

・スコープウインドウを縮小し、カラー表示やグレースケールをモノ

　クロ表示に変更します 

・記録後に複雑な変換（FFTなどは）を実施する。 

トリガーがUserにセットされておらず、トリガーイベント待ちにな

っている場合。時間軸上のRecording Statusインディケータは“

Waiting for Trigger”の表示になっています。                                                  

・セットアップメニューからTriggerを選び、トリガー・ダイアロボ

　ックスの<Event>を<User>にセットする。 

・スイープ間隔を最小限にしたい場合は、使用マッキントッシュと接

　続を目的に合うものにする。

トリガーが<User>にセットされておらず、トリガーイベント待ちに

なっている場合。<Sampling...>とPowerLabパネルには出ますが、

インディケータは回転してい無い筈です。又、PowerLabには同時に

“Waiting for Trigger”の表示になっています。                                                  

・セットアップメニューから<Trigger>を選び、トリガー・ダイアロ

グボックスの Eventを、<User>にセットする。

＜記録時にマッキントッシュがハングしたり、データが消失する＞ 

パワーラブとマッキントッシュとケーブルとの接続が完全でないか、

SCSIターミネーションが不適切な場合。また、古いシステムではネ

ットワークの接続の問題や、不的確なシステムの拡張もこの種の問題

が生ずる原因となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　・ケーブルの両端がしっかり接続されて

いるかを確認する。必要なら　新しいケーブルと交換する。

▼ Refer
Sampling Rate Limits,  
p. 34
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・SCSIチェーンが正しくターミネートしているかを確認する。            

・ネットワークの接続をチェックする。                                

・自身の拡張システムをチェックする。                                

＜メモリー外で駆動する＞ 

スコープはデフォルトでRAMに記録します。割り当てメモリーを増

加する場合は、RAMに記録できるデータ量は増えます。                                   

・使用メモリーを増加するには、Chartをクイットし、ファインダー

　のスコープアイコンを選び、ファイルメニューのGet Info（又は、

　<Command-I>を入力）を指定します。Preferred sizeボックスに

　新たな数値を入力します。    

・割り当てるRAMが不十分だとデータの収録速度が速くはなりませ

　ん。代わりにディスクやハードディスク（最適）、光ディスクに　

バッファリングを使って収録できます。                                            

スコープはオフ・スクリーンバッファー用に適切なメモリー容量を使

っています。チャートウインドウは大きく、ディスプレイがグレース

ケールかカラーの場合は規定以上のメモリーを使いますし、色の深度

が増せば、一層メモリーを使います。

・スコープ画面を縮小し、表示を白黒か、カラーでも深度を減らしま

　す。これにより、最大サンプリング数が増す場合もあります。                

印刷上のトラブル                                                      

＜ページを指定したが、ファイル全体を印刷する＞ 

スコープにはPrintダイアログボックスの下に

<Print Current Page Only>の待機チェックボックスが出ます（デ

フォルトでON）。このチェックボックスが<ON>の時は、アクティ

ブページを印刷します。                        

・複数ページを印刷するには、Print Current Page Onlyのチェック

　ボックスをOffにし、通常通りページ数を設定します。                         
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＜印刷する時間が遅過る＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　スコープで記録したページを素早くハー

ドコピーすることは重要です。その為には次の点に気を付けます。

・まずカラーやグレースケール印刷は避けモノクロ印刷にして、

Waveform Print Layoutボタンを使い印刷する用紙枚数を最小にし

ます。Chooserの<Background Printing>をオフにします：バック

グランド印刷は便利な機能ですがッドキュメントをスプールするのに

時間が係りすぎます。また、常に最新のプリンタドライバーソフトを

お使いになる事にもご注意下さい。

・ページセットアップ・オプションが印刷速度に関係します。　　　

PostScriptレーザプリンターでは、<Faster Printing>をオンにし、

他のChart-Specificオプションはオフにします。別の種類のプリン

ターを使用する場合は、ページセットアップで最大印刷速度になる設

定を確かめてみる必要があります（スコープのセットアップ・ダイア

ログボックス＜Faster Printing＞オプションが、必ずしも万全の方

策とは限りません。設定によっては、印刷時間が遅くなることもあり

得ます）。

・LaserWriter 8 Page Setupダイアログボックスや

LaserWriter 8.4 Printダイアログボックスを設定する場合は、

Layoutオプションで“1 Up”の設定（1枚のペーパに1ページ分印

刷）は避けます。スケーリングの描画が非常に遅くなります。通常、

1枚の用紙に4から16ページ分が印刷できます。 

通常は、上記の設定で十分です。 印刷速度は、ハードウェアにも影

響します。コンピュータが高速タイプなら印刷時間も短縮します。 

＜画像が縮小して印刷されたりコメントの印刷が全部入らない＞ 

スコープページを印刷するとファイル名、ページ番号、ページコメン

トも印刷されますので、長いコメントには専用枠を設けて印刷しま

す。コメントが長過ぎると全部は印刷されません。

・コメントは最長300文字以内とします。コメントが長くてスペース

が十分で無い場　合は、ワープロ・プログラムテキストとして転送し

ます。                      

マクロのトラブル                                                      
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＜マクロが正常に作動しない＞ 

・マクロが正しいものか、同じネームで別のマクロではないかを確認

　します（マクロネームが重複していると、最後に作成したマクロが

　メモリーにロードします）。                                                        

・ステップと作成場所をしっかりチェックし、思い違いはないかの確

　認をします。                                                            

・マクロが新しいものであれば、ステツプが正しく作成されていない

　可能性もあり、連続反復ができないのかも知れません。再度作成し

　直してみます。

＜適切でないファイルにマクロを作成した＞ 

マクロを作成すると、ファイルにセーブする迄はメモリー周りにフ

ロートし、その結果コピーがファイル（必ずしも作成した元のファイ

ルである必要はありません）にセーブされます。マクロを含むファイ

ルをたくさんオープンすると、メモリーを沢山使います。                                    

・不必要なマクロは<Delete Macro...>メニューコマンドを使って切

　除し必要なものだけをファイルにセーブします（Delete Macro...

　は単にマクロがメモリーから外れるだけです。所属するファイルを

　セーブすると戻ります）。                                                            

＜マクロを作成したが、スコープを終了したら消失した＞ 

上記のように、ファイルをセーブする迄マクロはメモリー周りにフ

ロートしていますので、別のマクロに所属させるか、スコープをクイ

ットする前に、どのファイルにもセーブしなければ消失します。                        

・スコープを終了する前にマクロを残したいファイルに保存します。

破　損                                                                

＜スコープが突然終了したり、破損、フリーズした＞ 

スコープが突然終了したり、破損（爆弾記号のダイアログボックスが

出ます）したりポインターがフリーズしたら、マッキントッシュのシ

ステムのトラブルです。これが繰り返し起こったら、純正で無いアッ

プル拡張器が原因と思われます。
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・拡張器を外して同じ症状が出るか確認します。詳細はマッキントッ

　シュのユーザガイドを参照します。                                        

使用しているファイルが不良になったか、ディスクの損傷、特にフロ

ッピーディスクのトラブルが考えられます。                                  

・ディスクチェッキング用ソフトウェアを使い、トラブル箇所を見つ

　けてみます。どこかアプリケーションディスクに損傷がある場合。            

・オリジナルのディスクからスコープを再度インストールしてみま

　 す。コンピュータウイルスが問題の原因かも知れません。                      

・抗ウイルス用ソフトウェアでシステムディスクをチェックする。

　　ウィルスが見つかったら感染したコンピュータ、ディスク、バッ

　クアップをチェックし感染を除去しなければなりません。原因が解

　明できたなら、再発を防せぐ方策を考える必要があります。                                  

注：スコープ自体で始動時に、ダメージやウイルス感染しないかをチ

　ェックし、問題がある場合にはアラートボックスで警告します（フ

　ァイル自体はチェックしませんが）。
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A P P E N D I X  C

C  テクニカルノート

高速フーリエ変換

この章の解説はFFT（高速フーリエ変換）の演算や履行方法を知りた

い方の為のものです。                                                        

物理的な事象は時間やその逆数の周波数に換算し、その特徴を数値化

できます。時間や周波数の変数で事象を記述する機能は、フーリエ変

換のような線形処理を使えば有効に作用します。スコープは分割高速

フーリエ変換（FFT）アルゴリズムを使って、データを時間から周波

数に換算して変換します。FFTは高速で（100万データポイントを通

常の変換速度の約40,000倍高速）、分解能を犠牲にせずに実行しま

す。                                                    

高速フーリエ変換は、幾つかのデータポイントを含む“マド”をデー

タで割り二つのパワーに等しくします（アリゴリズムに必須）：これ

がスペクトラムセッティング・ウインドウに示すFFTサイズです。ス

コープウインドウの選択範囲をこのサイズで割り、変換処理してその

スペクトラムを算出します。プロットされるスペクトラムは、これら

の部分スペクトラムの平均です。この方法でスペクトラムをアベレー

ジング処理すると振幅の精度が向上します。        

指定したデータポイント数に余剰が出る場合は、変換処理する前に残

りをゼロ処理します（選択範囲の残りのデータポイントの右側をゼロ

処理します）。スペクトラムウインドウには、算出したスペクトラ

ム、選択範囲内のデータポイント数1FFT当たりのデータポイント

数、FFTの数、割り増したポイント数を表示します。                                                        
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スコープでの変換の扱い                                                

ここでは数学的な手法を知りたい人向けに、FFTを実際に実行する方

法を解説します。スコープはサンプリング速度で設定した間隔でサン

プルを採ります。連続するＮ個のサンプルがあり、Ｎを偶数とします

（簡略の為）。サンプリング間隔をΔとすると、サンプルをｋ個取る

時間はｈKΞｈ(ｔk)の式で定義できます。ここで、ｔkΞkΔ、ｋは

0、1、2、...N-1です。サンプルポイントに関するこの式は全体の波

形を反映していると仮定します。即ち、ある種の周期性があります。

FFTはこれら時間関数のサンプル部分を変換しｈボルト、叉は誘導さ

れる単位の振幅を持ち、周波数関数のサンプル部分は、Ｈ周波数振幅

を持ちます。

Ｎポイントのフーリエ変換部ｈKは、次のように定義できます

この変換は、Ｎ複合数ｈKをＮ複合数Ｈnの関数にします（例えば、チ

ャートでいうような、物理的な事象からデータを取り、ｈKはゼロに

セットする仮想部分を扱います）。Ｈnは周波数の変数で、水平軸は

1/Δ単位で読み取る周期を表わし、ゼロ以外の値はＨ-n＝ＨN-nで

す。実際の条件ではこの対称変換は変換速度にとって重要です。

垂直軸に表われる振幅は線形か対数です。線形表示はスコープウイン

ドウから引用される単位か、無次元の最大値（1にセット）に対する

標準値を示します。対数表示は、最大スペクトラルタイム（0デシベ

ルdBにセット）に対するスペクトラルラインの相対アットネータを

表わします。これはデータを3倍の常用対数に圧縮し、データレンジ

が大き過ぎて判別が難しい小さな成分を見易くします。

これを式で表わすと下記のようになります。 

Hn hke2π ikn N⁄

k 0=

N 1–

∑≡

A n( )
Re Hn( )( )2 Im Hn( )( )2+

N 2⁄
----------------------------------------------------------------=

dB 20
A1

A2
------- 

 log=
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専用用語                                                              

FFTを使って誘導するスペクトラムは、振幅スペクトラム係数です。

振幅スペクトラムやパワースペクトラムのような様々な用語に出会う

と思います。振幅スペクトラムは負の数で、パワースペクトラムは矩

形電圧を使います。実際はこの用語は時々不用意に使われ混乱しま

す。別のソースから得られるスペクトラムと比較して、誘導の相違を

確かめることが重要です。 

ウインドウ関数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　前述したようにFFTは、周期波形のサイクル集

積数を表わすサンプルを想定します。完全な周期を前提にすると問題

が生じます。　　　　たとえば、サンプリングウインドウに出る波形

の初期、及び最終値は必ずしも割り切れませんので、疑似周波数値が

FFTによりサンプリングウインドウの末端でディテクトします。これ

は末端効果と呼ばれます。 サンプリング速度1/Δとサンプル数Nに

依存する周波数をFFTにより精度を上げる効果があります。周波数値

が1/ΔN Hzの積算倍数でないと、その値より上下するピークは割り

切れず、結果に歪みが生じます。Nを大きくするとこれは防げます。

ウインドウ機能はしかし、FFTを使ったデータのウインドウ末端の特

性を無視します。　　従って、末端部から生ずる疑似ピークや相関す

る効果を防ぎます。最も有用な３種の関数を示します（それぞれ下に

示すネームで知られています）。

Cosine Bell window

Hamming window

Blackman window

w n( ) α 1 α–( ) 2πn
N

----------- 
 cos+=

n( ) 0.42 0.50 2πn
N

----------- 
 cos+= 0.08 4πn

N
----------

cos+

w n( ) 0.50 1 2πn
N

----------- 
 cos+=

Figure C–1 
高速フーリエ変換用のウ
インドウ関数と定義：n
は-N/2と(N/2)-1：N
はサンプリング数αは
0.54の近似値 
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演算機能

このセクションでは、スコープで利用できる演算処理の数学的な解説

を行ないます。                                                                

スムージング                                                          

スムージングの度合いは、スムーズコントロールで設定する1～50迄

の数値で設定します。この数はスムージング処理で平均化する基準ポ

イントとその前後のポイント数で、移動平均に相当します。波形の両

サイドでは、できるだけ多くのポイントを使って平均化処理します。

スムージングは相違する波形には効果的です。変動が速い波形にはス

ムージング効果は少ないのですが、遅速変動波形には効果的に作用し

ます。スムージングの入力数値としてｎを入れてみます。ｉはオリジ

ナル波形ｆ(i)の任意の点です。スムージング処理した波形の各点ｇ(i)

は、次のように表わされます。

積分

積分はデータパッドのIntegral機能を使ってセレクションしたエリア

を、全チャンネルにわたりIntegrate演算機能により実行します。　

垂直セクションの内容はデータパッドへの情報の転送には影響しませ

ん。垂直セクションはセレクションデータのデータポイントの全配列

を決定する為にのみ使っているからです。マーカを使ったベースライ

ンのスロープのセットは、積分する際は無視されます。バックグラン

ドのサブトラクションは積分した波形から実行します。連続するサン

プル間隔を△tとすると、オリジナル波形ｆ(i)で各ポジションiでの積

分波形ｇ(i)は、次の様に表わされます。

g i( )

1
n i 1+ +
--------------------- f j( )

j 0=

n 1+

∑
1

2n 1+
------------------ f j( )

j i n–=

i n+

∑
1

n 1–( ) i n–( )– 1+
-------------------------------------------------- f j( )

j i n–=

N 1+

∑














=

0 i n 1–≤ ≤[ ]

n i N 1– n–≤ ≤[ ]

N n– i N 1–≤ ≤[ ]
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波形の各点で表示される値は、前の点と基準点の合計に△tを掛けた

ものになります。ここでの合計は実際に各点を加えたものでは無く、

新たな点を演算したものです。即ち、前の点の値と基準点の値を加

え、△tを掛けたものです。データパッドのIntegral機能との違いは、

このIntegralではセレクションの開始点から終了点までのｉ個のポイ

ントの合計になる点です。                        

微分                                                                  

微分波形はDifferentiate演算機能を使って得られます。これは２つの

直線の傾きの平均するもので、ポイントｉとその前のポイントとを結

んだ線とポイントｉと次のポイントとを結ぶ線を対象とします（波形

の始めと終わりの傾きは無視します）。 .

連続するサンプル間隔を△tとしオリジナル波形をｆ(i)とすると、各

ｉポジションでの微分波形ｇ(i)は次の様に表わされます。

スロープ

データパッドのSlope機能には3つのオプション<Average Slope>、

<Maximum Slope>、<Minimum Slope>とがあります。アクティブ

ポイントのAverage Slopeは上の方法で誘導されますが、選択範囲で

g i( ) ﾆt f j( )
j 0=

i

∑=

i

i+ 1i– 1

i pointの傾き

∆t

g i( )

f 1( ) f 0( )–
ﾆt

-----------------------------

f i 1+( ) f i 1–( )–
2ﾆt

--------------------------------------------

f N 1–( ) f N 2–( )–
ﾆt

-------------------------------------------------










=

i 0=[ ]

1 i N 2–≤ ≤[ ]

i N 1–=[ ]

Figure C–2 

スロープのアベレージング
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は一次微分は最新二乗方で直線にベストフィットするように算出され

ます。その他のオプションは、各ポイントでの傾きを算出して選択範

囲内の最大・最小値のポイントに戻します。 



Scope User’s Guide 175

ライセンス及び保証承諾書 

範囲

この承諾書はADInstruments Pty Ltd (以
下、ADIとする)とADI製品ーーソフトウエ
ア、ハードウエア、またはその両方ーーの購
入者（以下、購入者とする）との間のもの
で、ADI側、購入者と製品のユーザー側にか
かわるすべての履行義務と責任を包括してい
ます。購入者（又は、いかなるユーザー）は
本製品を使用することによって、この承諾書
の条件を受諾するものとします。この承諾書
に関する変更はすべて文書で記録され、ADI
と購入者の同意を必要とします。

著作権と商標

ADIは当社が独自に開発してきたコンピュー
タソフトウエア、及びMacLab装置を含む
ハードウエアの所有権を有しています。ADI
のソフトウエア、ハードウエア、付随する文
献はすべて著作権により保護されていて、い
かなる事情においても再生したり、変更する
こと、また派生品を作成することは一切認め
られていません。ADIは自社商標に対する独
占所有権を維持し、会社名、ロゴ、製品名の
商標を登録しています。 

責務

購入者、及びADI製品を使用する者はすべ
て、ふさわしい目的のもと分別ある態度で製

品を使用することに同意します。また自分の
行為、及びその行為による結果に対して責任
をとることに同意します。

ADI製品に問題が生じた場合、ADIは全力で
その解決に対処します。このサービスは問題
の性質により、請求金額が生じる場合もあり
ますが、本承諾書の別項の条件に従うものと
します。 

制限

ADI製品の性能は外部要因（例えば、使用す
るコンピュータシステア）に影響されますの
で、製品の機能に対する絶対的な信頼性は保
証されるもではありません。本承諾書に包含
されている以外は、ADI製品は関しては、明
示、黙示または法令化を問わず、いかなる保
証もなされません。従って、購入者には製品
に関する機能や信頼性、及びその使用の結果
に関してのすべてのリスクがあります。ADI
製品を使用、または誤用することによって生
じる損傷はいかなる種類のものであっても、
その賠償をADIやその代理店、従業員に一切
請求することはできません。ADI製品はすべ
て高品質に製造されていて、付随する文献に
記述された通りに機能します。ハードウエア
の保証は制限がありますが、技術サポートは
全製品に提供されています。 
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ハードウエアの保証

ADIはハードウエアの購入者に対して、購入
日から１ヵ年は製品の材質、及び製品の欠陥
を無償補修します。欠陥があった場合は、
ADIが修理、または適切なものに交換しま
す。保証期間は修理や交換に費やした日数分
を延長します。購入者は欠陥製品を返送する
前に、ADIに連絡して返送許可を取得すべき
です。

この保証は正常に、かつ保証された作動環境
範囲内でハードウエアを使用した場合にのみ
有効です。ハードウエアを改造したり、物理
的、電気的に不適切な使用によるもの、環境
の不備によるもの、不適切な接続、標準品で
ないコネクターやケーブルを使用したもの、
オリジナルのIDマークを変更したものには責
任を負いません。 

ソフトウエアのライセンス

購入者は供給されたADIソフトウエアを使用
するための非独占的権利が付与されます。
（例えば、購入者の従業員や生徒はこの承諾
書を遵法するならば使用する資格を許諾され
ます。）購入者はバックアップを目的として
ADIソフトウエアを複数コピーすることがで
きます。しかしソフトウエア購入者はいかな
る時も１台のコンピュータだけで使用するた
めの権利のみが付与されています。購入した
プログラムを複数コピーしても、同時に複数
のコピーを使用することはできません。サイ
トライセンス（複数ユーザーライセンス）は
たとえ１組のディスクしか提供されていない
場合でも、５枚のプログラアコピーを購入し
たかのように使用できるものです。 

技術サポート

購入者は『顧客登録フォーム』に必要事項を
記入して返送すると、購入日から１ヵ年、
ADI製品の技術サポートを無料で受ける権利
を有します。（顧客登録フォームは各製品に
付いていますが、なんらかの理由で見当たら
ない場合はADI代理店までご連絡ください

。）この技術サポートはインストール、操作
方法、特別使用、ADI製品を使用して生じる
問題等に関するアドバイスやサポートを提供
するものです。 

管轄

この承諾書はオーストラリア、ニューサウス
ウエールズ州法を就拠法とし、これに関する
訴訟手続きはオーストラリア、ニューサウス
ウエールズ州最高裁判所に提訴、結審されま
す。 
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